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S. paratyphi Aの抗原構造に関する研究
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当報は前報4:2)より,起稿のQ原型現象　Receptor

〔Rpr>Qに関する続述であるが,同特に亦第6報29)

来継続の所謂低下現象支配Rpr並びに現象機序想定

にmする終報でもある.

当報記述の内容は次の如くに要約される.先ず続述

のQ原型現象考了経と共に現象支配因子としてRpr-Q

が採決,更にRpr-LQとの規格対比の所産として両者

は菰に同定されることになる.而して総論的考察B9)

は以上を以つて一応終結される.次いで各論的考察

29)であるが,本着では先ず現象型形態より,する供試

資料のRpD配合判定基準を求めて0)考察に始まり),

足れに継続して実績に於ける各種難解所見の解説と資

料に於けるRpr-Q配合状態が論究される.斯くて終

りに既報29>34r-35-36*42)より,当報に至る考察内容の集

約を以つて自報課題に就いての結語とする記述の経過

が採られているにとになる.

V亜　Q原型現象に就い'に

〔Ⅰ〕 Q原型現象の独自性

〔Ⅱ〕 Rpr-Qの想定

亡Ⅱ〕 Q原型現象の型形態類別〔以上既報4･2)l

⊂Ⅳ〕 Rpr-Qの実在性

当[Ⅳ〕に.於いては,其の前提としての〔Ⅱコ･

〔II*｣考察に際して,概念的乍ら更に応じて引用され

たRpr-Qの実在的所見に触れてみることにする.

A　考察Ⅰ

既述42>w-〔Ⅱ〕に際して低下現象支配Rpr考察の

為表26-A.内容が〔1)反応原〔2)血清〔3)抗体基準.

に夫々改組された相関去26-B-ODが省暑されたに

とは〔Ⅱ〕-4a-c.記述の通りである.支配Rprに開,

する決定的或いは系統的所産を〔1)～〔3)型式の資料に

爾く期待し得ないにとは,共通性因子の錯雑性のみよ

りしても想察可能な処である.爾れば既特に対しては

補註的記述に止められる.源に敢えて掲示される所以

のものは慣述の考察Ⅱ以下に対する予備的資料たらし

めむことに存する.

〔A〕表26-B�"C�"D.構成暑解

義26-B-D.に共通する規約事項が峯述される.

1.　辞1:一例えばP.A-R　型血清と　P.A-S

塾反応原問所見は両因子が純粋である限り反応陰性の

道理であるが,反応陽性の場合は反応因子の規格とし

てRpr-S (o一1�"12)�"H (a･1･2)�"R並びに未知

Rprの何れもが考えられる処である.爾れば反応内容

を是れ等の何れに所属せしめるかに従つて,求める相

関は自ら異たj:つて来ることになる.辞1附記例は此の浮

動例に所属するものである.

2.軸･染3.〔 〕 IrH�"〔Ⅱ〕:-表26-A-B
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表26-B.　　　血清.菌原.現象型形態相関〔反応原種別基準〕

Q二二*.二二=:-二*二L:----=IN---

i:Z;;Z-:--^'-1G-':-^!^*<二子*

現

象

型.

形

m

現

象

型

比

率

〔註〕 1.比率　　　sI>K｡ 5D6例が除外されている場合･

Ⅱ :- 〝　〝　〝　共に包容される場合.此の際3D5はD6として採択されている･

[韮〕 :ーけに等しいが, 8^5がD3として採択される場合･

2. a-c.富�"i-k:一池. a-池･ k血清の省暴符.　　　静･C騎).串1-軸:-本文参照.

a　4U-- 〇 : - -ttf" ±はMa.a-Ma.k特に於ける現象度C反応価降下度). -はL針it-Dg-ti

にして現象陽島　〇はLg*Dg共に反応陰性例である.

[血清.菌原の暑記符である　Ma. a-M乱k- No. l-No. 13の‡talic type使用(衰26-A.参照,

但し同義の1-13はGo地ic七ypeにmisprin七されている)は以下省暑される･〕

-Dの　に於ける資料の範囲であるが, CO部分的未換　　例より,判別される為の暴符である.従つてCD�"C2>

(β-Lg'lDg轟柏口)の為No. D畠-D5*NoサD昌-D¢と　　軸.歇3例の取特に由来して相関の様相は異なり,得る

符記C蓑25.崔B'参照,以下3D長　5D6と暴記; No* D8　　訳で,此の採種に該当する数値が夫* I - 1列特に記

No. D5の署符D3.B等と記別される)の現象未決定　　別される.而して取.拾何れの場合も簡易化の為No.

例が包容されている. (2)源に亦未検了乍ら類源に拠　　Di�"D2;D3- D4;.D岳　De ; D7･D8を未Qと同

る決定例も包容される甘地2.軸はC1) ･C2)属例が他　　系統とする見解(^42)I 〔Ⅲ〕 -2 〔a〕-〔dコ)に従つ
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1｢No.

ォーs〔孟3〕No.8

｡9｡1W-S｡D〕一En宮soエ9

src〕No.

R｡sk-S｡一〇.〕No.

senfg-≡.C｡〕i,=〔芸｢ECE〕lj.縣裹.発発〕.

て各々が統括された場合の数値として示されている

C爾今例えばNo. D3 - No. D4はNo. D8.4と暑記,

L觀上参照).従つて,古D6は是れをD6- D6の何れと

解するも結果に差異は生じない訳であるが, sD5は明

らかにDs DB　両型の何れにも分属可能で差異を

生ずることになる. sE>5がD3と解された場合は是れ

をC　コに収め〔Ⅱ〕列欄に別記される. %値は全例

に就いて省暑される.

3.戟.C韻):ー序乍ら未知Rpr吟味に適切な

反応例は考察Ⅱに後述のco *<　　β〇属例CB.〔B〕

-2c･参照) (2)αO: β〇.〔〇〕屈例(ち. 〔C〕 )に期

待される.図表CD*　より)しても明瞭な様に〔1)は

a'-fc'で僻も相当高価なるを定型とするNo. Di-D古･

D7例であり, (2)はCl)が反応陰性(1〇〇.,以下C〇〕

とも暴記,但し[〇〕は時に広く反応陰性の意にも流

用される)の場合を定型とするNo. D3�"Di例である..

敬.C辞)は夫々CD-C2)例に対する峯符である. 〔衰

26-D.に於ける韻符(S-7*- S-8*)に就いては該

当項下に解説される( 〔B〕.5.参照)〕.

4.現象型として言えばNo. Dg-io属Bk 7a･7c.

7i -7kはRpr-Vi型所見の源に,亦Bk 13c･5g-9k

3c - 3kはNo. Dn.i望属現象陽性例と総括して,蘇

考察資料より,除外される(Ⅶ4望). 〔Ⅱ〕 -3b.参照).

5.本考察に際して特に留意さるべきものに現象型.

形態と現象陽唾の関係がある.現象型No･ Di-Di2

はa C未吸収). β　C吸収)申清内所見の総合的形態

で, a或いはβ各単個血清内低下現象の陽陰強弱とは

峻別さるべきものである.
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〔BJ表26-B�"C-D.所見暴解

1. 〔裹26-B.所見〕

表26-A.に就いて反応原別に現象形態を整理する

と表示の如くにて,著明頻度を示す現象型はNo. D畠.4.

.No. D5.6の2型に限定される,反応原No.1�"2･6

･11-13は前者に, No.3�"4�"5�"8�"9�"1〇は後者に

所属する　CN〇.7血No. D9.i〇は除外, 〔A〕.4.参照)･

2･叙上は恰も反応原種･株別に由来するかの観を呈

するのであるが,是れを内容的に吟味すれば叙上の如

く簡暑には系統化し碍ないものが認められる.例えば

蕊にNo. D3-4 : D5.6の差異であるが両者は図表C1)描

示の如くにて,若し吸収後の　a'-b!各価が両型客間

等とすれば同一型として何れかの型に所属せしめ得る

訳で,差異の基源ま原則的に言うと共通性RpTの存否

.種別並びに量的関係と密接な関係を持つている〔尤

も是れに附加さるべき条件は他にも存在する･然し原

則的には斯く要約される訳である〔6.参照).〕然る処

No. 1 -13各反応原列下に於ける現象陽性各血清と現

象型別の関係を通覧しても,共通性RpTに拠る系統

化を期待するに足る柏器ま認め得ないのである. 1例

を所謂抗原配合全く同一のNo. 1 (P.A-S 〔C〕 ) :

No. 2 (P.A-S〔D〕)に採つてみると次cD如きが観取

される.即ちMa.c-d e f�"　Ma.k叫1m nに就い

てはN〇. 1 :No. 2が夫QるrD3 : D4*の関係を示して系

統的たi:るも　Ma. g-h�"Ma.iーjに対してはtに-良

去26-C.　　　血清.菌原.現象塑形態相関C血清種別基準〕

丁二...‡丁..二二　二ネ　ニ
〔註〕 1.表26ーB.C註〕に等し.　　　2.但し表内の1-13は菌原No.1-13の署記である.
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北に際しての吸収原T.R 〔R皇〕を等しくするlに拘

らず夫Q8発E>5 : D2- D3 : D百を示して全く非系統的で

ある.

叙上を要約すれば共通性既知Rprの関係を超越し

て　Ma.a-c�"g-i-k　系　a.β各血清特に甚だ近

縁の現象形態を示して低下現象が発現しているにとに

なる.本所見類似のものは爾余の反応原.血清間にも

求め得る処で,従つて是れを敷街的に想察すれば,叙

上の消息には未知Rpr　の分野に於ける抗原的解説が,

換言すれば非系統的所見の中に未知　RpTを通しての

系統性が期待されるのである.

3.本義所産より亦下記の如き考察も一応可能であ

る.現象塑の主部がNo. D3.4�"D5-6両型に占められ

ていることは上述の通りであるが,兎まれ現象陽性型

の形態はNo. DI-D8の金型に及んでいる訳である.

此の場合反応原別に各型の分布所見が多少異なるので

あるが,是れはNo. 1-13 :Ma. a-n (表25.43))構

成の　Bk　に於ける実績敏郎例の非系統的介在に其の

一因の存することは自明乍ら,其の他にα-β化に

際しての共通性既知Rpr　の存否　Rpr-R　の介入等

が密接な因子として挙げられるのである.是れ等のこ

とを考源に入れるとNo. 1-6 - 8-13何れの反応原

も原則的にNo. Dx-D8なる任意の型形態を示し得る

もので,其の機転には供試血清のS. R純度.吸収原

(共通性Kpr)種別等の演役が想察されるのである.

木見特に従えば同一菌源に発現するα. β各血清内所

兄の関係が多塑性を示すこと有りとしても当然で其の

機転は一応理解容易と推察されるが,此の場合少なく

も　Lg>Dg　なる低下所見の槻転のみは叙上考察の

範特に其の解を求め得ない処である.器に亦例えば

Kpr-LQの如き現象支配Rprの介入が想察されるこ

とになる･序乍らRpr-H系低下所見例が器に除外さ

れていることは当然である.

4. 〔表26-C･所見〕

Ma. gーhに就いてはN〇･ r>i　其の抗体配合に於

いて殆ど同規格のMa, iー　Ma.k-1mりに就いては

No. D3.4-D5.♂ ; Ma. a-bに就いてはNo. Di.2'-

DIT�"8; R型血清としての　Ma. c一defに就いては

No. Da-4の如く或る程度の血清種別差が認められる

様である.本所見差の主因が実績銑知に置かれ得るこ

とは3.同様であるが,次の如きも亦吟味さるべき処で

ある.例えば夫QるS. R塑血清としてのMa. a-ID:

Ma. c-def問Aには現象型形態の偏在性として, No.

Di-a�"D7.8 :No. D3.4の如き差異が認められるが,

等しくS :R型の関係にあるMa.k-1mn:Ma. c-

def　けには集積の傾向を示してDs-dCDg-e) : D8一生

(D5.6　の関係が認められる.本所見の如きは型形態

なるものが既知S. R-Rpr　とは無縁の条件に支配さ

れるかを想わしめるものである.蕊に夫々R. S型血

清としてのMa. kー1mn･Ma. c一def内に於けるNo.

6 - 11両列所見を例に採ると,何れの血清に就いても

No. 6はNo. Ds, No, 11はNo･ D4を示すのであるが,

是れは血清(免疫原; S -R塑).反応原･吸収原問

に原RTI特には抗原的関係皆無の叙上両血清に各々独白

に発現した所見である. 〔因みに叙上両血清に関聯し

て共通因子と謂えばSmfg-S 〔C〕たj:る同種吸収原で

あるが,是れに就いてのLg (Ma. f).Dg (Ma.m:

1〇〇 C. 1H)差も,共通性HJRpr陰性の故に現象形態

とは無関係であり),亦Senfg以外の別種吸収原に就い

てもSenfg処置同様の形態が認められることより,して,

両血清独自の規格に於いて発現した現象形態と謂い得

る訳である.〕斯くて叙上諸因子問に,常態の抗原的

関係を超越して猶凝集反応の発現あり,且つ是れに低下

現象が附随することより,正にも亦特殊な未知RpTの

存在が想定されるのである･

5. 〔表26-D.所見〕

表25.4S)記載のa.属Ma.a-c�"g�"i�"k各血清並び

に是れ等夫々に供試された吸収原が抗原的に定型的な

資料であるとすれば,血清の抗体配合は同義掲示の如

くにて,亦本血清と反応原No. 1-13問の共通性Rpr

は表26-A.各Bk記入の如くなるべきである.共通性

既知Rprとしては表26-A-D,等に記載の如きH-aQ

l�"2; 〇-1-2�"4- 12i.2-8〔12i-123の客記,以下同

断)の単独或いは複合の場合が認められるが,此の共

通性Rpr種別を基準に反応原.血清.現象型の相関

を求めると表26-D.一区画　S-1'　の如くに整理

される･此の中S-7�"　属例は,型形態がNo.Di-

D8の範囲で論ぜられる限り,α. β :No- 1-13問に

共通性Rpr-S　の想定は成立不能なるに拘らずαγβ

少なくもα内で陽性凝集反応の認められるものである.

而してS-Bはα. βがR血清の故に共通性　Rprも

自ら明らかにβと解される例群として分別される. S

ー7は,衷26-A.暴符(Vff4　ー〔Ⅱ〕ー4.参照)を以

つて表現すると,既知RpT陰性にして未知　RpTの

期待される8例,並びに例えばR型免疫原のS. R純

度に由つては或る種の　Rpr-S反応等も期待される.
*　　　　�"

例より,構成されている〔Rpr-Sの想定される出例も存

在するが上述の如くNo. D9-Di2所属の例である).

〇例とは〔A〕-1.既述の歌1例即ち浮動例である.是
.

れに対してe例はS-7鞍例に一致する.従つて次の関
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表26-D｡　　　血清.菌原.現象型形態想関〔抗体種別基準〕
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係が成立する.

(s-7番) - (S-7) - (騎l)　S-7静= ♂

(s一　散)=〔S-8) + (發1)　　　聴i-e
.

6.本義内容に観られる処も亦非系統的である.依

つてRpr-Sが共通性RpT　と看倣されるS-1-6

を一括してみると,主部を占める現象形態はNo, D5-6

で　Dl.盟が是れに継いでいる.叙上に対して共通性

Rprとして夫Q令未知Rpr�"R-Rprの)想定されるS一

7. 8ではNo. D8'4が主任を占めている･本関係はNo.

Dl.2に就いても同断で,兎まれ両S区分別に著明たj:

頻度差が認められるのである.玄にβ内所見を基準に

採ると,現象形態No*D3.4はN〇. Di-2" D5'6 ･ DT-S

より分別可能であり,後者は一応統括の許される態の

形態群である.仮りに此の統括されたものをNo. Dt

と署記,表記入の比率I列上の例数をD8.4 ･ Dtに整

理してS-l-6: Sー7の比を求めると, D畠.4*に就
.　　　　.

いては-3/l9 (15.7%) :9/4i(81.8%), Dtに就いて
.　　　･

は-16/l9 〔84.2%) :写i1〔18･1%)　である.浮動

例歇1群の除外された　S-7鞍の場合でも　D畠.4 -6x令

(71･4%). Dt-粥〔2乱5%)で両区所見は全く逆立

的である･恰も共通性RpTの少なくも膓陰に,延い

ては血清種別に由来する差異が示唆される様である.

Sー7所属現象型の中No. Dfl-Dig屑例を除外する

と,血清別にはc:g:i:k属として-9:1:2:2例

が認められ全5例申4例迄が,亦反応原(Vi塑No.7

･R型No.12-13除外)別にはNo.1 (1例)･2 (1)

･4(1)･5(1>6〔3)-8Cl)�"1〇CD-ll(4)

の如き属例比を示して1〇例中No. 3･ 9以外の8例迄

が,本区に閏聯を示している.資料の殆ど全例が,班

述の抗原的関係を超越して且つ未だ詳細は不明乍ら低
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4g�"ba�"Sa

2g-3g

lk-2k

lg.2i-4i-5i�"8i

3a-4k.5k�"91

3i�"8k-1〇k.1〇i
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9:25:i

5:3:13:21:5:1

l:fll〕:〔1〕口〕:C〇〕

下現象との密接な関係が推察される型形態No. D3.4

を示して, Sー7区特に集積する過特には何等かの抗

原的槻作が恐察されるのである･克では未だ阻止性に

迄は触れ得ずとも,未知Rprの意と解されて宜い訳

である.

B　考察Ⅱ

当考察けま主として表25.4裹)が資せられたが,其の

内春巻仔細に追究すれば難解な所見が随所に拒適され

る.蕊に是れを例示すれば

〔1〕 a.-Lg>a-Dg　として認められる低下現象

〔2〕 〔1コの降下度顕著にして　a-Dg古には=C〇〕

～幸〔〇〕 C 〔〇〕:1〇〇〇)の場合が認められるが,辛

〔〇〕なる櫨倣残留反応の本態

〔3〕 aーnin→β　　化に際してのβ.Lg反応陽性

化所見換言すれば既知Rprの範囲では無縁の吸収

原に由来する或る反応の哨戒所見

〔4〕 β.Lgに於ける残留微弱反応の本態

〔5二〕 α : β間に於ける現象度差異等畏れである.

量れ等不審の解明が聴て現象支配Rprの本源に関

聯するものと憩察されるのである.而して〔1〕-〔5〕

の如く所見発現の型式は多岐に亘るとも,其の支配因

子は一元的とする見解を源に採れば考察の端緒として

叙上不審の何れが先に採択されても宜い訳である.蕊

では予備的考察の結果として, C2〕. [5〕. 〔3〕を主

要基準に夫Qるr類別のCA〕 ･ CB〕. 〔C]各分題下に

各種型式の考察を進めてみる.

〔A〕 α-Lg: β.Lgよりする考察

1.後掲の表26-AA.をも参照すれば猶明瞭な源に
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蓑2S.内各所見は〔a〕a-a' ｣b〕a>a' 〔c〕 a舞a,に,

4c〕は源にa,= 〔〇〕と幸[〇〕の場合に分別される

〔a�"a'阜b-b':図表CO*　参照). Cc〕例が〔3〕.

L二4コを基準とする本項考察の資料となるにとは当然

である.扱てα-β化に際して[c〕の如くに低下す

る機転としては原則的に反応因子問共通性RpTの殴

除が挙げられるが,該Rprの種別としては(1)既知

Rpr-S (2)既知Rpr-R (3)未知RpTが恐察される.

2.表26-AA.を基準としてβ-nin×No, 1-13】gen所

見に叙上(1)-(3)該当例を求めると,先ず共通性RpT

として〇.且2が恐察されるMa. a一b.g-h･i-j - k一

lmn列下反応は〔1)に,動力ミ想察されるMa. c-dfe n

列下反応はC2)に一応該当する訳である. 〔但しMa･ k

-Iinnは後述に際して条件的乍ら〔1)より除外される

(〔A〕ー〔例丑〕参鼎)〕.叙上[c〕なる機転が一応

既知Rpr-S-Rを以つて理解される〔1)･C2)の場合を

除外すると吟味対象はC3)に限定される訳であるが,叙

上の如くにて血清全例はC1) ｡ 〔2)に所属していること

になる.然し乍ら他面Ma･ c-def内反応は既述の浮

動例(かCA〕　表26-D歇1参照)に所属するも

のでC3)の未知Rpr系とも考え得る処である.依つて

先ずMa. c-defを資料とする考察例を挙げてみる.

〔例Ⅰ〕 〔Ma.c-de壬所見考察)

1.叙上〔1〕 - 〔5〕なる不審所見成立の因である

が,源に　Bk lc (表25.属Bk　は従来Italictype

[例之　Bklc 〕として他表屈Bkより,記別された

が以下省略)を例に先ず[1〕. 〔2〕の成因に就いて

考察すると

a. Ma. cの抗体配合並びに量的関係がH :0-Lg

8〇〇十:Lg l〇〇±相当量で,反応原のLg-Dg化に際

してH反応は消滅, 〇-Lgl〇〇が〇-Dg l〇〇として残

留する場合.

b. Ma. cに於ける抗体配合を,既知HD〇に就い

ては足れを陰性,唯陽性なるは其の反応原耐性限度が

大暑1〇〇℃･3〇Mと仮定された未知Rpr-W　なるもの

のみ,と考える時此のw-Dg l〇〇Oが残留所見の本態

と解される場合. 〔因けに　Rpr-Wに〇反応阻止性

が附与される特ま所謂Rpr-Qと謂うことになるが次

項c.に統括される.〕

c. Ma.c構成が0-〇-Hである源に,例えば

Rpr-LQの如きに阻止されたDg所見と解される場

合等が留意される.

2.特に〔3〕に対する吟味であるが　P.A-S〔C].

oslo　〔C〕　Senfg CC〕 -Lg-genなる何れのS

型原吸収に際しても, P.過-R 〔R〕　としてのMa.

c　内所見即ちα-Lg 4〇〇-32〇〇が全くか或いは殆ど全

くと謂う迄に陰性化する所見は,足れを一般論的に言

えば,供試吸収厩なるものが所謂"SR"型である場合に

招来されることである.其の因を是に求めむには,班

報の如き資料純化の過程よりする時,特にBk lc

はP.A系純化資料(既報1)30)参照)を以つての所見

であるだけに首肯し難いものも残されるのであるが,

慎重を期しても措実験途上に偶発し得ない所見ではな

い訳である.斯くて本報に於いてはSR化の場合も亦

吟味の対象たらしむべきことが示されていることにな

る.因けに叙上類似の吸収時陰性化所見はMa. k一

1mnに就いても認められるの)である(〔例韮〕参照).

玄に1-2｡内容を綜合的に検討すると次の源になる.

3.先ずMa.cの抗体配合をH : Oとする場合ri-a.)

の降下所見であるが,是れは所謂H原型形態日9)に他

ならない,然る処C1〕に関してMa.cは免疫原P.A

-R [R〕が非運勤性の故に原則的には　H-a　陰性型

血清なるべきにとよりH原型想定は一応否定可能な処

である.是れはBk lc所見のみならず敷桁しては

Bk 2c-13c所見に対しても同断である.仮りに

Ma.cが本来正常系HIa保有血清か,或いは　F.

KAUFFMANN盟呂)実験例相当のH.a　陽性血清であつ

たとしても,吸収原3例中SenfgのみはH-a陽性型

の源に,少なくもMa.f:No. 1-3�"6f琵所見とし

てはH-a反応陽性であるべきに,何れのBkに�")j♂け

るもLg l〇〇〇　なる所産よりして是れ亦否定される

ことになる.此の場合〔2〕該当の　a-Dgとしての残

留反応並びに[3〕に該当する其の吸収後消滅は,隆

徽反応の源にR系所見と解することも～応許される処

であるが未だ真相の断定は不能である.亦〔4〕該当

のβ-Lg l〇〇(No. 8)-2〇〇(No. HX反応並びに其の

Dg l〇〇E)化所見は微弱反応の源に,例えばNo. 8に就

いては正常系〇.9反応, No-11に就いてはR反応の

如く其の他各種に想察される所見であるが,断定不能

なること〔3コと同断である.因けに〔5〕はβ.Lg

DgC〇] -二･ 〔〇〕の規格より,してMa. c-de壬に

就いては不要である.

4･次はMa cがRpr-wに限定される場合(l-b.)

であるが,一見簡裁の如く乍ら慎重を要する型式と想

察される□　考察を次の如くに進めてみる.池･c:

No. 1-8 -1〇-11問所見より〕共通性Rpr　の存在が

想定可能であるが,此の共通性が反応原No. 1. 6.ll

に夫々該当の吸収原P.A. Oslo, Senfg　に就いて同断

なることも自明である.玄に叙上共通性RpTの柾別

であるが,此の場合の血清は唯1柾(Ma. c)に限ら
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れているにと,並びに3種吸収原の何れに拠る場合も

Ma. d.e-f　列下所見の殆ど総べてが陽性化する事実

〔･つu.該当)より)して,器に先ず最も簡暴な一元的型式

が採択されるとすれば,本因子は即ち藍Rpr-W　に該

当することになる.此のRpr-Wが血清.反応原.敬

収源に汎在性を示す以上は,且つ例えば部分原等を示

すにとなき単一性Rprと前提される限りま, Ma.dォ

eサi : No･ 1-11間諸反応が陽特に終るにとも亦当然で,

更Tlにlb.既述の耐性規約より,して　Ma.c:No. 1-

-8 ･1〇-ノ11に於ける降下所見も〔1〕,亦ft-Dg,.1〇〇-

4〇C.Dとして散見する微弱反応の残留性も〔2〕,一応

は理解される処である.更に〔4〕該当のβ-Lg l〇コ-

2〇〇O-Dg 1〇〇.の型式で残留するBk 5王　8d- 8e-

8f�"Iid所見は,残留w_nin由来の徽弱反応と解して

も宜く,亦Ma･c-d:No. 13に於けるLg･Dg32〇〇O

は常識的にR塾反応と解し得る処である.斯くて解説

は容易な訳であるが,叙上型式採否の暁点は要するに

Rpr-W　なるものの実在性如何に懸つているにとにな

る. wの本態として考慮されのは

(a) No. 1-13に帆在性なるにとより当然先ずR

系Rprとの〕異同であり(b)s系Rpr C<0或いは未知

系Rpr例えばLQ等との関係が是れに継ぐにとにな

る.以下順次(a)-(c)各箇の場合が暑述される.

5. Rpr･W-Rpr-Rと看Jる場合

P.A-R 〔R〕, - P.A¶s 〔C〕.(nin-gen)なる暴符を以

つて表現される免疫血清.菌原(免疫原.反応原.吸

収度)に於けるS.R純度は一応既に決諭された処で

ある36)然し五では2.記述の如くにて,亦爾余の)供

試菌種も多数o)にとであれば,全資料に就いて一応不

純な場合をも対象に考察を進めてみると次の様になる.

a.正に先ずMa.cなるP.A叩R CR〕血清.No･ i

なる　P.A-S 〔C〕吸収原-反応原を例に採り,其の

S 4R配合を夫Q令JX｡'--'JA.s.iiin�"S｡'--'Sr_genの,範特に解

してみると,此の問に得られる吸収血清Cβ)はR.-.ni<

�"Ks ninより,夫QるS〇-gen�"Sr_gen処置を以つて得られる

4例であるが何れの組み合わせの場合も総べて　Ro〇

(純R個子血清,表6.加)参照)である.此の場合

戊I.R昌　a-Ro　β-R〇.に対する反応原　i�"*^r_gei

の反応内容は原則的に次の如く表現される.

No･ I Ro.ain　×　S..gen-す　　〔O〕･agg

E Rs_nin x　　〝　-サC-Co〕)...耳

II Roo.nin　×　　〝　-　　Co〕･,gg

IV Ro,n　×　Sr.gec- ,C-〔〇〕).aォg

V R..nii　く　　〝　ーサsr(-CO〕).ォ.

Ⅵ　R〇...in　×　　〝　- ,C-〔o〕�")...官

213

〔註〕 〔〇〕は陰性符で(蕊では1〇〇〇に限定されな

い. A.〔A〕%3.参照),ォ(-:<>〕)はRs_niiに於けるs.｡.n

の量的関係として〔o〕なる場合も存し得ることが意

味される(他例同断).

次いで後述の資料として臥〇 ･ R-s.senの反応内容を

一括すれば叙上と同軌古として次の如くに表現される･

No.W R〇　　　×　R〇-gen-*-R_agg

W Ks.nin　×　　〝　　一斗　〝

Ⅸ　R〇〇-nin　×　　〝　　.　〝

Ⅹ　R〇.nin　×　　Rs　ーナ　〝

XT Rsーn主n X　　〝　.十　Rs

刃I -JA-｡｡.nin X　　〝　　→. R

扱て器に原田TI特に観ずればMa. c-d×No･ 1なる型

式はNo- I-M ; H-n ; W-YI ; V-YI複合型の何れか

に求め得る理である.然る処叙上Ma.×No.の塞源こ

合致する型式を是れ等の諸型に求めても, No. I-Ⅱ

にあつては実績Bk lc-Lg8〇〇対応のNo. Iが=〔〇1.

の故に,亦No. TO-VL- V-VIはBk lc-Lg;id-Lg*=

O : 〇なる関係が量れに該当のN〇･ IV-Lg : vI-Lg-

No･ V-Lg:vI-Lgとしては特に-=0 : 0-〇 : 〇何如

かの形態を採るが故に,叙上総べて採択され得ないこ

とになる. No. I-Wは一応合致する訳であるが, Rpr･

-W-Rpr-Rと観る本考察よりま除外される.

b. R塾反応原としての)No.12�"13がMa. cーd内

に示す反応形島染は,両者共に未横丁例乍ら特にNo. 12

に就いては.t削試,,所見等を参考lにすると, No. W - IX

W-JX�"No.X-Xtt･H-M何れの型式とも一応合

致するのである.然し乍らNo.13が示す如く　tt-Lg

3200 =-αーDg 32〇〇なる反応原性耐性は明らかにRpr-

wに対する耐性規約(1-bOと相容れず,本所見のみ

よりしても除外され得る型式である.

c.叙上a･に於ける例材はMa. exNo.1にして其

の所見に対する考器ま比較的簡単と謂い得る処である.

故は吸収原=反応原としてS. R純度同規格と謂う条

件に在り,亦該両菌原･免疫原の関係は後者が一応

Cosrnop〇1it母としての規格に在るとは言え実際的には

屡々重要な聯紫を示すhomol〇gous S : Rと謂う条件

すら附与されている為である.然る処反応原.吸収度

がNo･ 1 (P.AーS:C〕)以外の菌種.株の場合になる

と吸収原.反応原問にはS. R規格不同の場合も成立.

するし,亦是れに血特に於けるS. R純度の組み合わ)

せも介入して踏辞することが想察される.敷街して謂

えば叙上型式はMa. c-dxNo. 1所見としてのBk

lc-Id　を例に,且つS.R純度のみを基準とする本
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･schemaのことであれば,仮りに等しく　S〇と表現さ

れても内容的には抗原配合を異にする吸収原.反応原

を因子としての池. e-f×N.の2-11反応に就いて適

用不能な場合があるとしても是れは当然なことである.

其の吟味過程は甚だ煩雑の故に是れが記述は省暑され

るが,.兎まれ叙上の問に想定される各様の型式を仔細

に追求してもRprーRを以つて解説し得る例は求め得

たcLつl)のである.可能とすればRpr-Rに例えば耐性に

,関する特殊規格が附与される場合の如きで,換言すれ

はw=Rとする結論には到達し得ないのである. 〔因

みに叙上省峯の吟味過程は源に応じて補足される.〕

c1.器にa-c.内容を要約すると次の特になる.表

25, : ｡*.ミI','-.'･　　　｣｣ノノ)'I^し'二L.l･;i s - jミ発t.｢　ノ!.;

準とするNo一i -m-xi-:の範特には求め難い様で

ある.換言すればw=Rとは認容し得たi:いことになる.

自然考器ま.S或いは未知Rprの領域に限局されるが,

例えばBk 13oD針genの耐熱性所見より)してもwj-

Rは首肯し得ペく,亦Bk le-Hりに於けるLg>Dg

よりしても是れをRpr-S特に求める要は無い源に考

えられる..然し克では敢えて5,とは別個の過程より

Rpr-Sとの関係を尋ねてみることにする･

6. Rpr-W-Rpr-Sと看る場合

a.血清P.A-R〔R二(-Ma･c).吸収原P.A-S〔C〕

(-No.1)のS. R純度規格を5.同様に,夫Q令　R〇-

Rs･S〇-S,の範特に規約すると,例えばMa. c-d×

No. 1-2所見等は既述の型式No. IT'へノⅡを以つて容

易に解説されるのである.即ち　Bklc-Lg 8〇〇-馳

2c-Lg 16〇〇はS反応(No, HのSの場合)と解されるの

であるが,結局S原反応であつては　馳Ic.2c-Dg

1〇〇への機転が理解され得ないにとになる.斯くの如

きにもw=Sと看倣され難いものが示唆されている由

猶多少とも細部に触れむ為次項に考察を続けてみる･

b. Ma. c (P･A-R〔R〕)が　P.A- Oslo�"Senfg　各

s型の何れに吸収される場合にも暴同様の　Ma. d-e

.壬内陸性化所見が得られるにとよりすれば,少なく

もBk lc-6c･ 11cは最少限1種の共通性S-Rprに

由来する所見との恐察も可能であり,是れより敷街し

てMa. doe..壬　内陰性乃至痕跡的陽性例総べてを爾

りと看るにとも一応許される処である.然し乍ら範囲

を唯Bk lc由6c･11cのけに止める場合と難もす地に

斯かる既知S系Rpr　は抗原配合的に存在し得ない訳

である.

c.同様の結論は,叙上の反応原よりの場合に対し

て吸収原の側より)し4に.も･,次の如くに誘導される白　例

えば:姐a. cーd eば　なる⊥聯の実績巷例に採ると,

此の際の血清資料は　R｡-Rs　と表現される　P･Aー

R〔R〕(Ma. c)唯1種の故に規格.条件は自ら決定さ

れているが,菌原となると反応原.吸収原の別もあつ

て血清の如くに単純ではあり得ない　4-6b.等と同

軌のことが言える訳である.爾れば源に菌原の範囲を

吸収原のけに限定し其の)吸収原性を基準としてP.A ･

0'lo申Senfg-S-gen　に拠る処置後所見より判定すると

次の如くに解説される.所謂〇抗原配合を基準にする

時,免控原との関係より,しても亦白歯群相互の拙係よ

り)しても甚だ疎緑か無縁の,併もS型属としての3事iJ

吸収原の種別を超越して,源には吸収原該当例を除け

ば是れ亦相互に疎綜.無縁の反応陽発を通して,器に

Ma. d-e.fの如き同一所見が構成される特には,叙

上3種　S型原. R型血清　Ma.cに汎在する共通性

RpTが要求されるにとになる..而して本Rprの所属

.としては吸収血清(β)内所見陰性の解説に関する限

り, Rpr-S-Rの別を問わず採択可能であるが,足れ

が何れと解される場合にも一No- 1以下多数例に認めら

れるα.Dgとしての反応原佐井耐性の解説が要求され

る為結局採択不可と謂うにとになる.此の場合多少と

も疵.立の可能性があるとすればRpr-Hが主役として

介入する場合であるが,是れも亦次の如くにて否定さ

れるのである.即ちP.A. o∫loはRpr-H-aを共通す

るが免疫原P.A-R〔R〕が非運動性の故より,しても,

亦H-a陽性のSenfg処特に由るβ内所見陰性化より,

しても理解される処である.而して叙上吸収源ま同名

の反応原と同菌株なればNo. 1�"6�"11に就いても叙上

は同断される訳である.間接的乍ら叙上は既知S凸R

�"H-Rprよりの否定的証左とは成り得べく,斯くて

亦w=Sの場合も否定されたにとになる.

7.叙上6.は概論的要約であるが,是れを具体化す

れば局限性例示ノF:･ら,是れより,して]1L目:述の如くにO-i

. 2･ 12等が否定･されるのである.克では蓑25-26-A.

42'にLg-r>g共に1〇〇.として示されるMa,c�"Ma.

k×No. 3所見が本考察に採つての好暫料として採択

される.

a･ 〇-12:正常系抗体｡免提原R純源に由来して,

Ma. cにS系抗体保有が仮定される場合に先ず想定さ

れるものは, Bk He- Lg32〇〇.より,するRpr-〇.l

とBk 4c - 5c- Sc-LgT4〇〇-32〇〇Oより,する-Rpr-〇-l2

の両者である.器にBk 3c l〇〇.所見をNo. 3の〇-i

鉄郎の源に帰せむには,是れは同特に　O-12系反応

を無視するにとにな･る　No.3はO-12陽性菌原の放

である.爾り,とてBk-Lg�"Dgも亦1〇〇.なれば0-12

反応原性徴弱の放と解せむには本性能がNo. 1 ･2を
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寧ろ凌鷺する既往所産と相容れなし.)処である(Rep.

I15�"T-2.参照).従つてNo. 3に対して措So型

が附与されると共にMa. cに就いては少たj:くと二) O.

12i.s抗体は陰性なり,とも想定される訳である. 〇-12

に就いては〔例Ⅱ〕一2a.に於いても解説される.ノ

b. 〇-1:蕊にMa.c　を叙上の如しとすれば,Bk

lc. 2c･1〇c-1ie　所見の内容として　Rpr-〇.1

反応が一応疑われ得ることになる.然る処上損のRep.

I1)内No. 1申2申1〇.11の　〇%乱所見と対比t..れば自

明の如く,其の反応原性に関しては各菌原夫々に客間

格の性能を示すに拘らず,反応原性耐性の観点よりす

れば表25.C一表26-A.)〔Lg: 〕 Rep. I :T-2.

｢Lg舞Dg〕南東所産では全く其の趣きを異にするの

である.猫Ma. c内　〇-1-Rpr陰性想定は次述の如

くにも,即ち仮りにBk llc-Lg2〇〇Oを〇一1と観る

と　Bk lc- 2c各Lg1〇〇3はNo.11〕No. 1

なる　O.l被陽性差(Rep･ Il': T-2.参照)より一

応は理解されるとして　Bklle-Lg l〇〇E)はMa. e該

当の吸収煽がO∫lo　であるだけに成立不能,と謂う観

点よりしても附与され得る処である. 〔因けに叙上は

次記〔例Ⅱ〕-1.に於けるMa. k-1mn　内O.1膓陰

考察と同軌に解説されている.〕

c. 〇.2:叙上より) Ma. cに於ける〇-1･12が否定

される結果として, Bklc*2cに就いては　Rpr-Cト2

反応も-応は疑われ得るのであるが,是れ亦上掲の

T一2.1'所産に明白な如く〇-2反応原性を全く等しく

するNo. 1　　　間に表26-A.の如き差異あるこ

とは許されない処である.

d. a'-va　内容に就いて敢えて重言すれば　Ma. c

内反応の本態として一応〇.12が,反応原種別に由つ

ては〇-l-l-2等が,疑われ得る場合も成立可能であ

るが兎まれ反応原の全例に亘つて斯くあることを得ず,

結局は吸収原の種別とは無関係に発現するβ内陰性化

例の存在等よりしてRpr-S　は否定される.器に例え

ば後掲の表26-AA.記入者1-辞8 (軸は爾らず)

例に観られる如く各　β (Ma. d�"e･f)に於ける共通

性Rpr陰性の成因が,叙上a(Ma. c)内O-12-1

2-Rprの吸特に在り,と解し得る場合はあるにしても是

れは部分的菌例に限られているのである.

e.因みに言えばa/--c.の要約より,少なくもNo.

4�"�"11或いはNo. 13迄を通じて或る種の未知

Rpr　が想定されても宜いと考えられ,るのであ,る.描.

Ma. c-defに関する叙上a-d.考察と判定は, 'No.,

8列所見より想定される処　C〔例Ⅱ〕-2b<2)参照)港

除いて,殆ど全く同軌にMa. k-1mnに適用される｢

訳である.

8.翻つて器に5･6ノ-7.論述の所以を惟うに,是

れは4<a). 0>)に対する解答で,要約すれば所謂既.

知S.R圏内に於けるRpr-W　の存立想定は不能と謂

う考察的結論に他ならない. W.sen　とは例えば　Ma.

cに於けるLg-.i舞Dg_tit　なる所見解説の為其の反応

原性耐性が1〇〇C･ 3〇Mを大暑限界とする仮設的未知

原に附与された名称である.凝集阻止性が附与されて

いない点でLQ_gen　とは異なるが,叙上耐性よりすれ

ば同格であり,耳pr-W　が既知S-R-Rpr　の領域よ

り否定される場合に,同理由の下にRpr-Qが亦爾る

ことは,阻止性の有無とは無関係に成立し得る処であ

る.斯ぐに現象支配RpT　は必然的に未知の領域に監

察される訳であるが,是れは4.〔c)に該当する課題

に他ならない.

〔例韮〕 (Ma. k-1 m n所見考察)

1. Ma.c-det　類似所見としてMa.k-1mn列

下反応が認められる.両者間には資料.術式に関する

差異もあるにとなれば〔例Ⅰ〕とは多少とも異なる考

察過程が採られるにとになるが,是れは〔例Ⅰ〕内容

に対する補足的記述でもある.先ず供試資料のS.氏

規格は〔例Ⅰ〕同源にSo-Sr- K〇-Rsの範囲と規抽

される.爾りとすれは　Ma. c-d e f.f例Ⅰ〕 ; Ma･

k一1mn 〔例I[〕各術式の関係は,器に供試菌種.秩.

差を措いてS･R規格を基準として論ずる限りま,～

応交錯的型式とも称し得るものである.兎まれ〔例Ⅰユ

に於l)てR型血清　Ma. c　内反応が抗原的無縁のS型.

吸収原PIA･0∫io�"Senfg処置に拠り陰性化したと対酷

的に, [例Ⅱ〕ではS型血清QM二乱k内反応が等しく抗

原的無縁のR型吸収原P.A-R 〔R〕処特に由来して

陰性化すると謂うにとは(Bklnォ2n･lln参照),抗原

的に観て既知S-Rpr　即ち現行の　Anti酢me schema

を以つてしては,或いは其の間にRpr-Rを介在せし

めても,理解し難い処である.加ぇ,〔例Ⅱ〕に於ける吸

収原Senfg--S 〔C〕 -S 〔D〕 : P.A-R 〔R〕の関係に

自明の如く,其の規格にS型.R塾の別を問わず,且

つは抗原的因縁の有無に関せず,叙上の何れを以つて

しても同様に陰性化すると謂うにとは,是れ亦難解と

謂うべきである〔Bk lMm:In; Bk2l-2m:2n;

Bklll�"Ilm : lln各対比所見参照).叙上はB項記述

の〔5〕に該当する訳であるが,此の場合次述の解説の

如卓も留意さるペきである.例えば家兎正常系抗体或

いは免疫刺戟等に由釆して血清に免疫.庶とは異なる

Rpr配合の認められることあるは当然のにとであるか

従つて偶々Ma.kに例えば〇て1･ninが,亦吸収原PA
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-R 〔R〕に〇�"l.g.組成の残存が仮定されたとすれ

ば　P.4-R TR〕　Senfg--S 〔C･D〕はRpr-〇.lを

ト共有することになる為,朋乱.k一Imn>くNo. 1 I 2.

11に於ける各β内陰性化は是れを唯に〇一�"Lnin吸除の

故と解し得べく, 〇.l鉄郎反応度No･ 3の示すMa.

五〔〇〕所見と一致して一応の解説も成立すると謂う場

合である.然しMa.k内でNo. 1･ 2･11が示す反

応の本態を〇.呈　とすれば,同時にBk lk･2k｡11kに

於けるLg舞Dg現象の成因解説を　〇-i_溪enの非耐性

帰納に要求されることにもなるが,是れは木原の耐性

規格よりして原則的には不可である.斯くて〔例Ⅰ〕

に際して難解なり,しは(A-l-〔1〕参照), 〔例1Iに

捺しても亦同断と謂うことになる. 〔因みにMa.内

･〇-旦に関する既述〔例Ⅰ〕-7b.内容は本項考察に採つ

ての同系的資料である.〕

2. 〔例I〕の場合と異なる所見としてNo.8 (〇

.9〇l w)列反応がある.即ちMa.kー1mfn未検)何れ

の血清に就いても低下所見不明確と謂う例であるが,

是れに準ずるものは猶No. 4　　等に就いても認めら

れる　Ma. cーdef　に対して相当顕著たj.低下所見を示

したNo.8がMa.k-lmに対して斯くある理由は慣

述の〔例Ⅱ〕甘Ⅷ.〔Ⅱ〕-B等に記述されるが,尭まれ

Ma. k--lm列..卜No, 8所見は是れが常態で, ]4丈&内

容はRpr-〇.l2　と一応解され得るものである　Rep.

V5) ;T-1.内　No,3-4実験に掲示の如くRdg-〇

をT一R 〔R2〕-genで処置する際にも常態所見は多Qる

得られている.亦〇-呈2-gea　の耐熟性に関しては白旗

に徹して幾多の疑点が残されているC未報;既報4*)ヨ9)

参照).従つてMa. k-1m×No. 8のLg>Dg　所見

も叙上の〇一畳2　反応とする解に撞着は来さないことに

なる.

3.　蕊に重要なことは表26-A･26-AA.に明らか

-たj.様にSchemaの上ではMa. k-1 mn何れもが　〇一

畳2-nin陽性の故lに,韮に2.の見解が採られる限り,は,

封o.8以外の　O-12陽性反応原にも各自のMa, k内

.同様の陽性凝集反応並びに　Lg>Dg所見が期待され

るに拘らず量れと相反する事実である.因みに此の撞

着に対しては,先ずNo,8以外のMa. k内Lg>Dg

所見の成因を〇-l2の耐性規格に帰し,次いで何れの

吸収原を以つてするもβ内所見陰性化の事実より是れ

を　O-12　に非ずとする簡易な解説も一応成立するか

の如くであるが,其れは同時にNo.8反応を〇-l2　と

する見解を否定することになる･以下次の如くに例解

される　Ma. k-i m n内所見を〇-l2反応と解すれ

は,朋乱iに内でNo.1-2-Lg : No.8-Lg-16〇〇 :

32〇〇なる暑同格の関係にあるNo.1-2のMa. 1-m

所見にも, No. 8-Lg 16〇〇に類するLg陽性反応並び

にLg>r>g所見が期待されるに拘らず陰性所見より認

められないのである.本所見は叙上のRep. V:T-

1.実験No. 3-4の中反応原P.A* Durazzo所見に明瞭な

様に吸収原としてT-R〔R2〕が供試された場合にも,

M乱Cに対する吸収原　P.A-R〔R〕の場合同様に,

認められるのである.正に是れ等の事実を綜托すれば

Ma. k-1mn列下諸反応内容は単純に〇.l2のみを

以つて解説可能な機構ではあり得ないことになる･然

し乍ら　No･8所見をRprー0-12とする見解が放棄さ

れずとすれば韮には唯〇.12の部分原よりする考察が

残されるのみであるC下記4.参照).　而して仮りに

No.8反応が一応〇-l2系反応と看倣され&るとして

も少なくもNo.1-2反応の如き,亦特にN.･6�"110

如きは〔例I〕の場合と等しく,鑑知S-R-Rprを

以つてしては解し難く,斯くて玄でも亦未知RpTに

対する期待が保持されるにとになる.

4.依つて叙上保留のNo.8反応の本態検討の島

亦可能ならば績揮的なりとも　M乱　k　に於ける未知

Rprの存否を求めて次記の如く考察を進めてみる.

a.玄に例をMa.g-h�I�ﾗ_~'橙岑�ﾞrﾒｯ�Ma.k-1内No.2�"No.ll

所見に採り,且つ資料をLg所見の範特に判定すると次

の様になる.先ずBk2h:21所見差であるが,其のa

血清内反応としての夫QるBk 2針Lg 8〇〇O･Bk 2k-Lg

16〇〇Oの内容は血清種別(免授源ま夫々T2 : Rdg)と

無関係に〇-12i�"128 : O-121反応であらねばたj.らな

い.然る処Bk2h内容は　〇-12i.8　を以つて解説さ

れるが　Bk21内容は不能である.依つてMa.k延

いてはM乱1に正常系抗体としての例えば〇.lの既

存を仮定すればMa. g-fa*Ma. k×No. 2　反応内容

は夫々　O-12- 〇-1の別を示していることになる･

次にMa.ーh-Ma. kーIxNo.11所見を例に採る

と, S系Rprに限定するとしてもMa.溪.k延いては

夫Qる　Ma.h-1にはNo.11と共通性Rprの既存が仮

定されねばならない訳である.即ち〇-l･3�"19の一

部或いは総べてであるが,例えばMa.g　にはO-lが,

M乱kには　〇.l3　抗体の既存が仮定されたとす

ると　Ma.g叫h.Ma.k×No･11反応内特ま夫ノる. 〇.i

O-1-3を示すことになる.

蕊に叙上両例内容を貯合すると　Ma･ g　には〔l〕.

9-12i.8�"vi:d:-, Ma.k Jには〔1.3〕 4�"12r.s

ー:.なる抗体配合が附与きれる訳で,従つて亦

a-β化に際してβとしてのMa.りには変動無くMa.

lは4-12i増を示すにとになり, βノ1×No･2反応の陰
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性化に対する解説も器に附与されることになる. β一皿

nxNo. 2に就いても同軌の解説が適用される訳であ

る. [因みにβ=1×No. 11陰性所見は反応原=吸収原

に由来している.〕扱て蕊に叙上の　Ma. k-1抗体配

合を基にしてβ-1×No.8の本態を求めると,是れが

O-12部分原としてのRpr-〇-122　反応であることは

自ら明らかである.序乍ら此のβに於ける　O-122陽

性なる結論は購てM乱k一1 m n列下所見判定の基準

的条件になるにとを附記しておく.

b.以上はNo.2･ 11を基礎にしてのことであるが,

更に他種反応原をも,亦　Rpr-S　のみならず　Rpr-R

をも考慮に容れる時は甚だ踏雑な血清規格が想察され

るのであるが,是れは毎常経験される処である.兎ま

れ複雑なり,とも一応の解説は可能であるに拘らず,汰

する処叙上の寝では採択不能な所以は叙上a.に保留

のDg所見を併考する際の低下現象,換言すればM乱

g-Ma. 1に反応の本態と解された　〇-12乃至O-1の

反応原性耐性に帰納される.蕊に例えば叙上のBk2g

2hを共にO-12-Bk2kを〇=1と観る場合を例に

採ると, Ma, k内Lg:Dg-:16〇〇± :〔4〇〇±)比より

して後者に仮定の〇.1が採り得ないにとは当然であ

る.更に前者に於ける〇-12反応に際してLg>Dgな

る場合あるは認容されるとしても,此の場合α. β内

反応が〇 12単一反応たj:りとすれは.例えば斯くと想

定されるMa. k-1m×N〇. 8所見に於ける如く,

a ･ βに於けるLg:Dgは大暑同比に於いて認められ

るべきに拘らず　Ma.g-h×No. 2所見は爾く判然と

是れに平行するものではない様である.此の意味で前

例のBk :批反応に際しては〇-1に非ざる他種　Rpr

が,亦後例の　Bk　2g-2壬1反応に就いては,此cに)際

012の介入は是れを否定せずと錐も是れとは別個の,

換言すれば現象形態に関与する或る種　Rprの存在が
.

期待されるのである.

〔例Ⅱ〕 (Ma. a〔a-g-i〕-β所見)

1. Ma.ok　に関しては〔例Ⅰ.Ⅱ〕考察を通じて

現象支配Rprの未知領域に求めらるべきにとが想定

されたのであるが,爾余のMa. a･g･iに就いての判定

は爾く容易ならずと想察されるcDである.蕊に　Ma,

c-defに於ける　Rpr-S系反応は既に〔例Ⅰ〕に否定

された処であるが,表26-AA.を通覧すれば自明の様

に,衰25.に於ける血清.反応原問共通性Rprとして

最も汎在的に認容されるものは〇.12である.亦Rpr-

O-12に非ずとすれば継いで対象祝されるものはRpr

.Rである.依つて蕊に現象支配　RpTとしての追究

を暫く描き,先ずはO･12を基準にα. β内反応の

RpTの分析よりする検討を進めてみる.

2. 〇-12を基準とする考察

α-β処源に際しての陰性化支配Rpr吟味を主題

として次の如くに論述される.

a. Antigemc schema　を基準にすれば当然　〇-12

との関係が想定されるMa. a-b･ r-h.l-J･k-1 m n

に例を採ると　α-β　に際しての反応陰性化陽性の

場合は　〇.12　を以つての解説が成立するとして,爾

らぎるは本Rprに拠ること原則的には不能な訳であ

る.然る処先ず血清別に是れを観るとMa.b-h列下

所見は陰性化陽性の故に容易に除外されるが　Ma.

1.mにあつては其の吸収原が〇-12とは無縁の菌種

.株であるだけに, Ma. b�"h cD場合同様の或いはよ

り以上の除外率が期待されるに拘らずNo･8所見を

除いては陰性化陽性にして恰も共通性　Rpr　として

〇=12が存在するかの如き逆立的結果が語らめれるの

である.残列の　Ma. j　所見を観ると一部の菌源に就

いてはMa･ b.血所見同様陽性であるが,他の例えば

O-12とは全く無縁のNo･ 6の如きにはMa. lサmォn内

同様の陰性所見が認められるのである.併も猫〇-12

と無縁の意味ではNo. 6と同規格のNo･ 11がMa. j内

に示す反応は或る程度の陽性を示して非平行性である.

更に亦O-12抗体含容が冨Ma. cに仮定される場合の

Ma. eォf〔dは爾らず)を資料としても同断で,共通性

Rprを〇.12反応と観る限りま例えばMa.h列下所

見の如くであるペきに, Ma. e-f列下所見は総べてβ

反応陰性を示している･叙上を綜合的に考察する時

Rpr-〇 12,概論的にはRpr･Sを以つてする解説は至

難と観ぎるを得ないのである.

b.表26-AA.を綜括的に観察するとα-β化に際

しての陰性化-低弱化所見はMa. dサe･f　属の全例並

びにNo. 8反応を除く　Ma. lォm･n屈全例に陽性であ

るが　Ma.j屈では　N.･1.2を除いて　Ma. bォh

属では全例が,陰性になつている.正に血清種別に認

められる叙上差の因であるが,最も必然的には　0-12

-Rprで,此の際次の如きが想察されるのである.

C1)先ずβ内陽性反応の内容は,吸収原の規格よ

り,推して, a内同様に保有されるRpr-〇.12と解され

る場合が多い.反応甚だ微弱の故に想定の輝かられる

填.合もあるが,叙上は原則的にMa.aーb ･ ;-h. i一j

所見に想察される処である.

(2)　Ma. c-def�"Ma. k-1mn所見の成因に就

いては,後者に於けるNo･8例を除いて〇12に非ず

と解されると同時に両血清何れに就いても未知系Rpr

が想定されるのである.但し　Ma･ kーlmnには
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Antigenic schemaより観る場合共通性Rprとして猶

O-l2の介入が想察される.其の栗源まMa. c-deI

と殆ど全く同格の所見であるが, 〇-且2を韮準に猶考

察の余地が残されている様に推定されるのである.蕊

に先ずMa. 1�"m�".n内反拡大々限.陰と謂うN〇.8

: No. 1-3�"11(7�"1〇)反応原間特殊関係o)成因であ

るが　Ma.1に一1mn内　O-122-ninrに其の解説が帰納

される(〔例丑〕-4a.参照).亦表25.所見ではN〇･8所

見差に規定されるMa. c-def:Ma. k一lmn間所

見芝もMIL!古にYf一発ナ.るO-12a-.,inを夫.々陪. 3^と触る

ことに由り,容易に理解された処である. -裹するにMa.

kにはMa. cに想定o〕未知Rprの他に猶〇-122-Rpr

o〕介在がi目)察される0〕である　Ma. c:Ma･ k規格差

の現われがNo. 8列に於ける所見差とも言い得る訳で

ある.叙上の内容は晒後述の〔C〕項下に補註される.

〔3) (2)内容より)して共通性Rprは一陽にRpr-S

域外に,即ちRpr-R或いは未知Rprとして追求し

得る訳であるが,例えば未知RpTが(1)記述の諸例

i/に阻.写せずとo〕根拠は未だ獲られていないのである.

寧ろ池. i-jに於ける〔1). 〔2)該当所見混在0)実績

よりすれば関係探きものと推測されるのであるC〔B〕-

3三〔C〕.4.参牌)6

(4)因けに当2.では叙上未知RpTに未だ阻止性

を関聯せしめず, j事lに凝集反応陽i一陰解説の因子として

扱われたにとは初頭記述の通りである.即ち未だ現象

支配RpTとしての意義には梱れ得ていないのである

が, 〔例Ⅰ〕に於けるRpr-Wが否定されたことを蕊

に導入すれば叙上未知RpTとは当項以外に於けると

等しく支配Rprと同意に解されてよいことになる訳

である　C〔B〕参照).

3, Rpr-R　を基準とする考察

現行の概念よりすれば表25.所見の解説は,各反応

因子を通じてRpT-Rが共有される場合に最も容易で

あるe　源に本概念の適性如何を検討してみる.

乱　Cl且2反応が特に否定されたMa. cーdefに就

いて直ちに留意されることばR型血清としてのα.c並

びに　β.de王に於いてα内低下現象が格段に著明,

亦β-Lgが全例に亘つて1〇〇〇-2〇〇〇以下への減弱

を示していることである.考察Ⅱに既述の　B.〔1〕.

c3コ所見に夫々該当する.併も此の際相当高度に疑わ

れ柑る共通性RprとしてRpr-Rが挙げられること

は,反応原No. 1-11のS度に関する絶対性を-菌｢Tく藷

に措くとすれば,当然のにとである.然し乍ら　JBlに

13c-Lg 32〇〇反応内容がR型であることに誤謬が無い

限り(〔註記〕 3.参照), S型反応原として精査且つ安

定性の例えばNo,11所見Bfc-.Ilc-.Lg32〇〇をR型反応

と看ることは原則的には不能なことである･従つて正

にMa.c×No.1-11反応はMa.c×No.13(,1-12)

のRpr-R反応とは別種のものと考えられるにとに

なる,叙上がMa.kに就いては勿論爾余の血清に就

いても敷ノnJされることは～応認容される処である.

b.次にa.の4-a/%1｣A.同様に共通性RprとしてのRが

採択される限り,a-β処特に際してfT長も矧'1ノ]にβ内

所見陰性化の期待されるものは吸収原がR型原の場合

である.然る処吸収庶としてP.A-RCR〕.A-R

〔R2〕が供試された夫々Ma.bォn;Ma.h-j内所見

を通覧すれば自mの様に,No.1-11<2〕範囲ではBk

lj廿2j*6jォIn･11nなる5例を除く残例18Bk総べてが

a-Lg.Dg幸β-Lg.Dgなるβ内院｢^反応を示して,

Rpr-R共通性を想わしめるに足る所見は示していな

いのである巾亦吸収原がR型であるカFu.合すら叙上の如

くーならば,是れがS型である爾余の血清列下諸見には

a-β化に際してのより以上のa≒βなる不変所見が

期待さるべきに,全く逆立的に最も期待のsかれる

Ma.d列を始めとしてMa.e屯f･l.m列に屈する全25

例も総べて陰性-低弱化し,不源に近きは特にBkftl

.8mの2例を辞するに過ぎない･特にBk13Jに於

ける陰性化所見は吸収原=反応原の関係より当然とし

て,-Bk13dには不変所見が残されているP.A-

〔R〕=の<,.r.一〔R2〕=β2*01幸d2なる場合も部

分的には考えられるが,一応C〇sm〇p〇li七eβと考え

る時はMa.cの吸収原〔C〕処4A.I.に際して

N.｡1-11反応を陰性化した原因性Rprは叙上の

C〇smop〇liteとは別種のものと考えぎるを得ないの

である.R反応原としての耐熱性より推しても爾りで,

(1)BkI3cに於けるLg-Dgと〔2)Bklc-Heに

於けるLg舞Dg(低下現象陽性)の内容はCD-(2)の

反応形態が示す如くに異なるものと観るべきである.

換言すればBklc-llc反応に於ける共通性Rprは

R以外に求むべきものと恐察されるのである･

c.序乍ら〔例Ⅱ〕所mは既往の所論に対する補足

･改訂の資料でもある,本項を仮りて以下C註記〕1

2-3として峯述される.

〔註記〕1.表2･29>-Bk136�"1370.〕S.R所属:ノ

表2-Bk131-14〇反応内容は一応R型との見解で前

報w42D-〔Ⅰ〕-2a.記述の考察に資せられたのであるが,

其の瞭木見解の決定は保留されている.当考察〔例丑〕

5には順述の如くlにてBlに136�"137と同一反応が引用

されているのである.Ⅶ.〔工〕に際しての想定は上記

の如く乍ら,未知原の分野に迄其の考察範囲在展開せ
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しめる場合は,反応原がR型菌原の故を以つて直ちに

R蔓担反応とは断じ得たばL)訳である.表2-Bk136- 137

は夫QとRdg^n 〔表2-No. VI-表25*盟>-Ma.k)甘Ods-nin

RC表2-N〇. Ⅶ=表25-Ma. i)に対するT.R 〔R3>巳n

反応で, Bk 136 (Lg 32〇〇+)- 137 (Lg 32〇〇+)は

大々表25.のBk 13k-13iに該当する.従つて表25･で

Bk 13iはLg (16〇〇+>:Dg(8〇〇)となつているが,

表2.同様Lg 32〇〇+の場合も出現し得る訳である.

Bk13kは未換了例であるが,血清.菌原間のRpr配'

合よりすれば同系統のにとが考えられるのである.此

の場合Lg 32〇〇の内容であるが,足れは叙上b.に於

ける結論の如くNo. 1-11反応内容とは異なるもので,

吸収に傑してのBk 13j-Lg l〇〇E)化所見より,推して

も, Rpr-R　と解されて宜いと考えられるのである.

斯くてⅦ{Ⅰ〕-2a.記述は源に認容されたことになる.

〔註記〕 2.表26-A.改変･一叙上〔註記〕 1.の結

論と異なつて表26-A-〔註〕 2.に於けるBk13i (表2

-Bk 137)内特まG9C-騎9)属5例中の1例としてR

型属外に酌)れている.是れはMa. iがMa.cと異

なつてS型血清であることより共通性RpTが〇.12

であり)得る場合が考慮されたことに由る｡然しBk13i

が一応R型と結論された上は叙上5例より削除さるべ

きである.従つて亦G9列数値並びにGQ-GIO列間

空自部は下記の如くに改変さるべきである｡

B摺聾膓l宝　芸冨　E≡

Rpr-RI〇^'昌I基準例:1騎　Gi吐

[因みに表26-B�"C ｡ D.並びに後掲の表26-AA.に

if♂けるBk-13i内容は何れもR型として整理されてい

ることを附記しておく.]

〔註記〕 3. Bk 13c反応内容:-因みに�"Bk 13c

所見をR反応と推断することは　P.A一S 〔C〕に拠る

吸収源に猶残留する同価反応,並びに表835>- Bk

16mニ1S皿所見に明瞭な同吸収後に於けるR抗体の厳

存所見の綜合考察より可能な処である　Bk16m : I5n

(表　　Bk 13c (表25.)問には供試R血清にR1

(No. 1):R2(No. 2)家兎別と(〔V〕-E-l-2. :

Ⅷ-〔Ⅱ〕-B-CB〕-6b.参照),反応源にP.A--R〔R〕 ･ T

-R 〔RB]の差異はあるが,結論に支障はない理でe

ある　Bk 13d-Lg : Bk 13j-Lg-3200ゥ: 1〇〇〇であ1

るのは後者に於ける吸収原が反応原(No. 13)と同一

歯原であることより明瞭で,兎もあれN〇.13列属反応

はR塑と解されてよい訳である.亦例えばBk 8c-Lg

32〇〇の如きを特別に〇-12l.3と解し得る場合のあるこ

とは考えられるが,是れは既に2.に否定された処で

ある.

4.各種Rpr- S-Rを基準とする考察

3 - 4.に続いて,表25.所見は或る特定のRpTに

拠つて系統化されるものではなく, a.に記述の如く-

血清列下所見に就いてすらが反応原種.株別に或るは

s或るはR或いは更にS+Rの如く各様のRprが想

察される場合に廟れてみる･

a.器に先ず資料をMa, c内所見のみに限るとすれ

ばRpr-Sが否定不能なにと当然である.即ちMa. c

内所見は特定の　RpT反応ではなく各種各様の　RpT

反応と解される場合で,例えばN〇･ 2は〇-12, N〇.

5teO-4, No. 6teO6-7, No.ll(4O-1-3, No.

13はRと謂う様に全く任意の反応を想定する場合

の如き是れである.換言すればMa. c　内反応は例え

ば正常系抗体としての各種S- Rpr反応で,単純に

は系統化し得ないのが実相である場合も考えられるの

である.木見解は実績として常時経験される処である

が,本報では一応次の如くに要約しておく.先ず既述

の〔例Ⅰ〕-7.'は当4.に関与する-資料でもあるが,

是れは同特に〔例Ⅰ〕 -5-6.考察と共に少なくも

Ma. c-def所見に於ける共通性Rpr種の多元性を

否定する資料ともなつている訳である.亦[例Ⅱコ.4.

Ma, k-1mnに関する考察も4.関与の資料であるが,

其の際特に多元性を必須とする如き条件は認められな

いのである.

b.然し乍ら叙上は概要的に規定された2種血清例

に就いてのことで,他種血清に亘れば爾らぎる場合も

考えられると共に,反応が1〇〇-2〇〇×の如き低価例に

就いての本態追求と謂うしにとになるLと立証は実験的

にすら爾く簡裁ではあり得ないのが普通である.従つ

て一応高価と謂える反応例を除いては触れることを得

ず後報迄保留されることになる.然し器に　Ma.g-n

×No. 1-5反応(ォーLg 8〇〇±-16〇〇+Dg 2〇〇+-

8〇〇.ト; β -Lg 4〇〇+-16〇〇+｣>g(4〇〇-O-16〇〇±)に

於ける共通性既知O-Rprとしては先ず〇-12　が想定

されるのであるが, No. 11反応Cα-Lg 8〇〇± Dg

(4〇〇±) : β-Lg8〇〇± Dg 8〇〇±)に就いては0-1 -

3�"19或いは其の一部とより,考え得ないこと,換言す

れば反応原別に多元性を示すMa. g一h例等のあるこ

とを明示しておく(IKIE〕.E参照).類例に就いて

は要に応じてⅧ項下に一括される予定である.
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蓑　26-AA.　　表26-A.42) (a血清内所見を資料とする低下現象支配Rpr考察)

二= *一仙==二

': fると-jネ二二{]ネ
W-No.

1 P.A　　-S 〔C〕 [≠]:l〕葦〇騎4
8〇〇: 〇 〔-wl〕若〇静3i8C)〇: 〇 〔廿〕:〔一〕*ネ8静3

8〇〇: 〇

2　〝　　.S〔D〕
抑〕:〔-〕葦.鞍,
16〇〇ニ　〇

〔榊〕:l〕電〇故∈
16〇〇: 〇

〔i#〕 :〔-〕墓E)績3
16〇〇: 〇

3Drzo　--S 〔C〕

4Ods　-S〔K1〕
c.;〇〕:･〔1二〇〕〇量1

5 Rdg　　-S 〔D〕
c-H
160〇.〇〕'C-
:1二〇〕〇島

C-l
irォ.1ヨ:C-
.r¥〕*e-
16〇〇:〇

壬6i#〇目:cア
:1C〇目歇〇韓1

6 Oslo　　-S fCl CW〕:l〕静e
16〇〇: 〇

CW〕:〔-〕碇e
16〇〇: 〇

7 T2　　-S〔KB〕
〔c2〇)〇〕:CC:
:16重.〇)〕1碧3

8 0 901 K^-SCD]
〔+〕:〔-〕晶
32〇〇 : 32〇〇 12l-3

§,w〇∃¥-
-i太〇∃碇〇鴇/

5,#〇目:Cア
:1C〇目崔〇町

cw
32Q〇目発C1t〇目歇.韓1

9 En塵　　-s 〔C〕

1〇 Rosk　-S〔K4〕
C+〕:〔±〕晶
16〇〇 : 32〇〇 iai-3

11Se嘘　-S 〔C〕
52生〇目:[>
:2C〇〕〇静8

〔廿〕:l〕境〇静,
32〇〇 : 〇

〔廿〕:〔-〕蕃.辞2
32〇〇: 〇

12P.A　-R〔R〕

13 T　　-RCR望〕

〔-〕:p

32〇〇 : 32〇〇管
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一院表Cβ血清内所見を主体とする同考察).

α :Ma.g

r2-s〔K3>Lg

a :Ma. i

Ods-S〔K1〕.Dg

56-C
30M

a. :Ma. k

Rdg-S〔D〕.Dg

1〇〇. C

2･5　H

r-R〔R2〕･Lg. lR〔R盟〕-LgSenfg-S〔D>LgW*-SK
inn-c〕iD長p.A-'RCR〕.Lg

二.二I:=エ　　二発　発三-i-i ≡　二　二.:ネ二二

C±〕:[±〕晶
16〇〇:16〇〇12i一日

E6'〇目=c-
:16目〇良

二=.
〔8ー〇〕〇:C-
:8C〇〕〇g21

〔+〕:C±〕故晶
4〇〇:2〇〇121

.........
〔+〕:仁一〕.
128〇〇:32〇〇12i-a

.........
C±〕:〔-〕64〇〇:32〇〇ゥ
12l.2

葦l〕:l〕豊o

. 〇:〇 121

〔什〕‥l〕篭8
4〇〇: 〇

<(-1(〇)目iC一-)〕豊島

C±〕:〔.〕　串

128〇〇･ 32〇〇 1藍≡2

C±〕:〔±〕.串

32〇〇･ 16〇〇.藍≡B

〔±〕:C±〕　串

32〇〇･.6〇〇.2e望

〔±〕:〔±〕 b
16〇〇: 8〇〇 12l-2

〔十〕:〔±〕故b
C400): 100 u-

〔Bl〇重:.〔品∃　e
t〔81〇〕〇:C-
:4C〇∃O

〔♯♪Cー〕若〇
1600: 0

C廿〕:l〕葉o
16〇〇: 〇

〔≠〕:〔-〕若E発
16〇〇: 〇

二手=発二丁
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[註〕

1○ 〔榊〕-C-〕 : -　凝集価降下度であるが,仮りにLgが16〇〇×である場合を某特にLK-tit : Der-tit抄.右l)i

つてC仙〕Q～〔ー〕の大要を掲示してみる.

a -Lg(a )- a -Dg(b)

β -Lg(a')- β -DgOO

因けに表25*2>-〔註〕に署述された所見不明

確な反応(例えばLg (8〇〇)と記載されるも

の)例を考慮した絵柄煩特に傾いたのである

が,本稿従来の型式に於けると爾く差異は細

いのである.猶2乱　に追記されるものがあ

る.

16〇〇

16〇〇

16〇〇

16〇〇

16〇.

16〇〇

16〇〇

16〇〇

16〇〇

1〇〇

(2〇〇)

2〇.

(4 〇〇)

4〇〇

C8〇〇)

8〇〇

(16〇〇)

16〇〇

〔…〕

〔iiL〕

C-iiO

C-HO

C+〕

C⊥〕

〔±〕

〔二〕

〔-〕

2. C+〕崔-〔-〕著.-　2〇〇×以下の所見に就いて次の如きが分別されている.囲けに歇〔 〕.護〔 〕と託

されていることもある.

a.　4+〕普　ー　2〇〇-〇 (〇=1〇〇O,地例同凱4〇〇-〇はC什〕として叙上1･の型式にl事-入されて
.

し)る.本義所見けま不要であるが例えば8〇〇<-〇で〔肘〕くになる場合は,源に

応じて規定すれば宜い訳である).

bの　〔±〕韓　ニー1〇〇-〇.2〇〇-1〇〇 (1〇〇×以下の降下)

c.　[｣聴　ニ- 1〇〇-1〇〇. 2〇〇-2〇〇 (2〇〇×以下で不変)

d･  〔｣若:..　〇b-,〇　　　　　(反応陽特にして不変)

3. 〔C十)〕-〔(ー)〕 :- 〔C )〕なる型式かNo-7列に限つて採択されている.結局Vi抗庶作用下の昇降

歴と解して盃では無視される.

4. e - 冒 :ー共通性既知S-R-Rprの陽島次の如くに榔りされる.

a. O噌　.一　義26-A>a>と同一符. 〇-l2との関係が想定される例である〔〔Ⅳ〕-A<B〕-5.参殿)

b.　∋　..　是れも亦表26-A一特に等しい.原則的には共通性Rprの存在が考えられない資

料である.現行のAn七igenic schemaには既知の　Rpr　と難も其の総べてが記入

されているものではないだけに,未記入或いは未知のRpTが分離されるにともあ

り得て宜いのであるが,相当高価示現のものである場合は,人工的な所産.無意義

な存在でない限り無祝され得け)訳である.所謂抗原配合的けまE,と表現される

標準資料問の所見にしては不明反応の反応価は高きに過ぐるものがある.低下現

象と共にRpr-LQが追究される意義は器にも存在し得る訳である･

c.　0　:　〇の内容は下記の如く〇韓1-〇軸に類別されている. Ma･ d-Ma. f列下反応は

殆ど全例が陰性(1〇〇〇)を示しているが,其の問微弱反応例が散見する･本反応

の抗原的内容は甚だ難解である.器に叙上の陽性反応の部にも微弱反応残留の可

能性ありとして,想定を敢えてすれば,結局決定は不能としても叙上微弱陽性例

の抗原的内容検討の一資料けまなり得る訳である.下に疑われ得るRpT種別に就い

ての結果のみを附記しておく.

〇歇　　　　　o且2l-且2i.8'へ～R

(∋軸　.-　〇-1-R

〇軸:-　〇一旦.2･12i.3-R

∈∋軸　:-　R
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5.表Block内各種暴記符内容例解

α :Ma. c

Oslo

B :Ma. e

8　0901 W

1.　　　　2.

CW〕:〔±〕 95.
32〇〇　1〇〇

3.　　　　4.

1.Ci･〕I-a内現象度C降下皮)指u-Lg3
o-Dg諜(表25.^参照)

B.〔±コ･.β内〝C〟-(a'C|9-Lgl
�">¥bXO-ng〇呂〕

畠. 32〇〇　　　-a -Lg-tn-a

4. 1〇〇　　-β-Lg-tit-a

5. 〇　　.　低下現象(陽)陰性

(　　〝　　)

(　　〝　　)

(　　〝　　)

(表26-A. 〟 )1

5a.既述に際しての要項は次の如く集約される.

(a) Ma. c�"Ma.けに未知Rprがノ關持される. 〔例

Ⅰ〕.了.

(b) Ma, cでは〇.1. 〇-12-Rprが否定される.

〔例Ⅰコ.7･

(c) Ma. kはRpr-122陽性と想定される.

C例Ⅱ〕一2b-〔2).

(d) Ma. c : Ma. k間No. 8所見差の成因はKpr-

〇-12望の夫々陰.特に在り,と解される. [例

Ⅱ〕-2b<2).

(e) Ma. c�"k外の血清も亦叙上未知Rprとの関聯

性を持つものと想察される. 〔例Ⅱ〕-2X3).

1bt　器に以上の如く乍ら, Lg'Dgの何れを問わず

反応敬特にして常に必ずしも叙上の如くに断じ得ない

場合の起り得ることは想定可能であると共に実績にも

認められる処である･本報実験に特に必要な資料の純

化.因子化の～基準を示唆するものとして附記される.

管別にすら左右される痕跡的反応の勤陽特に関する原

因を考慮する時等閑視され得ないにと当然である.

CB〕 a-Lg: a-Dg; β-Lg= β.Dgより,する考察

1.叙上型式は図表C1)に於けるa:b比とa':b'比

の関係に等しく,内容的にはB- 〔5〕に該当,要約す

ればα. β各血清に於ける低下現象陽陰差発現の由来

に関する資料である.器に本考資料として表26-AA.

が掲示されるが是れは表2543)-ォ血清部に関する表

26-A>丑)に対して,坐.β血清特に就いての各種分析

表である(但し表26-A.内容の一部が再記入されると

共に,実験がa内のみに止まる　Bk　例は除外されて

いる).本義に拠り例えばα.. β各血清:No. 1-13

各反応原間共通性Rpr差異等が表26-A- : 26-AA.の

対比に通覧されることになる.

放て器に.表26-AA.属52 Bk例の中, a.β内共に

反応陰性の故に,亦Rpr-Vi介入の為並びに実験未完

例として,夫々Bk3m ; Bk 7a�"7j�"7m;Bk13d

なる5 Bk例が除外された残り47 lヨk　例を資料とし

て, a. β内低下現象防除の関係を整理すると, a :

βが=O:〇.-〇:〇�"-ゥ:〇なる3群に分

別可能で,各群は更に細別されることになる.以下各

群別に客解されるが,型別表現に〔榊〕-〔-〕とある

は所謂現象度の陽陰強弱に関する各記符である(衷

26-AA-〔註〕参照).

2a. 〔α.:βO〕

木型所属は14例で〔1)〔榊〕 : 〔±〕(Bk5f�"8d- 8e-

8f) (2)C-W:C+XHd) (3)C-HO : Cアー+X&

10m) (4)〔+〕:〔±〕 (2h.3j.lob) (5)〔±〕=

〔±〕 (3h･別　8m.1〇j)に細分される.然る処一般

に現象支配RpT考察の資料としてα : β内現象度が

無差或いは近接の場合是れが不適なにとは自明である.

此の意味で先ず夫々〔5) - (4)所属例が除外される.亦

叙上と逆に現象度差高度なる程好適であるにとは当然

乍らβ内所見が例えば起始稀釈1〇〇×なる術式に際し

て4〇〇×以下の如き低価に過ぎる例では判定困難であ

る.此の意味でCD-(2)�"(3)も除外される.器にC3)

属Bk lg: 111所見は多少とも資料たり得る棟である

が単に1例に過ぎず且つはα : β間差異も爾く高度と

謂うに非ぎれば是れ亦不適例として除外される.

b. 〔αO:β∈∋〕

木型所属は〔-〕 :[-〕(Bk 5h)としての唯1例で

ある.是れが対照的資料に過ぎないにとは当然である.

c. 〔αO:β〇〕

木型所属は32例で,此の中11例はC1) 〔≠〕 : C=〕

(Ek lj) (2) OD: C-O CBk 5b)(3) C+D=OH
C]〕k2j-4b-4h�"4]･8b) (4) 〔⊥〕:Cー〕(Bk Ilk

Hi). C5) 〔±〕:〔-〕 (Bk5j.8j)の如くに分別さ

れる. C6)残部21例はα→β処源に際してβ%Lgが

1〇〇〇 C-〔〇〕)化するものであるが本群を特に〔a静

I. β..Co〕〕型と命名すると,本群にも亦〔iil〕 : 〔-〕
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.〔廿〕:C-〕.〔十〕:C-〕D〔±〕:〔-〕等の別が認

められる.然し要するにβ.Lg〔c)〕なる非現象型の源に

本項に於ける資料ではあり得ない但し〔C〕考察の

資料として後述に採択される.〕

器に(1X5)は,其のa内現象度概して軽度ではあ

るが,β内現象陰性の器に比較され易い点で一応何れ

も資料としての規格は保有している訳である.依つて

是れを資料に多少の考察を進めてみる.

3a.上述の如くaO:β.型CD-(5)属例は仝11

例であるが,此の内先ずMa.h列下反応としてBk

4i1.IIl1並びに対照的にα.ニβ.属としてのBk

5hが採択される･然る処No.4A5は本来抗原的に

近縁にしてMa.hに対する共通Rprは共にO一畳2l

吸収源まT一R〔R2〕にして原EtI的けまRpr-12iと無

禄,亦従つてα-β化に際しての反応価滅弱所見は陰

性(a-ra')と考え得ること等から,a:β内反応は

大賞同格と想察されるに拘らず,No.4:No.5問に

は夫々αe.,β9;ォ9:β.なる差異がァ*jHiLAめられ
るのである.蕊にNo.5の示すa〇:β8所見は常態

.の反応形態で,異常所見としてはNo,4のaOが指摘

さるべきものである.換言すれば是れはa-Lg舞Dgの

成因でB{1〕に該当するの蕊に其の前提としてaO

がβ.化する機転(B-C3コ該当)を思うに,β〇は

aO現象の支配Rprが吸収処源に際して取除された

績呆とも解し得べく亦其の逆も真なるにとが認容され

る,依つて器に此の被吸収Rprの本体を窺うにG･

Lg=β止gよりして〇-12iは否定さるべく,併も是れ

がR型吸収原処器に不変なり)しより,一応Rpr-Rも除

クl可能と謂うべく,自ら現象支配Rprの所属は未

知の分野に帰結されることになる･反応各因子との問

lに本来何等の共通性Rprも想定不能なNo.11に於け

るNo.4と同格の所見は叙上想定の証左とも観られ得

るものである･〔因みにNo.11に於ける共通性RpT

は後述に際して朋a.g一h屈正常系〇-RpTと判定さ

れる(Ⅷ-〔Ⅱ〕一E参照).〕

b.次に事Ia.j列下の6例を採つてみると大暑次の

2群に分別される.C1)はNo･5-8-11所見

でa.記述のNo･4所見に類属する･Ma.h内No.4

所見とはa(a:b):βCa':V)の形器に多少の差異が

認められるがβ〇なる規格では全く一致する.(2)は

No.1の2所見の如くa-β化に際して相当に反応価

減弱の観られる例であるが兎まれβ内低下現象は陽性

化するものである.CD･C2)何れの場合もβO化の原

因を現象支配RpTの吸除と解し得る例である.〔因

みにC1)♂C2)に於ける所一見差.成因等はⅧ.CⅡコ該当

項下に解説される･〕

c. Ma.b列下3例No.4- 5�"8所見も亦Ma.h

列下No. 4と同断にa.記述cD如く解説されるのである･

4.以上を綜合する時器にも亦低下現象支配Rpr

の存在と其の属域が未知の分野に求めらるべきことの

示唆を受けるのである.叙上は亦〔A〕-〔例Ⅱ〕-2b-(3)

想定に対する補足的考察でもあり得る.

〔C〕　a-Lg:a-I　より,する考察

1.既述B-LB〕-2c.に保留されたβ -Lg l〇〇〇即ち

α.: β〇.〔o〕屈例は21例であるが,是れとは別にβ

-Lg l〇〇± '+(7例)-2〇〇+C1例)の故にβ〇.〔o〕よ

り除外されαO: β〇並びにαOニβ.群に分属され

た夫々Bklj-2j; Bk　5f.8d-8e-8f-1〇m. lid

の臼例はβ.Lg甚だ微弱のことなればβ..〔o〕屈と同系

統とも看倣され得るものである.依つて是れ等を叙上

に統合すると総計29例と謂うことになる.蕊に足れが

所属を血清別に整理すると下記3程血清に分属,東に

a. β別に細分するとMa.c(a6例)一def (β16

例　　Ma･ <o-j〔4); Ma. k (4>-1mn〔9)a)

如くに配分される.本資料を通覧して直ちに留意され

ることは表26-AA.に掲示の如く,〔1〕全2例を通じ

て相当顕著な低下現象が認められるにと(B<1〕該

当), 〔2〕 tt-Dgに〔〇コ-二〔〇〕所見が認められるが

(I-〔2〕該当), 〔3〕 β-Lgも亦β._〔o〕なる規格に

相応して, 〔〇〕化或いは近似所見を呈するにと(B.

〔3〕該当)である.

2a.先ず〔1〕であるが3種血清各a属総計14例に

就いてα内降下庶を整理すると　:Dg-16: 1(4

例)･8 : 1(5例;Bk　6i-Lg:Dgr=4〇〇ニ〇を含む)

･4:1 (2例>4:1 (1例)･4-2:1 (1

例>2 : 1 (1例;Bk13j-R系)にして,概峯的に

は=16: 1 (4)･ :1 (7)-　4: 1 (2)-2:

1 (1)となり?, "/14少なくも酌4例に於いて,此

の際R系例を除くとすれば早i3例に於いて8 : 1以上

の,符記にして♯度以上の,現象例並びに降下度が認

められるのである.本降下支配Rprの本態が次項b.

即ち叙上1. 〔3〕 (-B-〔3〕)と関聯することになる.

b.器に〔3〕のβ-LgC〇〕 (1〇〇〇)化の成因である

が,是れは当然,共通性Rprの本態不明の場合と難

も要するに原則的には本RpTの取除に帰せらるべき

ものである.而して該　Rprの)所属としては,蕊に吸

収原としてS型(SenfgーS〔C.Dコ). R型(P.A-R

CRコ)供試のMa. k-1mn列下所見を例に採れば自

明の様に,吸収原.反応原のS.R純度如何に従つて
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Rpr-S･R何れとも解され得るのである.然し乍ら

其の何れと観る場合も,結局はα内反応原耐性の観点

よりして否定されるにとになる.考察の過源ま異なる

.とも同一結論は既に〔B〕にも記述された処である.

j特に亦,器に既報36)の考察的所産に従つて吸収頃P.A

-R[R〕.反応原No. 1　に夫々S'｡｡' R'｡〇なる

純度が附与される限りま叙上の被吸収Rprが既知S

.Rの何れにも所属し得ぎるにとは当然である.

3, 2.に於ける　Rpr-S-Rの否定は本項では特

.に重要の源に,器に概論的再検討に其の確率を求める

.と次の源になる･叙上〔1〕. 〔3〕所見は血清種別(Ma.

c : i : k)とは無縁に,亦Rpr schemaを基準に恐察

される共通性Rprの種別(〇-12L2-3�"〇-1-2-4

: H-l-2)或いは有鰯ce'�"e=e萌1-〇静4,.表26

-AA-〔註〕参照)とも,更に亦吸収原種別(P･A-S

〔C〕 : 0∫lo-S〔C〕　Senfg-S〔C.D〕 ¥ P.A一R〔R〕 :

T-R〔R2〕).反応原種別(No.1-2-5-6-8-1〇.

ll;13)とも無関係に発現している訳である.斯かる

条件を充足するに足るRprが既知S･R域に求め得な

いことは当然である. 2-3.所論は叙上1.〔2〕に継

続することに拠り現象機転に関聯を示すにとになる･

下記の如くである.

4.　器に叙上の如くにてRpr-S-Rが否定された

訳であるが,自然追究の対象となるものは1.〔2〕に絞

られることになる. 〔2〕は内容的に観て〔〇〕-≒〔〇〕

化の,一般にα.Lg舞cc-Dgの成因.機転に従つて2

種の場合に分別される. (a)反応原性耐性に是れを求

める場合と〔b)被陽性阻止作用に量れを帰する場合で

表　27.　　αO ･ β.〔〇1塑形態の発現機会に関する一考察
.　　　　　　　　　.　.　　　　　　　　　　　　　　　　　.　.　. .　. .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.. .　　　　　　　　　　.

現
象.
型
形
態

T

a

血
清
Rpr
配
合

吸
収
原

RpT

β

血

宿
Rpr
醍
令

R

応
原
Kpr
配
合

a

(未吸収血清)

β

(被吸収血清)

T1

T2

T日

m

T石

T8

Q

監

Q

Q
Q

?

QOl･

* .

Lg Dg Lg Dg

Q ∈∋静 o Q　　串

oQI〇騎　ゥQ〇辞

oQ『〇辞　e

eQ e碇　f〇 i〇

.QF〇鞍i〇Ql〇辞

TT

T8

Q〇1

器
Q

T9

Tin

T11

T12

QO1

器
Q〇1

〔註〕

ffi.
〇.一晩収原欄ではQ-〇l抗原
の,亦α-β血清欄ではQ

-O凝集反応の,陽.陰暑

符として使用されている.

〇戟:.　凝集反応陰性の原因が反応

原加熱処置に由来するQ原

の破壊に帰納し得る場合で

ある.

〔〇〕静　-Rpr-Q自体の反応所見は観

取され得ないが, QはO-

阻止現象に関与している訳

である.換言すれば〔O〕

はQに阻止されたO反応で

其の反応価がQ性能の強弱

に支配されるにとは想察に

難くない処である.本義で

は〔O〕が端的に陰性化す

る場合を前提に構成されて

いることになる.従つて内

容甚だ簡易にしてQ反応発

現に関する練ゆる様式が表

現され得ていないことは当

然である.例えば表3〇 31.

等で補足の予定である.
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ある.蕊に本考Q染料はaODβ..〔O〕であるが,追究

対象であるa所見支配Rprの所属がSaR域より否

定されていZ)現在(b.参照),最簡な磯楕として単一

性の未知RpTが是れに置換されることも許される処

である.木Rprの単一反応として0〕発現にIR止性所

見陽性なることは当然で是れは〔a)に該当する.木

RpTがRpr-〇と共にあり是れに対して阻止性を示す

時αO:β〇属としての所見を示すにとも当然で(b)

が是れに該当する.00�"(b)は阻止性Rprに由来

する1元2塑性の様相に他ならない訳である.斯くて

a-Dg反応が〔a),〔b)何れに因するか不明なるもRpr-

Q自体或いは其の介在を必要とする反応なること,換

言すればRpr-Qの存在は.歇い得ないことになる.

5.放て器にaCE〕:磨.I〔O〕なる形態は,是れを定

型的に記すればa-LgOaーDg.β.Lg〇β-Dg8

(〔註記〕参見糾なる規格を同特に充たすものであるが,

木形器ま爾余のaO:β〇�"ォゥ:β〇.a〇:β〇

屈例に於ける現象機転解明の基準的存在なることが想

察されるので,器に本形態発現の槻会に就いて吟味す

ると次の特になる.因みに叙上α-Lgョ･α.Dg〇等

に於けるO.C〕はLg.Dg凝集反応cD陽i陰で,a〇

:β〇等に於けるは低下現象の防除である掛〇とは

峻別されねばならない.

a.a血清A吸収原.反応源に共通する〇損.prを振

りにRpr-〇lと表現而して例えば血清.反応原の両

者或いは何れかにRpr-Qの敏郎する場合の如き現象

陰性例は,概要考察を目しての本項考察対象より除外

すると(院陰例に亘る詳細はⅧに後述),Rpr-Q.〇1

に関するα一血清:反応原問の組み合わせは表示の如

くCα)Q:QCβ)Q:Q〇lCりQOi:QC∂)QOi

:Q〇1の場合に限定される.此の内Ca)申Cβ>(r)

o〕反応内容はRpr-Q単一反応の型式を採るにとにな

るので,反応因子の抗原的規格は異なるとも本態的に

は〔α)を以つて表現可能な理である.従つて考察は

u>〔∂)のi長],,合に限局されることになる.次に吸収

原のQ:oiRpr配合を(a)G〕:〇000:0〔<00:〇

〔d>ゥ:0に類別し,叙上〔a).〔古)の4-Flfej合と組み合

わせると去2了.掲示の如く現象型形態として夫々T1′-

T9-T12が獲られることになる.是れ等形態の

中αO:β〇.〔o〕の条件(当5.項初頭参照)を充足し

得るものはT8-T4.T12である,内容的には同格の

T8サT4はQ-Rpr単独反応であり,,該両者とは内容

を異にするT12はRpr-Q-〇1複合反応である.誼lにノ觀

上のT系型式を基準に考察するとαO:β..〔o〕形

態は次の如くに解説される.

b.先ず単独反応に於けるα.Dg〇 (〔〇〕-≒〔〇〕)

はRpr-Qの反応原性耐性に由来する. 〔因みにMa･

ixN〇･6所見にα.Dg〔〇〕が認められるが他例では総

べて≒〔〇〕として1〇〇-2〇〇×の残留反応が認められる

CB.〔2〕該当).本成因がRpr-Qの耐性に存するか

Rpr-〇-%の痕跡的介在の放か未定であるが,叙上の

所説には支障ない訳である.是れに就いては次項6-a.

に別記される.括本所見はRpr-QがRpr-LQと解さ

れる一覧料である(〔V〕･C-2a.参照)〕.次にβ-Lg

Dg〇化はRpr-Qの取除を以つて解とする. β-Lg.

Dg所見としても時に1〇〇-2〇〇×の微弱残存反応が認

められる(♂.〔4〕該当).然し是れは,共通性Rpr-O

.Qの判定は別として,兎もあれ吸収処提の強化に拠

るLg･ Dg陰性化に期待される場合が多いのである.

c.複合Ijに応に於けるct-Dg〇はRpr-Qが自己の

反応原性消失と同時に発揮する　Rpr-〇1反応阻止性

能に帰結される. β-Lg�"Dg〇　は吸収に由来する

Rpr-Q･ 〇l両者の消散に帰納されるものである.

6. 1-5.よりして次の如くに結論される.

a. aO: βC)-〔o〕の資料としてMa･c-deば　Ma,

i-j - Ma. k-1mn×No･ 1-6�"8-11のmに求められ

た該当諸反応が叙上　T3�"> T4. TIo型形態の何れに

符致するか未検である.然し乍ら器に先ず,供試資料

がR型免疫原. S型吸収庶. S型反応原として括逆さ

れ,原則的には抗原｢伽に其の間無縁と者倣され得る

Ma. o-def×No. 1-6･8-11所見を例に採ると,其

れは一応Rpr-Q単独反応の形態と想定されても宜い

訳である.特に叙上吸収原.反応原該当のP.A-S〔C〕

.D〕をS,〇〇,免疫原　P.A-R〔R〕をR,o〇　と推断し

た既報36)に於ける考察的所産に誤謬鰯しとする限り,

は表25-No. l-2列所見を基準とすることに拠つて,

更に此の際Antigenic schema　より完全に既知共通

性Rpr-〇が否定されるNo. 6列所見を併考するにとに

拠つて,叙上の想定は斯くと推断の確率が附加されて

来るのである.尤もa ♂: β〇.〔o〕型には同時に,

Rpr-Qの反応原性耐性と観るか, Rpr-〇特にの1と解

するかに関聯するMa. c列下Dgとしての1〇〇± (6.

例). 2〇〇± (1例)o　4〇〇十(1例)なるa内反応が随

伴するが〔B.〔2〕該当) 6/8例は1〇〇±の痕跡的陽性に

過ぎず,亦其の内容がQ.〇何れと解されても叙上の

Lg反応をQ反応価と観る断定に支障ない処である.

亦次lに　Ma. f×No.5一朋a. d･e.f×No,8-Ma. d〉く

No. ll-Lg l〇〇十C4例)-2〇〇十C1例)として散見する

β内痕跡的反応の本態(I.〔4コ該当)も未だ器に推断

せずと難も其の意義と内特ま後述(Ⅷー〔Ⅲ〕-A参照)
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の程度にて, Rpr-Qの存在は　β-Lg-ogeなる爾余

の諸例に立証されている訳である.重言すれば考察的

所産としての阻止性Rpr-QはMa. c内実験的所産に

其の実在性が示されていることになる. 〔因けに既報

1)~5)にはRpr-Q追究の資料たり得る実績多数例が

表示されている.所謂Rpr-Qは表1*2-8*9*13特に

表25.所産を資料の範特に獲られた処ながら,叙上の

既報内所産を含めて検討の対象となる反応形態の殆ど

全例は表25.に集結されていることを附記しておく.〕

b. 〇-12iを共通性RprとするMa. k-1mn列下

所見にはRpr-〇-12･Qを因子とする複合反応型式T1日

.の成立が期待される処である.然し乍らNo.8所見

より理由付けられる如く(B.〔A〕.〔例Ⅱ〕.2b-CO) ,

Ma･ k　に保有される〇-12は〇-12aで, 〇-12iは保有さ

れてもNo･ 8以外の〇-121陽性反応原との問にLg 1〇〇

E)以下の程度と島目)定される〔Ⅷ.〔Ⅱ〕-B参照).結局

No･8以外の所見は表27.に於ける　Q-Oi 〔-QA〇.

且22〕　×Q-g　の型式即ち　T7-T,　表現特には

T 8-T4に代表されるQ単独反応塑と解されるにとに

なる.因みにNo.8はαO: βO届,見解に由つては

ォ0: β〇系屈と考えられる例である.

c. Ma. i｣列下所見に就いての解説も叙上と全く

同軌である.描a〇: β.ー〔〇〕属例は　Ma.a-b

Ma･g.hに包容されなかつたにしても,是れに近似

の反応形態は多々認められ, Rpr-Q　の関与すること

も想定可能である.是れ等に就いてもⅧ.〔Ⅱ〕の該当

項下に詳述の予定である.

d.叙上の如く乍ら表27.構成資料の範特に制限が

附されているにとは5/L記述の通りで,爾らぎる場合

に同義掲示以外に猶留意さるべき組み合わせ例の有ら

むにとも恐察に難くない処である. Ⅶ項下に一括検討

の旨を附記しておく.

CV〕 RprーLQ.Qの類似性

LQ :特殊な凝集阻止性機転を示す或る程のRpT

に筆者はQなる名称を附与している. Qは2種に類別

されが, LQは其の一つで概略既述B9)の如き規格の

RpTである. C因けに他の一つはSQ　と略称される.

LQに比して1〇〇'C. 3〇M耐性であるが,其の汎在性･

阻止性に就いて猶検討の余地が残されている.本稿で

は,少なくも支配的位置に在らずとの見解より,除外

されている.〕

Q :叙上LQは,過去幾多の自験に際して随所に

経験された低下現象例解説の為振りに附与された名称

で,既述B9)の規格も各種実験所産を資料に統括要/油

された考察的所産である.斯くて未だLQ自体を主題

とする実験は完了し得ていないのである.爾る処今次

P.Aの未知原追究に関する既報1)-5)所産特に偶々多

数の低下現象例が,或る見解に従えば梢系統的に発現

しあるを観て,是れを資料に叙上LQの性格に関する

考察的吟味が更めて意図された訳であるが,其の前提

として支配Rpr追究の為現象が〇　R�"H�"Q原型

の如きRpT別各分特に類別された結果　Rpr-Qに支

配RpT　としての意義と実在性が想定されたにとは既

述の通りである.斯くて器にLQ.Qの同定.鑑別が

要求されるにとは当然で,以下其の吟味過程が略述さ

れる.結果的に謂えば両者は同一RpTに他ならず,

従つて本章別に於ける低下現象も所謂LQ.現象と略称

され手']--るもc)〕である.

A　非特異性.汎在性.必在性に就いて

1. Rpr-LQに独自性の附与された理由の一つは其

の非特異性.汎在性に在る.爾る処Rpr-Qに就いて

も亦同断見解の附与され得ることは当報随所に接述さ

れている通りである.例えばRpr-Q分布状態の非系

統性に就いてはⅦ-〔 Ⅰ 〕ー5a.�"Vtt-〔Ⅳ〕-A項下に論究さ

れた処であるが,逆説的に言えば資料(血清.菌原)

に於けるRpr-Qの非特異的汎在性が,換言すれば本

Rpr　は既知の所謂抗体-抗原配合とは無関係に各種

資料に保有され得るにとが示されていることになる

(Ⅶ=〔Ⅳ〕-B-〔C〕参照).

2.汎在性の究極は必在性と謂うことになるが,後

述のⅧ-〔Ⅱ〕項下に記述の如く蓋25.資料の一応全例

にRpr-Q陽性が想定されるのである. 〔因みに例え

ば表25.にはNo.3 (Drzo)所見の如く　Ma. c�"Ma. k

内反応陰性,延いては現象陰性にしてQの陽陰判定甚

だ困難な実績例も認められるが,結局Rpr-Q陽性と

判定されるのである(Ⅷ.〔Ⅱ〕-E参照).I

3.序乍ら関聯事項として下記2項に触れておく.

a.先ず汎在性の範囲であるが,既往の諸所産に例

を求めると, Rpr-LQに就いてはSalmonelleae〔Tribe')

一非特異性としてSalmonella (Genu∫) : Shigella (Genu∫)

問に,亦　Order-%巨特異性とも解し得る関係に於いて

Genus Salmonella　(Family EnterobacteriaceaeーOrder

Eubactenales^) : Genu∫ Vibrio (Famiむ> Spirillaceae-Order

Pseudomonadale∫)問等に普遍性が認められているので

あるが,今次の　Rpr-Qに関してもt.別試,,所産(掲示

省略)としてSalmonella : Shigella　問に類例が求めら

れるのである　　Specie∫ 'Genus　の範囲に止まらず
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order*^に迄躍つてのLQ分布所見が検例僅少とは

言え兎まれ観取されることを附記しておく.

b.特に菌源に於ける　Rpr-LQの保有状特に関し

て特訓勺.条件的(培地.培養条件) .個性的消長等

が想定可能な場合が認められる.然し乍ら安定性の所

謂　Minus varian七には未だ遭遇し得てないのである.

爾りとすれば因子血清調製には特殊の術式が要求され

ることになる.因みに本術式としては大別2桂の型式

が採択されているが,其の様式と効用に就いては不口

別報o)予定である(f記C-2d.参照)｡

B S�"R所属に就いて

1. Rpr-LQに關する難解な課題の一つlに其の抗原

的所属がある･叙上A-3乱所産より)すれば原則的には

一応Rpr-Q-LQ-Rpr-R　と解される処である.戟

し乍らR原の反応原性を耐熱性原とする概念に従う限

りま同定し指ない処である.器に概論的に言えば, Q

をR系Rprと解せむにlQま非耐性R原の実在を前提と

する要があり), S系RpTと観むには現象の抗原的解

説を現行のan七igenic schemaに望み得ないことにな

るCⅧ-〔Ⅱ〕-A-l.参照)貞

2. Rpr-LQサQの抗原的所属をS ･ Rの困特に在

らしめるか, S�"R以外に～屈を設けて独立せしめる

か,現在未だ其の域に達し得ていないことは既述の通

りであるが,次の如き見解も亦存立し得る処である.

a.例えばP･ B.WHITEST)(i935)の所説を不要と

する岡本28,〔1943)の業報はあるにしても,前者に拠

つてp.rf.〇なる3種の罫符を以つて細%特D抗陽性組

成が実証されているにとは留意さるべきである.

b.亦Rpr-Q　は是れに該当する非耐性R系原の実

在ありとすればR屈と観るに足る汎在性を示すのであ

るが, Qの介入に由来する自発性凝集所見は認められ

ないのである.更にS. R所属決定には生物学的･免

疫学的諸性状も関与する訳であるが,是れ等の諸性状

を基準にしても是れをRと観るに足る規格は認められ

ないのである.木見解より,すれば少なくもR系RpT

とは解され難い処である[但し器に,例えばVi原陽

性R型菌が実在する如く, Q原陽性R型の存在があつ

ても宜い訳で, QのR系RpT所属否定とR型菌に於

けるQ陽性と謂うにとは峻別さるべきにとである〕,

叙上は総べてLQ�"Qを通じて言い得る処である.

c. 〔附記コ下記は全く未検のにとに属するが. J.A.

ÅRKWR‡GHT45)Q92〇>アォ>C1921)に拠つてR型菌よ

り分離された自発性凝集促進性物質とLQ - Qなる阻

止性組成の関係が一応対立特に考えられる. LQ　匂

組成の性状として聴て検索の予定であるが,是れは同

時にS申R所属判定の基準を求めてのにとでもある.

d.結論的長B見に関しては自験完了まで保留される

が,所謂S. R圏外に位置し得る抗原の存在もー著さ

るべしとの見解が採られていることを附記しておく.

C　抗原性に就いて

1･抗原/特に関してはRp'r-LQ　に就いても精査未

了の分野が残されているが,兎まれ反応陽性は1〇〇oC.

3〇M (非就職〔B〕)処特に非耐性,吸収原性は1〇〇.C.

6〇M (非洗肺〔B C〕)処器に耐性,抗体産生性は

1〇〇oC2.5王i (非洗油〔B〕)処特に漸減的耐性と～応

規格化された処である(既報9-I参照).

〔附記〕抗原性耐熱性検索型式に就いて: -

本研究に採択された菌原処置術式は大別してCa)洗

瀬処置とCb)非洗聴処置の2型式より成り, 〔a)は〔D

w〕p〔w〕なる2型に, 00は〔BC〕･〔B〕. CN〕

なる3型に細別される･以下各塑に就いて答辞される.

〔Bw〕 : -一加熱強力洗聴処置で第2報a>-B法

が是れに該当する. 〔w〕:～　CBw〕に於ける加

熱処置が省落されたものである.本源に由る実績は本

源には掲示されていない. 〔BC〕こ.一　加熱処

置後遠沈,上宿が除去される場合である.従つて徽

弱洗淋様式の〔Bw〕とも解され得るものであるが,

所謂洗瀬操作とは自ら内容を異にするので次記〔D〕

･cN〕と共に非洗渦と規約.表現される･第2報B,-

A法,第9報31)-α法並びに当両法に準ずるものが是

れに該当する･ [B〕･一〔BC〕に於ける上宿

除去が施行されない場合である.菌液加熱に止まる訳

で,本菌原は所謂Dgに該当する. 〔二Dgには56-C

3〇M-1〇〇〇 C. 5Hに及ぶ各処淫･が分別されている∴｣

cN〕:--　無処置の場合で所謂　Lgに該当する,

c因みに例えば1〇〇〇C･2.5H (洗瀬〔BW〕)処置の

如くに記述されるが,洗瀬･非乾溜とC〔Bw〕.Cw〕)

.〔〔BC〕.〔B〕.〔Ⅳ〕)の対応関係は既定のにとで

あれば,明細を要しない場合は暴符･術語の何れかが

省暑されることも静くない.例えばL〇〇'C.1H (非能

瀬CB〕)は成立するが, 1〇〇 C.1H (非洗派〔Bw〕)

なる処置型式は実在し得ない訳で,非洗･耽の別のみ

でも大要は明らかである.

2. Rpr-Qに関する資料は大暑既報1-5'29-85*4望>

所産の範特に限られているが, LQとの概要比較は可

能な様である.次の如くに要約される.

a. 〔反応度性〕

表25.Ma. c内No･ 1-2 - 4-6�"8-ll-Lg反



S. para帥hi Aの抗原構造に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　229

応は一応Rpr-Q単一反応と解されるのであるが,何

れの場合もDgとして1〇〇-2〇〇-4〇〇×の低価反応が

残留する･而して此のDg反応の本態としては〔1)所

謂既知S-R属耐性原反応ともC2)Q原自体の残留

反応とも考えられることはⅦ-〔Ⅳ〕-B-CC〕に既述さ

れた処である.低価且つは唯一の例乍らMa.i×No.

6-十α-Lg4〇〇:Dg〔〇〕所見の実在等を参酌すると,叙

上〔1)の場合が多分に考えられるのであるが,厳密に

謂えば叙上Ma.c内低価残留反応の本態としては,

重ネBにRpr-Qを漸減的1〇〇C-3〇M非耐性原と解してみ

ると,例えば1〇〇〇C.4〇Mへの処置増特に拠る残留反応

の消槌ありとすれば是れを通してC2)の場合も考えら

れるのである.敢えて言えばRpr-SQ(〔Ⅴ〕.LQ参照)

への疑念も拾頭する訳である.本項では一応1〇〇〇C.

3〇M非耐性(非洗渦〔B〕)と憩定しておくが,精細

な耐性限特に就いては猶未決定のRpr-LQに甚だ近

似するものが認められるのである.

b.〔抗体産生性〕

Ma.kは1〇〇℃.2.5H処置C〔B〕-Dg)免疫O型血

清であるが,本血清内に於いても多数例に低下現象は

認められるのである.従つて抗体産生は1〇〇>C.2.5H

陽性(非洗瀬〔B〕)と規定され得るにとになる.哩

Ma.k内低下現象度(Lgtit-:Dg.tit)をP./l-R〔R〕

生菌免疫血清としてのMa.c内現象皮と比較すると,

No･1･2.4特にNo.5-8に就いて劣弱の様に観取さ

れる.本所見差の成因に関してはC1)免疫獣個性差

よりの両血清内RpT=Qの量的関係に由来する場合

c2)No.1-13に対する共通性既知Rprの種別.陽

陰に左右される場合〔3)Rpr-Q一免疫原性の対熟消

滅状態に支配される場合等が考えられる.CDに就い

てはⅧ.〔B-B-〔B〕-6b.記述の如き該当例が認めら

れるがMa.c-Ma.k(表25.)関係の試源に就いて

は資料敵如の為克では触れ得ない.(2)に就いて共通

性RprとしてのO-12がMa.k-Ma.cに夫々膓

仲陰と想定されることはⅦ-〔Ⅳ〕-R〔C〕-6b.に既述の

如くにてRprschemaを基準とすれば成因をC1)と

観ることも一応可能なことになる･然し乍ら等しく同

項記述より�")Ma.c:Ma.kの規格差因子と観られる

o-122はNo.8列所見の解説に限られる処で,爾余

の反応原所見とは無関係と想定される.No.以外の

反応内容として考えられる〇-l21のMa.k内量的関

係は僅微か陰性と想定きれている.従つて叙上の生菌

.死菌免疫両血清に於ける〇-12を基準としての差

異は,反応原種別に由つては,無きに等しく,爾れば

亦両血清問に於ける現象度差は少なくも〇ー12のみを

以つては解説困難と謂うことになる.継いでC3)の場

合を考えるとRpr-Q免疫魔性の消.,遏過程が時限的で

なく漸減的とすれば,加熱原免疫に由るRpr-Qのl事

生は可能としても,猶生菌原免疫に比すれば低弱との

解説も-応成立し得る訳である. (3)の如きは通例と

して憩察され易い処であるが,未だ決定の域に到り得

ていない.兎まれ叙上の耐性は是れ亦Rpr-LQ　に準

ずる規格である.

c. 〔吸収度性〕

C1)既報所産の内Rpr-Qの吸収屈性耐性に関聯あ

る実績としては,表25. Ma.m調製に際しての対Ma.

k吸収原Senfg-S{C〕 Rに1〇〇>C. 1H (非洗聴〔BC〕).

処置が施された例のみである.従つて細密な耐性限界

は未だ決定不能であるが,本例の範囲で解説すると,

叙上処器に対してRpr-　Q　の吸収原性は健在にして

a-Ma. kよりQは吸除されβ-Ma. m　内では低下現

象消滅と謂う過程と内容がMa. k一m　内所見に示現

されていることになる.蕊では一応吸収原性耐性を,

Rpr-LQと等しく, 1〇〇 C.1H (非統派)処置に対

して耐性と表現しておくにとにする. 〔因みに後述

(Ⅷ-〔Ⅱ〕.A.参照)に際して1〇〇 C. 1H (洗滴〔Bw〕)R

処特に非耐性と追記されることを予記しておく〕

C2)特に吸収原性に於いて爾りとするが,猶反応

原.免疫原をも通じて,各原性能は銑瀬.非洗喉処置

の別に従つて其の規格を異にすること屡々である(既

報1)〔実験成績〕.Ⅳ-5.参照).考察上のこと乍らQと

洗瀬処置の関係には密接なものがある種に想察される..

該分野に関するRpr-Qの規格化に就いては実験に慎

つにとにする.

d. 〔抗体耐性〕

因みにQ抗体の耐熟性に就いては,資料皆特にして

全く触れ碍ない処である.既知O�"H- R各抗体との

耐性度比較には各様の意義が附与される訳であるが,

兎まれ抗体純分離所産と共に稿を更にする予定である

(A-3b.参照).

e. a-c.に対しては省署された　LQ規格或いはa

-c.に未述のLQ　性状に就いては,綜括に際して一

括追記されるにとを附記しておく.

D　壬疑集阻止性に就いて

1. Rpr-LQの凝集阻止現象に甲する槻牢として
は,既述29)の如く処置限界は未疾走乍ら兎まれ.i

1〇〇〇C.3〇M加熱LQ原とLQ抗体の結合に際して発

揮される阻止性作用との見解が採られている.木器に

於ける低下現象考察は,先ず供試菌原の抗原配合別に
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従つて現象例がH. 〇.R･ Q各原器に分別され,吹

いでH原を除く他原型〔Q〕〔CⅠ〕ア2>-5a.表24･参照)

を通じての現象支配Rprとして　RpT-Qなる名称が

附与されたのであるが,本Rprを以つてする現象発

現機転の解説も叙上Rpr-LQ　の場合と全く同軌の見

解に基づいて,一応成立せしめ得ているのである.読

機序は,例えばRpr-K　の場合等と異なつて, Q.抗

原(Dg)<抗体の共存に由来するもので,其の何れか

が故知すれば発現不能と謂うことで特性附けられる.

2.因みに非加熱LQ抗原(Lg)反応に際しての

LQ一現象の陽陰に就いては未決定の旨嘗て記述され

た処であるが(工S9)-〔Ⅰ〕.C-5-〔註〕参照), Q系実

嶺に就いても類似所見が認められている　Rpr-LQ考

察上の補助資料でもあり得るので蓉述してみる.表

25. Ma. a-b列下所見に就いてa-Lg: β-Lg　を比

較すると他種血清の場合と異なつてα.Lgくβ-Lg例

(No.4�"1〇 ;7)が認められる. Ⅷ-〔Ⅱ〕に後述の如

くa-β処特に際してRpr-Qが吸除された結果の所

見であれば無処置Q原の阻止性に関聯せしめることも

一応許される処である.然し乍ら本所見は同特に, β

.が吸収血清の放にα : β間抗体濃度差に由来する誤謬

所見としても検討を要するものである.寧ろ後者の場

合が先ず疑わるべきものと考察される.後述のⅧ■

･〔Ⅱ〕では木見解が採択されている･兎まれLg反応に

於ける阻止性発現の有特に就いては,本稿では保留さ

れる.

E　家兎個性.正常凝集克との開特に就いて

1. Rpr-LQは家兎正常系抗体として存在すること

が既に証明されている,源にRpT-Qに関して本城所

産を要約すると次の源になる.免疫源ま等しくP,A-

R〔R〕-Lgながら表885>-Ma.m (No. 1〔R1〕 ; KM

12)と表25^2)-Ma. c (No｡ 2〔R2〕 ; K-13)は免姪

家兎を異にする2種のR塑血清である8　表25.にも

胡a. m (免疫原:Rdg-S〔D〕; β血清)なる同名血清

が存在するので,表8｣岨a.m�"蓋25-Ma.cは以下夫

ノ二No.〔RO�"No.CR2〕と記別される.因みに表2.

*サ>-No. XI血清並びにVlC丑〕-〔D〕呂6)に特殊血清と

一して保留された表8･35)記載のMa. x　は特にMa, c

(No.〔RB〕)と同一血清である(但しNo･盟列下所

見の内一部は吸収血清内所産であるC下記参照)).

a.扱て器に当該免提原P.A一R〔R〕との間に観ら

れる凝集素価を求めると, '先ずNo.〔R1コでは　Lg

512〇〇.± (別次実験値:256〇〇. +, -は稀釈限度)で

ある･ No｡[R2〕に就いては-表25.実績鉄郎の島

表2.より引用するとLg 256〇〇+であるが,表2ー〔註〕

A-2.記述の如く是れは被吸収R.因子化血清内所見で

ある.此の場合No. 〔Rl〕は就いての表B. l大｣ Ma. m :

Ma. nの関係等を参考にすると,吸収前のNo. 〔R2〕

×P･A-R〔R〕反応価としては　　No. 〔RIと等し

くLg 512〇〇 Oが想定される.斯くて両者は一応同格

と想定される.

b.次にNo.〔R1〕　No. 〔R2コninIP.AーS〔C〕.

S〔D〕-sen (表B.ではN〇.13�"14,表25.ではNo. 1 ･ 2)

問の反応状態を比較すると, Dg　としてはS[C〕で

No.〔RO:No.CR2〕-5〇⊥ : 1〇〇± ; S〔D〕で=5〇

±:1〇〇±の如くにて1: 1-1 :2の程度に過ぎな

いが, Lgとして是れを観るとS〔C〕では=2〇〇⊥-+

: 8〇〇十; S〔D〕では=1〇〇+-2〇〇± : 16〇〇±の如く

にて大暑1 : 4-1 : 8-1 :16の如き差異が認めら

れる.本差の成因如何と謂うにとになるが,此の場合

Dgとして差異無く　L至=に著差あり)とすればLg一斗Dg

化に際して消滅する因子の存在が一応疑われ得る訳で

ある.然る処是れに対してNo. CR2〕は抗原的に,l一応

無縁と考えられるSenfg-ァ〔C]特に0∫loーS〔C〕吸収に

拠つて, β-Ma.e-f所見に自明の如く,陰性反応化

〔[附記〕参照)するのである.此の場合の被吸除RpT

は求めるRpTであらねばならたSt/¥ N〇.CR盟〕:PA

IS〔C〕間に認められるLg反応の本態も亦木Rpr

と考えられる･是れがRpr-Qと謂うにとになる.是

れは〔附記〕の内容よりしても理解される処である.

[附記コ　叫:序乍ら叙上の陰性化所見に反して

R型反応原としてのP.A-R〔R〕. A-R〔R2〕 〔表25

.No･12- 13)に対しては吸収後と長糜も(韓2参照)義

25-Ma. d-Lgとして夫々32〇〇≠ (256〇〇〇該当, a.秦

照5- 32〇〇±なるR型反応の実在が認められるので

N〇.fRs〕の抗体配合は一応Rpr-R�"Qのみとも考

えられるし,亦従つてNo.〔RB〕×No,1-11反応は

Rpr-Q単一反応とも解されることになる. 価.〔Ⅳ〕.

B.考察1I8に於ける諸考察と符致する処である.

碇2 :表25-No. 12-13に供試のN.. 〔RBコ(-Ma.c;

のみは既に　P.AーS〔C〕に拠る吸収処置を蒙つた　β

血清であるが, Ma-d.e･f　も亦夫々　P.AーS〔C〕･

0∫loーS�"Senfg SCC〕に拠る何れも同格のβ吸収血清

と謂うにとになる(Ⅷ-〔Ⅱ〕-A.CB〕.4.参照).而も猶

叙上のβ内反晦が認められている訳である.

2a.放てNo.〔R1コ. No･ 〔R2〕問に認められる

Rpr-Qに就いての叙上差異の成因が,供試家兎正一

12 : K-.13に既存した正常系Rpr-Qの量的関係に由

来するか, Rpr-Q産生性能に関する家兎個性差に帰
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納されるか,資料に乏しく遅かに断じ得ない.然し乍

ら其の間に於いて次項の如き解説も-応は樹て得られ

るのである｡

b. No.〔R1〕に関してはK-12の免疫前(N)･後

(M)血清に就いての実績が表8.に掲示されている.

反応原P.A-R〔R〕所見以外は(N) - CM)何れ0〕場

合もS型反応として判定されたこと既報の如くである

36). (N>(M)内反応は特に倣器にして判定困難乍

らLg.tit : Dg-tit差発現を一応低下現象と解するなら

ば,寡少且つ軽度乍ら現象陽性の態を示す例も認めら

れる.反応度P.A CA･B.C-D〕�"Oslo一S〔C〕に

於ける　Lg:Dgを先ず(Ⅳ)に就いて求めると夫々

1〇〇:25�"5〇:25-1〇〇:1〇〇.5〇:5〇.5〇:5〇で4:l-

l:1の2種比率に耐事現象度にして+度属1例巾陰

性属4例に類別される.是れに対して(M)にあつて

は夫々4〇〇:4〇〇.2〇〇:5〇.2〇〇: 5〇. 1〇〇-2〇〇: 5〇

･1〇〇:5〇で4:1 (十2例)･2-4:1 (+-±1例).

2:1(±1例)�"!:!(陽性1例)となり,多少とも

現象度の上事　延いてはQ-ninの増量が想察されない

ではないが,同時調製の3No. 〔R望〕に於ける如き顕著

な現象度は認められないのである.本所見よりすれば,

K-12�"K一13のQ抗体産生能に関する個性器に其の

主因を求めるのが穏当の種に考えられるのである.

〔因みに本想定は後述のⅧ-〔Ⅱ〕.♂.⊂B〕.6.に於ける

K-12のQ･産生度を微弱とする考特に拠つて確立さ

れることを予記しておく.〕

c･序に附言すれば, No.〔R1〕.〔R2〕に就いては

当両者が同時調製.同一原系血清の故に無関係である

が, ～般的には各箇免疫血清内Rpr-Qの量的差異の

成因としては,試獣関係の他に猶既述(〔Ⅴ〕-A-3b.)

の如く免暁原自体に於けるQ保有量の時間的消長等が

充分に島目)察されるのである.被検対象が例えば培養を

異にする免疫原供試の血清である場合等　Rpr-Q　の

量的比較は爾く容易ではないにとが想察されるのであ

る.

F Rpr-LQ.Qの関係に就いて

cv〕-A-E記述の諸考察を統合する時Q-LQと

する同定的推断が附与されても宜いと考えられるので

ある.従つて本業報は結局Rpr-LQ- LQ一現象に関

する一所産と謂うことになる.

G　類似抗原に就いて

salmonella�"Shigella memberを資料として好気性抗原

抗体系.嫌気性抗原抗体系の存在を提唱された小川敦

授51 )〔194日>52>(1949>53.54)Q95〇)の業報が該分野

に於ける興味深き新所産として注視されたことは衆知.

の処である.嘗て文献･資料の御意与を得たのである

が研究途上天災の為完了に至り得なかつたことを記

して器に更めて謝意を表する次第である.扱て器に

Aerobic-Anaer〇bic antigen---phaseなる術語の下に

解説された処を,自特に関聯せしめて要約すると次の

如くに解される. 〔1)先ず形態学的性状であるが,

Aer〇. phaseに比してAnaero. phaseは塔小罪薄のS型

集落,自発凝集性等陰性にしてR型ならず,菌体は大

形化し,連鎖形成の傾向が認められる　　C2)生物学

的性状に関しては南柏問に差異無きか(チフス菌)時

に多少の差異が認められるC赤痢菌). (3)毒性は,

w塑チフス菌では〇. H反応に変化無く毒力亦爾りで

あるが,時にVi反応陽性が認められる. Vw型では

Ⅴ型に陽転すると共に毒力も上昇する.中村型.大原

塑赤痢菌では凡そ同程度である　CO抗原的性状と

しては叙上Vw≒V Form varia七ion　の他に　Aero.

phase�"Anaero. phaseには夫々互に大量の白名原と

少量の異名原が保有されるが,同特に該南柏間には移

行性が認められる　(5)交錯的吸収の所産として夫

々特異性血清が分離されるが, C4)なる南柏配合状態

に自明の種に反応価は相当に低下する様に観取される.

C6)交錯的に難陽性が認められる.是れはVi系阻止

機序とは異なつて　Aer〇. Anaero. antigenの量的閲

係に帰納されるものと解される　　CO叙上の如くに

て　Aer〇　phase:Anaero. phase　間には相互の特

異性が成立するが,チフス菌系Anaero. an軸en　は

Salmonella group　に非特性である　(8) Anaero.

antigen　はS系菌体性抗原である. 〔9) Anaero,

antigenは1〇〇℃. 3〇M処置で高源に繊弱する.例えば

中村型赤痢菌を例に採ると　Anaero･ phase一生菌免疫

血清内当該生菌価1〇24〇×Oが当該加熱原価8〇×Oに

迄低下する. C1〇)チフス菌系Anaero. antigen対

応抗体がチフス患者血清内に証明される.本稿の分野

に於いて留意さるべきは叙上諸性状の内(6)-〔9)特

に(7)-(9)である　Anaer〇　antigenの在り方に由

つては,反応価の低下機転は兎もあれ,形態的に走

25.各伊所見と同一形態の発現が充分に恐察され得る

為である.斯くて同定･鑑別には精査の要が痛感され

る.唯本稿ではAnaer〇. antigenはR系抗源に非ぎる

こと,阻止性に関する比較資料を鉄郎すること等から

一応LQを分立せしめるにとにする〔因みに反応原の

立場よりすればR型菌にLQ反応陽特にしてAnaero.

antigenに一致する如き所見も散見するが(Rep. H盟〉
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: T-3.秦,潜い〕,免疫原の立場より陽性と判定される

〓こと後述の通りである　しUKIO-A-B-E参R潜い〕.〕

〔Ⅵ〕小　括

1.当業報1) 5)に於ける低下現象概序考察の為体

現泉は先にヨサ>H - 0(3〓 12) 〓R並びにQ原型.各分型

現象に類別されたのであるが,各分型の成立の可能性

が逐次否定或いほ保留され結局H原型を除く総べての

低下現象は〔Q〕現象として統合,其の現象支配RⅠr

にQなる名称が附与された訳である丘　従来筆者は現象

〓o〕解説に資するに　Rpr-LQなる因子を以ってしたの

であるが, Rpr-Q　に対する考察的所産よりすれば結

局Rpr-LQ　と同規格とより解され得ないのであるさ

簡客乍ら是れを三応体系附ける為の対比考察が〔Ⅴ〕-

A-Eと謂うことになる.所謂LQ一現象と全く同格

と想定される既報低下所見の槻序解説液〔Q〕張現象

なる異名称下に其の支配Rpr Qを以って敢えて別途

に求めた所以のものは, LQ　以外の阻止性因子探究

の為,或いはQ-LQであるとすれば未知の分野も多

々残されているRpr-LQ　に附加すべき新たなる性状

･規格を知らむが為に他ならない串　特筆するに足る程

のものは得られなかったのであるが叙上の中特に主要

なRpr-Q-Rpr-LQ　なる結論のみほ韮に得られたこ

とになる.

Z LQの規格判定に関して示唆を受くること大な

るものに小川教授の所謂Anaerobic anti酢nがある.

戯し既述の如くにて未だ同定的結論は附与され得ない

〓のである.

各　論　的　考　察

総論的考察盟9)の項下に,当各論的考察に際して

Rpr-Gi - Rpr-XにJ善いて三括記述の旨予報されたの

であるが　Rpr-Giに関しては未だ其の溶こ達するを

碍ず溶こは保留される.次に当時Rpr-Xなる名称を

以って表現されていたものの殆ど全例はRpr-Qに関

する考察的所産として　LQ　に同定され,単に僅少例

が例えばSQ或いはLQ　の部分原的存在の疑いの下

に向後の吟味に残されるのみである.然し既述(Ⅶ-

〔vo-LQ)の如き見解に基づいて,当報では叙上　SQ

等に迄は触れないことを附記しておく母猫Q-LQな

る同定(Ⅶ-亡Ⅴ〕議F参照)に従って,自今Rpr-Qは

Upr-LQとして統一されるせ　但し表成績のみほ表28.

以下の各表も,従前通りQと暑化記入されていること

を附記しておく丘

Ⅷ現象型形態例解

[ I 〕供試資料に於けるRpr-LQ保有状態概要考察

実績に現われた各様の現象型が取り敢えず形態的に

No. Di-Di盟として類別されたことほ既報4B)の通り

である.然し乍ら爾後の抗原的検討に従えば,其の一

部には統合或いは逆に分立せしむべき規格のものが認

められる.時に必ずしも容易ならずと雄も末続に於け

る現象型形態より逆行する供試資料に就いての　Rpr

配合概要推定　並びに現象鞄序追究の三助たらしめむ

為,染こ其の基準とすべき型形態を考察El/いOにSchema

化してみることにする･各種型形態に関するS.R型

因子分析的考察の端緒として先ず表28.が掲示される.

〔A〕衰28.構成並びに内容略解

1.体表の基材を成すものは表254盟)-a屈5柾血清

列下各　Bk　に於ける現象皮であるが,是れが順述の

理由と規約の下に2.記述の如くに数値化されたもので

ある.本表作製の意図の一つほ供試反応原に於ける支

配原LQの保有状態検索に好適な血清の溝鼠　換言す

ればa属Ma. a巾g･i･kの内No. 1-13 (No･7削脹

理由既述)に対して夫々最高の現象陽性率並びに現

象度を示現する血清の選屋こ置かれているが,表示の

如くにて略符巾--の分布状溌j:,無条件に其の一つ

を決するに足るものではあり得ない.意図の他の一つ

は叙上と対疏的に血液こ於ける　LQ　抗体保有状態検

索を目しての反応庶の選定であるが,血清の場合と全

く同軌にして同一結論に導入される.

2.依って溌こ,甚だ簡略乍ら此の際の一様式とし

て各血清列下現象度の平均値を判定基準とする型式が

先ず採択される.現象度榊･ +等の規格は表26-AA-

〔註〕記の如くで,各符の強度は被比較両終末価管問に

位置する陽性管数に相当する.例えば　Lg- : -Dg-ォ

- 3200 : 400例であれば両価問に位置する1600 ･800の

2管が≠として符記化されている･十. ⊥. ±等は叙

上規約に於ける比率を基に比例的に仮設された現象皮

紐別の為の略符である.当報では+を数値1として巾

･･と-｢.--1〓2･十･ ｣ミ･･ I-･÷･-が夫々3･2.5-2-1.5

･ 1 -0,5･0.25�"0の如くに規約される.扱て誼に叙

上数値を基準に血清中菌原の順位判定と足れに伴なう

検討内容を考察型式別に要約すると次の様になる･

3.型式　I

a.先ず血清順位･菌原内LQ保有液こ関する考察

であるが,溌こ前記の規約に基づいて表25.記載の各
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血清属Bk現象度を平均値化すると　Ma. a:c:g

:i:kは夫々=〇.95:1.9:〇･7:1.〇:1.〇で血清の選

択Ir地位はMa,c;k-j a>gとなり,少なくも木型式

に拠る場合にMa. c　が最優位を附与されるにとに大

過は無い様に考えられる.依つて器にMa.cを基準に

No. 1-13に於けるLQ-現象度を比較すると, No･萌

2-5*6-･8; No.榊l�"11; No.績るに.辞4.1〇の如き順位

が附与されることになる　Ma.c内では夫々反応陰性

･未換了･現象陰性のN〇.3･9- 13も例えばMa.i内

所見を参考にすれば, No. 3･9はNo.騎-No.静雄.gr〇upの

何れかに･ N〇･ 13はNo.糾軌groupに所属するかにも

想察されるのである. No. 12は末検例として順位想定

全く不能である･

蕊にN〇. 1-13に於ける　Rpr-LQの保有状態であ

るが,陽性例に就いての(下記〔註〕参照)現象度と

LQ保有度は原則的に平行するとしても,現象を抗原

抗体反応としての観点より解すれば自明の様に,叙上

の順位が必ずしも直ちにLQの保有順位を表現するも

.のとは未だ断じ得ない処で,其の源ま順述の通りであ

る(4.参騰). (〔註〕現象陰性例と雄も血清.菌原の

何れかにRpr-LQ陽性の場合が在り得る為に陽性例

と特筆されてし.)る.)

〔附記〕因みに言えば　Ma.c　優位とは型式Ⅰに

於いてのことなれば血清順位未だ必ずしも確実ならず,

菌旗に於ける　LQ　庶保有順位亦従つて確立せずとも

言い指る訳である.然し乍ら量れに対して単に菌原に

放けるRpr-LQ　の陽陰とならば,順位とは無関係に

表28.より,の想定比較的容易にして, LQ　陽性型との

判定は少なくもNo.韻.No･鞘-No.締るに. gr〇up　には勿論

N〇･3-9*1〇に対しても附与され得るのである.故は

現象陽性の為には血清.菌原に於けるRpr-LQの同時

保有が要求されることより)自明の様にMa. a-Ma. k

なる5程血清の何れか一つに対して陽性現象を呈し得

るものは爾余血清総べてに対して陰性と謂うにとあり

ともLQ陽性型菌原と判定され得る為である.此の意

味でNo. 1-6血8-13全例がLQQ陽性型と判定される

にとにもなる.重言すれば,所謂Rpr-LQなるもcDは

菌柾株別o抗原別廿SR所属別等の如何を問わず現象陽

性系反応原に汎在することが想定されるのである〔現

象陽性系血清に就いても当然同断であるが下記b.に別

記される).序乍ら全血清属Bk未検のNo. 12に就いて

は想定過程等しからずと韓も吸収原としての規格考察

よりして,亦Rpr-Vi陽性塑としてのNo. 7に就いては

判定困難乍ら供試血清内LQ抗体の由来考察よりして,

兎まれ共にLQ陽性型なる判定が附与されることを附

記しておく(〔Ⅱ〕=B.〔B〕-6b : CⅡ〕%E-CB〕-7.参周)･

b.次に反応原順位.血清内LQ保有度に関する考

察であるが,叙上a.血清順位に於けると同軌の型式

に従つて　Ma. a/-Ma. k　内現象度を平均値化すると,

反応原に就いて　　No.騎16･1･2 ; No.軸9･11*5･B ;

N..粕4.1〇 ; N〇.落*3-13　の如剖.田位カl一応附与され

ることになる.最優位No･崔-gr〇up内にNo.6･No.

2が夫々最優位.次位として包容される此の順位は,

先に3a.に得られた最優位No.札group内に同格乍ら

最優位菌原としてNo. 2�"6が包容された所見と大略平

行するものである.依つて源に, 3乱の場合と,同軌

にして対航的に,最優位菌原No. 6を基準にすると,

実績が3種血清内所見に限られている憾みはあるが,

現象度順位は兎まれMa.c-k; Ma.iと表現さるべく,

3a.に於けるMa. c;k　　の順位と是れ亦大略傾向

を等しくするのである. No.2を基準としても概略同

断所見が認められる. 〔因みに陽性現象に関与の血清

.菌原は互に　Rpr-LQ　の同時保有を条件とすること

より),供試5種血清が　LQ　陽性型と判定され得るこ

とも亦　3a　内容と同断である.]斯くて血清.菌原各

順位を夫々基準とする場合の考察的所産(3a-b.)

を綜合する時は,資料全例に亘つての　Rpr-LQ保有

順‡けま未だ附し得ずと組も,少なくも最優位の資料と

して血清　Ma. c�"菌原No.6が採択さるべき椋の所産

が器に得られたかに看えるのである.然し乍ら他面で

は同時に　No.6優位とは型式Ⅰを基準としてのこと

なれば叙上の血清順位. LQ　抗体保有度を必ずしも

確定的ならずとするにとも3乱同断に成立し得るので

ある.蕊に仔細に該分域を検討すると型式Ⅰには猫次

の如きにも吟味の余地が残されていることになる.

4.表28.に就いて低下現象の分布状態を観察する

と血清別にも反応原別にも系統化し難い所見が次の

如くに例示される　　CD先ず例えば3a.-No.績-group

屈No.2*5ォ6-8を資料として各自の現象度をMa. c:

Ma.k問に比較すると　Ma.cに就いては-榊:什:仙

:-Hfなる所見がMa. kに於いては-十:+:柵:±の

如くにて,菌原別に非平行性であると共に　C2)血清別

に現象魔の強弱隔差が認められる. (3)亦型式Ⅰに拠

る順位は3a.ではMa.c;kォi;a;g: No.韓2-5-6･8;

No･榊1ォ11; No.故榊4.1〇�", 3b.では　Ma. ok;i:

No.績　�"1-2; N〇.發　9-11｡5*8; No.粕4.1〇であつ

たが,観点を異にすれば,型式工に於ける判定とは異

なつて此の3乱　3b.両順位は必ずしも明確な平行性所

見とは言い得ない処である.一般に平均値に就いての

順位が其れ以前の各箇例に於ける低位と平行せざる場
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表　28I　　資料(血清.菌原)に於けるRpr-Q保有度考察〔数値化現象虞平均値型式〕

jfR

菌

Ki

覗
象

...塗

Ma. c Ma･　　　　Ma. i Ma. a

p.A-RCK:

Lg

(No, 2)

Rdg-S〔D〕

Dg 1〇〇.C
2｡ 5H

Ods-SCKO

Dg　56〇C

〇. 5H

P.A-srci

Lg

(No. 1)

TBーSCKs二

Lg

N.1･一p.A-S〔C〕 .♯歇l I.十　岳≠c*)　　い

? 〟 -s｢D,  ,',キ41　∴　l (キo I

3｢DrzoーSCC〕岳呂辞l歇3　岳〇〇　ト　5±軸l±

u41二KO　崔1績2 .±績2　l串　l績l･騎

.l:....:.....:.... . ::　:...  ...　..

÷ A 読 ｢二eーT二　　-fK

7T2岬S〔K3〕弓　染l I故地…1 l帝1 『釜1

o901W-S｡D'in1岳±二l±帝.･報

Entis-S〔C〕 t　.呂　卜軸

1〇Rosk-S｡K4〕 % ±歇1歇2　-1-　　±　い

11Sen地-S｡C' le　皇憎　l發. l　卜歇e

12　P.AーR〔R〕

･3r-R｡RB〕 E榊I L±

現

血　象

圧

活.芸
当

別　例

数

覗

象

庶

符

別

H:Ii　4　I l

o.95

.エニ　　　ニ.:　‖　二　　　二
保有順位　一　　　E-ffl
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.‥.…　三二*三二 -^,.託

瑚
値歪

Q抗原

保有順位
C平均
値比較
順位)

現　象　度　符　別

｣･.i;i,L;-;i一　十i.卜l-h-　ー

｣
[例示〕 No･6に対するQ原保有2.83なる数値

は〔3〔仙> 2(例)+2.5C4f)× 1C例)〕

の3例平均値として算定されている.

〔註〕

軸:-浮動例即ち〔12i-1〕例である(本文参

照,以上各符に就いても同断).

芸≡ .一両者共にβ内反応未検例である･此の中
軸は想定的に一応現象型形態名が附与さ

れているが辞2は塑未定例である　No.

3D6例は是れに所属する.

〔芸)･ー低下現象が,戊oe β.a)関特に於いて

認められる例である. βC〕は結局Lg-tit

である. β.は　=Dg-tiの故であるが,

高価にして爾る場合と微弱-陰性にして

爾る場合が分別される.節.後者が夫々

辞. 〔辞)例に該当する.

-: -夫々の理由あつて資料より除外される例

である.該当項下に解説される.

e : Q血清.菌原問に,所謂Antigenic schema

よりする共通性Rprは存在しないに拘

らず観取される1〇〇 C.3〇M非耐性反応

である.

合のあるにとは当然でCD-(3)の発現も想定に確く

なく,亦既知RpT構造と阻止性Rprの配合関係等を

参考にすればC2)の如きも同断である.器にCD-C3)

の如きの由つて来る処を一考するに其の一因は,蕊

に敢えて2.記述の略符数値化の適否は措くとしても,

蓋し平均値化(3-a-bO並びに型式工比較に際しての

資料的不備に帰結される様である.叙上の配慮された

場合を型式Ⅱとして5.に略述される･

5.型式　Ⅱ

a.血清の場合を例に採ると,型式Ⅰに於いては

Ma. a�"c�"g�"i�"坤1｣下実績例数夫々5-9-6- 11-

に拠つて各血清屑実績現象該当の総計数値が血清種別

に平均された平均値を基準としてMa. c;k;i;a;g

なる順位が附与されたのであるが,型式Ⅱに於ける順

位判定には2例宛の血清が対応(反応原別)現象度に

就いて比較される型式が採られている.此の場合比較

は強弱例数比に拠るもので,程度の差異は考慮されな

いことを原則とする.例えば血清Ⅰ : Ⅱが反応原A･

B'ODに就いて夫々榊:±.柵:+･±:+･+:

♯の如き関係を示す場合は現象度Ⅰ>Ⅱ型2例･ Ⅰく

Ⅱ塑2例宛で同格と判定される.I舞3KA�"B>I<

KC - D)なる程度の差は時に同格血清例の低位判定

に参考にされるが必ずしも当を得ないのである.反応

にLQ単一性とLQ+0　複合性の別が想定される為

である.放て器に5種血清に就いての判定過程は次の

如くに要約される.先ず予備的比較に拠り実績例数･

現象虎夫々多.強例としてMa. c　が選出され,是れ

と爾余の4種血清が反応原別に対比される. 1例とし
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て知a.c : Ma.k問比較所見を掲示するとN〇.3 ; No.

6①11に就いては同格, No.1-2-4の5.8ではMax㌧>

Ma. k, No.1〇所見に就し)てのみMa.c< M乱kで,

事L発Ifl}4例の差を以つてMa, c　が優位に立つことにな

る　Ma. a由i.gに対しても夫々の例数差を示して優

位なること同位である.斯くて先ずMa.cが成優位血

清として別Tiされる.次いでMa.a�"i-g-k間相互

比較が叙上と同.llけに順次実施され,其の総合的所産と

してMa.c;a;k;i;;なる慣位が獲られることにな

る一型式I : Ⅱ間にはM乱　順位に就いての差異が認

められる,其の主特rば,総じて高度現象Gttf--ttO示

f1ユのNo･6或いは是れに準ずるNo･ l 2実績がMa.a

列下に歇如する結果と観るべく,型式丑では此の誤謬

因子としての資料的条件が除外されていることになる

泡型式,,に脚ナるⅣ位が型式韮では次fv'5に進昇したも

のと想定される.型式けに由る血清岨位が採択さるべ

き源にJ-且考される･然し兎もあれMa. cが最優位に

位置けることは型式I.韮を通して符致しているので

Lネ-;�"'�"0-

b.同軌にして菌原順位を求めると, No-6�"1�"2

.11の5-8�"(9)�"4�"1〇　3C13〕となるが,此のNo.

9はN〇.5*8と同特にして順位の判定困難である.型

式Ⅰの場合も順位は附されているが平均値近似の関係

にある3例である.仮りにNo.5-8�"9の源に配置し

てみると歯偏の場合は型式Ⅰ ,丑けT｣定が全く一致す

る訳で,No･6に最優位が附与されるにとも同断である･

6.血清.菌原何れを基準とする場合も実績例数不

揃いの為既述の順位を確定的とは未だ解し得ない迄も,

是れを一応概略崎)I田位と看撤して5-a - b.両項内容を

併考すれば, 4.記述の(1X3)の如き不審所見の因

は:｣｣して供試血清の抗原的規格に支配されている桂

に想定されるのである.依つて器に各箇血清を基準と

する実績現象の解説型式が採択されることになる.

〔B〕血清規特に関する概要考察

1.本項資料も表25.であるが,特に一応は現象陽

陰.現象型形態.共通性RpT種別乃至存否等を基準

に裹26ーA.崔2) Iに整理されているJl特に,本義供使血清

には夫々に成る程の規格.特性が附与され得る様であ

る.器に既に記述の各種考察内容を器にして其の概要

に触れてみる,

2.〔a〕先ず,通Rl｣特に言えばa〔未吸収血清)内陽

性反応が吸収処置に由来してβ (吸収血清)内反応陰

性と化する型式を規格とする血清例である.木型式所

属0〕定型的現象型形種まNo. D3-D4と表現されるが,

Åntigenic schema　を基準とするi.発一合血清.反応原問

に共通性既知Rprゥ関与しないこと,並びに　a-Lg

反応該当の未知RpTとしてRpr-LQの存在が想定さ

れること在特性とする(Ⅶ-〔Ⅳ〕.B一考察Fm.〔A〕.〔例

Ⅱ〕参照). β内陰性化未だ非定型的と謂う例も散見

はするが,兎まれMa. c一def列下反応の多数例が-♀エ.

れに所属する. 〔木血清列下には下記〔C〕に該当す

る形態例も包容されているが,是れに/L｢;太いては｢m.〕

項下に一括される.〕

[b〕 Antigenic schema　を基特に,共通性既知.

Rprの在存が事n)足される以外はノ觀上〔a〕の規格と全

く～致する血清である　Ma.k一1mnは　No, D呂

-D4例を特に多数とするに非ずと雄も爾余の血清よ

りま明らかに分別さるべきものである. 〔木血清列下

に認められる異型形態例に就いてもL1打てIに解説され

る.

〔c〕通則的に言えばβ内Lg反応が陰性化するこ

となくa内Lgと大暑近似0〕所見を示して,No. Di-2

D5-6�"D了~8�"Dn等近接の現象型を以つて表現

されるMa. a-b血Ma. g-h-Ma. i-jが足れに所

属する.各血清が其の免疫庶･吸収原を各々特にする

為か否か其の真因は未だ不明として兎まれ叙上各血清

列下所見は各棟であるが,其の問に共通性既知RpT

の認められること,従つてLg反応の本態が原則的に

はRpr-〇と想定されるにとを特性とする. 〔各血清

列下には〔a〕. Cb〕該当の或いは其の他cD型形態も散

見する. 〔1IIに一括後述されること〔a〕瓜Cb〕 a)場

合と同断である.〕

3.以上の如くにて蓑25.所産よりすれば供試血清は

少なくもMa.c-k;Ma. a�"g�"iの2規格特に大別さ

れネ.II宮..べく,亦考察Ⅱ.〔例Ⅱ〕記器に従えばMa. c :k

問規格差の如きも想定可能な処である.斯くて叙上は,

Rpr-LQ判定基準としての血清選定に就いても,或い

は亦特定の血清には非ずとも基準に資し得べき全種血

清を通しての特性想定に関して,延いては現象機転解

説を血清別に求めむことの合理性に就いて,向後の過

程を指示するものと考え得るのである･

〔Ⅱ〕基準型形態に関する考察

供試血清規格の大要は〔Ⅰ〕.〔B〕.3･記述の如く乍

ら　Rpr-LQ　判定基準血清としての或いは亦所謂

LQ一現象機転に対する結論附与等に際して,足れが正

鵠を期せむ特には少なくも表251掲示反応全例に就い

ての詳細な抗原的分析内容が要求される訳である.樵

し乍ら現過程に於いて逐一実績例の解説を試みるにと
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は源に過ぐる為是れを後述の〔Ⅱ〕に譲ることとし,

蕊では其の特に必要な内容分析の簡易化を主題として,

換言すれば供試資特に於けるRpT配合分析の基準的

現象型形態を想定の領特に求めて,概論的形態の各棟

式が先ず検討される.本考の経過並びに内容は表29-

31.に要約される通り,であるが,簡易化竺されているの

で以下加話される.

〔A〕表29･構成並びに内容峯解

1.器に表29-31.資料としての血清Cα).菌原C吸

収原.反応原)の規格であるが,夫々に於けるRpr-S

(-=o). R(-磨 ). LQ(-Q)の各種組み合わせに従つ

て各様の規格が附与されている.此の中　Rpr-〇　に

は共通性.非共通性の場合が考慮されて夫々〇1. 〇2

が分別される　Rpr-Rに就いても非共通性Rの存在

が,亦Rpr-Lりに就いても所謂Partial ant郎n想

定の可能性が29)換言すれば〇cD場合同源に多元性

の器ノ落も未だ全くは無視され得たso^訳ではあるが,前

者に就いては完全なC〇sm〇p〇liteとしての観点より,

後者に就いてはⅦ.〔Ⅴ〕.LQ項記述の見解より,夫々

Rpr-R�"LQなる各単一性Rprとしての表現が附与

されている.

a.先ずa-血清規格支配因子はRpr-LQ　〇1.

o2.Rの器にCl)〔〇コ　全因子毎蛇口の場合,義では

.を以つて表現　(16) LQ〇1O望R-nin　に至る16種

の組み合わせが考えられる.以下αCD　αC16)の如

く峯記される.下記β.血清に就いても同断である(義

29M部参照).叙上の醐α(1)-ォC9)の場合はaが

免授血清である限り存在し得ない規格で,是れは対照

的に非免睦血清例として附加されたものである.

b.菌原C吸収原.反応原;夫々Az-Rzと記別,各

例はAz〔iXie)�"RzCiXie)の如くに暴記)に就

いても叙上同断であるが,少なくもS-gen�"R-genの何

れかは必在性原の放に叙上a〔1> *〔9)なるものは除

外さるべく, 14種の組み合わせが成立するにとになる.

2a.依つて器にα.血清16種と反応原14種間の組み

合わせ総例を共通性Rprの陽陰別並びに陽性例に於

けるRpr-LQ.〇.R配合型別に,換言すればa内反応

内容規格(以下a-Am(- -Am-Rpr)としてa内Rpr

と記剤　β血特に就いても.同断)をRpr別に整理す

るとa-Am(lX16)なる種別が得られる. 〔因けに

同一規格在示した組み合わせ例数は去29-H左側に

a -Am(l)57. (2)27-(16) 1例の如くに附記されてい

る.総計224例である.〕

b.特に叙上のa内反応内容ォーAm-Rprに対応せ

しむべきβ-Am-Rpr想定の前提として,先ずβ.血清

自体のRpr配合が次の如くに求められる. α〔L)-α

(16)なるa属16種血清より) Az(2X8Xl〇X16)な

る14種吸収原処特に拠り得られるβ -血清224例を叙上

a.と同軌に整理すると, β〔1)79- βC15)2の如きRpr

配合を持つ15種に分別される(表29-H下部参照).蕊

に留意さるべきはβ(16)〇C無例)所見である. OBは

単に非共通性Rpr-〇の源に〇2-Senに拠る〇B･ninの殴

除は定義的にも必ずしも成立し得ない処で　Rpr-〇望

残留の機会は多々想察される訳である.幸いにβの規

格種別の観点からは同格の　βC3)が別存するので

s血em乱としてはβ(16)例陰性としておく.然し乍

らβ(16)が資特に於ける〇2種別の如何に由つて或る

種の〇B系血清であり得る確率は想定容易な処である.

〇望系Rprを内容とする栗源に就いて解説の要ある場

合は〔Ⅱ〕に於いて逐一吟味されるにとを附記してお

く.

c･器にβ属血清15種〔βCD- β(15)〕と反応原14

種〔R<2)-(8)�"Cl〇X16)〕問に於ける練計21〇例

の反応内容をa･と同軌に整理するとβ-Am〔1)57'

(15)2例の如くに分別されるC表29-31下部参照).

[因けに記述の1.a･にに於けるRpr LQ- 〇1.〇B.

Rの組み合わせ数16程α 〔1)-α (16), 2-a-c.に於け

るα-Am-RprQ)-(16)�"　βCD-β(15)�"　β･Am.

RprQXIS)所属各例数の出所に関する表示は総

べて省暑されている.然し組み合わせに関するNCr-

N!/r!(N-r)を主体として算出容易な数値である.〕

3.斯くて玄にa�"c.両項より) a-Am�"β.Amが

得られた訳であるが,是れは所謂現象型形態判定の因

子であるa-Lg- β-I*図表〔1>S)で言えばa･bな

る内容の範囲が一応規定されたことにたj.る.然し乍ら

α : β問には夫々原血清と其の吸収血清と謂う関係が

厳存することであればa-Amd)-(16)�"β-AmCO

<15)の組み合わせは任意ではあり得ない. α.Am

: β.Amの組み合わせの表示されたものが即ち表

29-Eである.

a･表29.各Bl〇ck内β-Amの表現を仮りにBk

l～B〇に覚るとするとC各Bk右下隅No.,細字使用

は本表のみ),本義内容は次の如くに解説される.例

えばa内反応内容がRpr-〇1OB反応〔a-AmC5TJ

である場合に量れと組み合わせの許されるβ.Amは

Bk8�"9�"1〇.11の特に在り得ない訳である･ Bk8

～1〇　はα-β化に際して夫々　Rpr-Oi〇2.〇望.〇1

が吸収　BkllはRpr不変,の結果として親られる

β.Amである.
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表29.　　･ β内反応構成Rpr対比よりする組み合わせ許容のa. β届各種規格探索に関する考察
二

Ⅰ

Rp r-Cbn

I RR誠mfi
....　　　. ...　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　..... ..  .　　.　　...

〔1)　(2)　〔3)　〔4)　(5)

. F〇1き〇　R　〇1〇2

Il

十cl

cl

cl

cl

cl

cl

cl‡

鼠

. 〇ト

C)

C)

02　　　〕

4昌

.　　　　R

R

O2　　　R

79　　　　24　　　　24　　　　25

57　　　　26　　　　26　　　　26

β -Rpr-〇rg

TV

β -Am-Rpr



S. paratyphi Aの抗原構造に関する研究 239

Ⅱ

β -Am-Rpr

〔6) (7) (8) (9)　Q〇)  〔11)　(12) (13) (14) (15) (16)

間誌誌.〇1R 〇BR Ol〇盟R Q Q〇1 Q〇B QR Q〇1〇B Q〇1R QO2R
.Q〇.〇BB

5了

27

27

27

9

9

9

3

19

9

9

9

3

3

3

1

1C

6

6

6

2

2

2

O

N

3

3

3

1

1

1

〇

1

O

.

∫1

〇1R

1F;

I J華9

..三主二二　発:..二‡

o o　｣エQ29,

E 〇　　A* ｢fネ4

ra8　/事B:丁.

二8二二空f二コニコ軍
/7*｣f動fa.Q歇〇3
)fl-
48¶甲賢

r6*ォ

〇1R
f;3 I f背馳l繁｢.1繁｢｢零
｢.fT郎2ネ]_｢7*362　/事/6目♂i叩iー｢零

.璽]璽]璽繁華.石
5　　6　　〇　25　　　　　　　　　　　　　　　〇i224

19　　　　　　　　　　　　　　　〇. 21〇
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〔註〕

1.符記号暴解
a.Rpr-Cbn:-O1.〇盟R*Q(LQであるが簡裁化の為Qと略記されている-;表28･31.同断)4因子問

に得られるRpT組み合わせ.

Rpr配合型-規格と謂うにとにもなる.〇1也〇2は夫々共通性.非共通性Rpr.

b.β-Rpr-〇rg:汁.a.β血清内Rpr配合･

G.a･β-Am-Rpr:-a･β内反応構成Kpr.反応直紀のRprで,従つて亦a.βF淫,一Rpr配合型

別に任意に変動するRpr配合である.

d-/0-/8:一夫々F｡-Fsの代符である.記入上の関係で細字化されたに過ぎたばl)･

e.fる*1�"/*s'/*8･｢斥1=F歇(表3〇･)=F〔N.K〕

f績~p2-:JE.--F〔N.NZ〕
f歇3=F崔績歇=F〔NINZ-K-KZ〕

d-e.項暑符使用は本表だけに限られている.

ば.爾余の符記号に就いてはa-c･に関する詳細と特に3.に於いて一括される.

2.現象型形態がa. β両血清.吸収原.反応原4種因子の所謂Rpr配合に支配されることは当然である･

従つて条特に由つては形態的に全く一致するが低下現象とは似て非なるH系反応であることもあれば,亦

例えばRpr･Viの如き,源にはKpr-〇.Sの如きLQとは逆行的な阻止性を示すRprに支配されて, LQ

所見が判定難となつたと想察される場合もある.然し乍ら本義けま叙上何れのRprも開脚せしめていない.

本文に記する程源に止めて,続特に一括される･

3.本表作製に至る迄の基礎的資特に関するSyn〇psisが全署されている事例えば本義附記の数値の内容

.意義等が難特になつている.或る程度迄は本文に於いても触れたのであるが,器に未記の部分に就いて

楠註される.叙上客符の詳解を兼ねることにもなる･

Rpr-Cbn :一事pTを簡特に〇1〔共通性) ･ 〇B 〔非共通性)･ 顔 ･Qなる4種に限定する場合の所謂Rpr

配合で, CD-C16)と表現される16種の配合型が認められる訳である.因みに〇1 : 〇2の関係は明特に

幸と規約されたが, 〇2 : 〇2侵･IIえば血清-〇2 :捌包-〇2. A菌-Os :･ B菌.〇澗の関係等ともなれば,

He七eronym的C特･)のにともあればHom〇nym的C=)な場合も存在し得る訳である.表29.では後者

の立場で作成されている.

b. Az - Rz-Rpr-〇瑠:一晩収原〔Az)収応原CRz)の抗原配合である.次記血特に於ける抗体配合と異

なつて〔1) , 〔9)型が除外される(本文参照). CDは当然としてC9)けま疑蓑が環される.菌細特に於け

るLQ原の単一性操留が考え得ないではないからである.唯該分野と関係源) LQの抗原的所属が

精特には未決定でもあるので克では～応削除しておくが,後述の如く此の為に或る種の撞着が招来さ

れるのである(i.参照).

*×.〕β-Rpr-Org :一a地清(<*.�I�ﾗ_~'橙岑�ﾞrﾒｯ�,�I�ﾗ_~'橙岑�ﾞrﾒｯ�)のRpr觀合--Orgは(1)-Q6)で表現されるが, β -Rpr-org <｣>場合は(16)が除外される･ a.に既述の如く,符名として同一の〇2であるが規

格としては厳正に独自性を発現する規約も附与されている〇2である. a-C16>nin-〔16>gen処特に際

して戊-〇2-ninは残留の可能性充分であるが,結局同規格の血清即ちβ -〇赫axis)の問に額特に得

られる島同型Rpr-〇rg整器に際してC3)なるO痛統内に整理統合され,自らの存在は削除された

ことになる,

d. Am堀pr:　等しく　　β　と言つても叙上の如くにてRpr･Orgよりすれば夫Qと16･15種の規

格を持つ訳である.従つて例えばRz-ce)と　の反応と言つてもaーRpr-〇rgが例えばォ<2)かa-

G4)かの規格別に従つて反応の抗原的内特には〇1 : 〇1Rの差異が認められるにとになる中此の反応

構成に直結するRp宮がAm-Rprと表現されている.即ち特定のRprではなく血清のRpr-〇rg規

格と反応原の仝規特に拠つて規定されるものと謂うにとになる･

a -Am-Rpr: --其の表特にQX16)が使用されている如く,内容を対比してもa-Rpr-OTgと全

く同一である.然しその由来は全く異なるもので, a地pr-〇rg 16種とRz｢Rpr-Org 14種との問に得
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られる練ゆる組み合わせに際して,同一規格の　Rpr *�"-集団(配合型)に整理統括するにとに拠り得ら

れたものである. Ain-RprはRpr-Orgを資料に成立するものであり, Kpr-OrgがRpr配合と呼ば

れるけに対してAm-Rprは規格別.反応内容. α反応内容種別等の如く解さるべきものである.区画

Ⅱ掲示のa -Am-Rpr各規格別数値が,叙上整種に際して認められた同一規格例数と謂うことになる.

f.　c -過ft-Lg-a-Dg-〔〇〕 :ー叙上e.の組み合わせに際して反応陰性を示したもの)である.

α -Am-Rpr各規格別に陰性反応例を算してみると品列下の各数となる.是れを合算すると57例にな

るが,足れは左側のa -Am-Rpr列下反応陰性例数57に一致する.器に言えば前者は後者のa規格別内

訳値である.

各小型Bl〇ckの中心部に印された.符は叙上各内訳値の各個例に該当する.本符は衷29.には記入

され得け)ものであるが次の如く解して附記されていることになる･先ず(a)II欄のβ-Am-RprQ}

-〔16)の中CD - 0)を除外すればRz-Rpr-〇rりに一致し得るので本欄がRz-Rpr-Orgに置換されたと

仮定される.次に〔b)a-Am-Rpr(l)-(16)は其のまゝ a -Rpr-Orgであり,得るので,名称だけ噌換

されたと仮定される.斯くて器にCa)×Cb)なる組み合わせを想定すると是れはe.なる組み合わせに

他ならない. .符は斯かる想定下に衰29.に印せられた跡である. I.は本文〔C〕.5.考特に資せられるも

のである.

g.　β-Rpr地g:-一現象型形態判定の特にはβ　が必要である.幸いに　　は〔iXie), Azは〔2)

<E>�"Cl〇)-〔16)の如くに,共に各種の規格が分別されている.爾れば此の問の組み合わせに従つ

てβ血清にも自ら各種のβ -Rpr-〇rgが期待されるにとになるが,是れが整理されると区画IVの

β -Rpr-〇rg列に観られる数的関係に於いて各様の規格が附与されるのである. β.〔16)は〇(zero)で

β-Rpr-〇rg規格特に含まれけ)にとになるが,是れは特にC.特に記述された処である.然る処数値

〇を示して吟味を要するものとして別にC8)が認められる.次項b.に於いて解説される.兎まれ蕊に

β-二Rpr-〇rgに該当するものが得られた訳である.

h.　β-Arn-Rpr: -a-Am-Rprは特にe.に獲られたの)であるが,是れに対応せしめてβ-Am-Rpr

が必要である. e.内容と全く同軌にして整理すればβ-Am-Rprも獲られる訳であるが　a-Ain-Kpr

の場合と異なつて2種の不審事項が挙げられる.其の一つは(16)に関するものであるが, c.に記述さ

れた如くにてβ-Rpr-〇rgに際して除外されたものであればβ-Am-Rprに就いても亦陰性であるにと

は当然である.然る処他の一つはg.に記述の如くβーRpr-〇rgには親られなかつたC8>〇lOsRなる

規格の血清がβ.Amなる反応構成Rprとして2例迄出現したにとである. g'h問の撞着は次の如く

に解説される.

i･　Rz--Rpr-〇rg (本項では以下特に　Rz　と記す.他例同断)にC8)-Oi〇2R陽性が既定である以上

富.に於けるβ-(8)-zeroの根源ま明確にβに於けるC8)規格]地如の特に帰せらるべきである.源に

β.c自)鉄郎の因であるが,是れに先達つて先ずβがC8)陽性であり得る場合を検討すると, α-β化処

置(吸収)に際して〇1〇望Rなる配合塑がβ属Rpr-〇rgの一型として止まり得る型式として次の如

善が考えられる. CD先ずa.に既述の如く偶J? a,-〇皇幸Az-O2であり,得たAz.〇盟Q器に拠つてa-

oiO2RQ- C163が吸収され器にβ.O1〇2R=<8)が誕生する場合である. a.記述の如くにて当然表

29･もHomonyinicにS血ema化されているのであるが,此の不備補正の為けま, sに於いては〔8) =

zer〇となつたとしても, βにはC8)が保持されねばならない訳である･此の見特に従つてβ-Am-Kpr

ch.参照)判事に際してのβ-Rpr-QrgはC8)陽性として供資され　g. h.内容撞着の因が作られている

にとになる.次にC2)として考慮されることはAりにQ単一Rpr型-C9)があつてa-(16)OiO2RQ

よりβ-C8)が分離される場合である.処る処b.内容の如くにてAz-Rzに就いては器にC9)が除外さ

れていた訳である.器にも亦, Qの抗原的所属は未だ不明なりとて除外さるべきに非ぎりしとも一考

される事実が認められるのである.此の〔9)除外なかりせばg.の如きβ<8>-zeroなる結果に至るに

ともなく,亦従つて叙上C1)末尾の見解が採られたとしても,g:h問の撞着は起らなかつたにとになる.

以上を要約すると,撞着所見の発特まAz- Rz-Rpr-〇rgよりC9)規格が除外されたにとに在り,

抗原所特ま未定としても菌細特に於けるQ単一的存在の可能性が肯定されると特にAz�"RzのKpr-
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〇Tgとして15種が認容さるべきことになる.而して以上はRpr-〇rgの範囲のことでC9)処1頁･.の別に関

せずa.β-Am-Rprの規格種別には差異なく表29.に改変の要無きにと,唯叙上の見解を採るとす

れば区分源に於ける両列数値,区分Ⅳに於けるβ-Rep-〇rg列数値は改訂さるべきものであるが,数

字に関するだけのことで他程内容との関係は皆無であること等も言えるのである.既住所説との関係

もあるので是れ等の数値はそのまゝに掲示される,

j.a-hの過程は結局α.β各Am-Rprを求めむが為に他ならない.α.β血清規格は16柾,菌原とし

ては15揮の多きに達するが,βは結局αよりの被吸収所産の故に其の規格は常に必ずしも任意なるこ

とを'&ず,許茶の限界特に於いて存立し得るものである.此の許容の限界を識ることに.に拠り後述の共

準型形態に関するSchemaが比較的簡峯に整理し得たことになる･

b.斯くて　α-Am(l)-a6)と其の各々に就いて

決定されたβ -AmCl)-C15)の組み合わせは8〇組成立

することが示されている訳で,此の　α-Am: β.Am

なる関係は自今Mo.1' 〇　と峯記される.菰にMo.

1-8〇各例に就いてLg反応構成RpTの配合状態,

並びに此の各々より想定される　Dg.反応構成Rprの

仝状態を列記すると蓑31.が得られることになる.

〔B〕蓑3〇.構成並びに内容客解

1･叙上〔A〕-3.に得られたM〇.1-　〇脚を,其の

(&-Lg:Dg):〔β-Lg=Dg)即ち(a:b):(a':b')

の在り方に従つて類型別に統括整理すると表3〇.掲示

GO�"I-Wの如き大暑9群屈に分別可能で,各G屈

M〇.例も表示の通りである[因みに　Mo.例所属別は

表29.画線域内に特.L二然と位置するBk-No,に拠つても

区分されている〕.器に去3〇.とあるは　GO-Wの規

格換言すれば所属M.･の規格が表31-1�"　3E掲示の

如く煩推の故に是れが簡峯化されたものである.以下

是れを資料に表31.内容の概容が先ず解説される･

2･ GO-W規格の大要は表3〇.に図説される通り)

である･然る処其の所属Mo･例を各箇に吟味すると

細別可能な場合が認められる･例えばG〇･Ⅱ･Ⅱ.Ⅳ

屈Mo.例に就いて想定可能な現象形態は,表示の如

く各所屈G別に独白唯一であるけに対して, GI屈に

は叙上と等しく唯一例としての　M〇-　3-27の他に,

2種の形態が想定されるM〇. 9-26　が包容されてい

る. GⅧには2種, GVI-Wには4荘, GVには2程

並びに4程型のMo.例のみである.是れ等　Mo.形

態別が本義.ではF〔N. NZ. K. KZ〕-績.静賂･るに.柵等

の暑記符を以つて記別されているが,要はG-β化に

際してのα:β各所見の関係が-か幸に従つて分別さ

れたことになる.

乱　F〔N)･F〔N.NZ･K.KZ〕-番.-.事績串署解

F(N) : - (i)其の資特に就いては以外の形態が

考えられない場合に附与される形態名である.形態は

各様でFn-F望　Fォ�"F4系F(N)に観られる通り,

である･ C2)資料に就いて2種以上の形態が想察可能

な場合に其の一形態を基準型と看撤して是れに附与さ

れる. Fi�"FB･FQ'F-7*Fs系にF〔N〕と記別さ

れるものである(下記F〔NZ〕.〔K〕.〔KZ〕参照).

[固けにF5-8系には,少なくもSchemaの上では,

F(N)型は認められたi:い. 〕

F〔NZ〕 : -.表25.所産の中例えばMa. c×No,

1-6- 8-9･11所見がRpr-LQ　単一反応と想定され

るに拘らずα-Dgとし　て1〇〇-2〇〇-4〇〇xの残留反

応が認められること並びに其の内容が(a)Rpr-LQ以

外のRprとも(b)Rpr-LQ自体の残留RpT　とも解

されることは考察ⅡCⅦ-〔Ⅳ〕.B-〔C>6乱)に既述さ

れた処である.器に例えばMa. c×No,13に於ける

α -Lg≒α.Dgの加重高価反応の場合にC1)が採択され

ることは当然で,本稿ではNo. 13の如きの例在を考慮

して(但しNo.13成績自体は採択不可である;蓑28-

〔註〕参照)念の為Cl)の構成を基準型と解釈し,足れ

にF〔N〕の規格が附与される.上述の通り,である.

然る処上述の1〇〇-4〇〇×の如く甚だ低価の場合には,

例えばa -β吸収処置の強化等に拠つて陰性化可能と

解される場合もあれば,亦〔b)の如き場合には,其れ

は同時にLgがRpr-LQ　単一反応と想定されること

より),1〇〇　C. 3〇Mなる基準的反応原処置の増強lに拠る

陰性化も考え得る処である(Rpr-Hに親しても同断で

あるが,現象支配Rprとしての観点から蕊では除外

される).更には亦　α.Lg　に観られたRpr-〇反応が

Rpr-LQの阻止性に由来して陰性化する場合も一応考

慮さるべきである･何れにもせよ形態的にはDgが陰

性化することに差異は無く,本規格に対して　F〔ⅣZ〕

なる暑符が附与される.而して　F〔Nコ･F〔NZ〕なる

両種規格に分析可能なM〇.形態は総称的にF〔NサNZ〕

と符記,或いは表29･3〇書に於ける如く-符を以つて
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記別される･ F5�"F8属に本例が認められる.

F〔K〕　　- a -Lg反応が例えばMajorォMmor-Rpr

より構成される場合に其のMajor-Rprの吸陰に由来

して,或いは亦器に簡易例を採ればa反応が単一Rpr

型なる場合の吸収不全に由来して, β内反応価が低下

する槻会の生ずることは当然である.其の成因は何れ

ともあれ　a:b　の関係が概署相似形を呈して　a':b'

として発現, α=t主t>β･tltの関係を示す形態が　F〔K〕

に該当する.蕊把α-βに際して変化無き場合も当然

成立可能の散に一応是れを基準型として　F〔Ⅳ〕とす

ること, F〔N〕.F〔K〕が総括的に　F〔N-K>　鞍符

記を以つて表現されるにと等F〔N.NZ〕の場合と同

断である. F1屈に本例が認められる.

F〔KZ〕 :　F〔K〕屈例に就いてF〔N〕 : F〔NZ〕

と同一の関係が成立する場合のあることも当然である.

F〔NZ〕に対応するのがF〔KZ〕である. F系の一形

態に就いて〔Kコ. 〔Z〕型所見発現の可能性があると

すれば結局　F〔N〕. F〔NZ〕. F〔K〕. F〔KZ〕なる4

柾様式成立の機会あるにとも自明である.総括的には

F〔N.NZ.K-KZ〕と表現,柵鞍符を以つて記別さ

れること等既述例同断である. F5�"F6�"F7等に本

例が認められる..

b.叙上の如く或る系統属の1形態が2形態以上に

分解可能とすれば分解器にして他系統の　F(N)其の

他と同型であり得る場合の出現は想察される処である.

F5〔NZ〕 F-CNZ〕=F3〔N), F8CNZ〕-F4(N), F7

〔KZ〕=F6〔KZ〕の関係が認められる　Rpr基準に

言えば内容的に異なること当然である.表3〇.内特に

関する爾余の部分並びに既報4日,に於ける現象型形態

N仇Di-Di2との)関係等に就いては次記〔C]項下

に言及される.

[二C)　表31.構成並びに内容峯解

1. Fo-F8:　既述の如く表3〇.:31.問に簡.詳の

別はあれど内容的には同一表である.蕊では表311を

資特に基準形態の規格が解説される.先ずFo-Fsで

あるが量れは既述のG 〇-Ⅶ群別に夫々該当せしめて

附与された現象塑形態名符である.而して各塑には夫

Qとに所属するMo･の規格に従つてF(N)-FCN. NZ

･ K- KZコ　なる各分解型が各様の配分状態で類別さ

れる.分解型の類別に重要な判定基準の一つは表3O.

31.記入のaCβ)蛋->βに置かれている.例解の為

F1〔N.K〕-Mo.9を採ると是れにはF1〔N〕.F〔K〕

なる2形態の成立が考えられる. F〔N〕成立の為けま

β一Lg即ち〇1-titがtt-Lg　に於ける〇1以外の　Rpr

即ちOgtitに比して高価か等価なることを必要とす

る.正しくは〇1〇2〔a)く〇1Cβ)である.是れが

aCβ)くβと表現されている. F〔K]はCOO〇2-ti亡>

〇1-titの場合でαCβ)>　βとされるにと同断である.

前掲の表3〇=Ⅱは叙上の表現を(b:a):(a':V)な

る配列に仮りた場合である..叙上に際して留意さるベ

きはaCβ):β間の差異僅徽にして,其れが=とも>

-くとも解される例の判定であるが是れに就いては別

記される(4-b.参照). Fo-F8は結局(α.Lg:Dg)

:Cβ-Lg:Dg)即ち(a:b):(a':bつの対比所見と

して解説されるのであるが,其の大要は既に表3〇･に

も図示された処である.

2a. F｡-F8の規格並びに各型問に於ける形態的

移動の槻序に関して署述すれば次の如くである･是れ

は同特に未知RpT-LQ　の存否と低下現象陽陰の平行

性よりRpr-LQ　に阻止性が附与された特殊な機序に

対する解説でもある.

F｡ :　血清.菌原問に共通性RpTを敏郎し, α

. β内共に反応自体が陰性に了るものである. F(N)

塑に限定される訳である.

Fi :　Rpr-O-R　の如き耐熱性原反応に於いて

α-Lg-tit-β-Lg-tit　なる関係が保持されるもので,最

も常態的凝集反応の集団である.尤も　aーLg-β-Lg

なりと雑も内容的にはα-β化に際しての共通性RpT

の陽.陰に従つて〔1〕a ･ β内Rpr配合に変動の認

められけ)場合(FCN) -M〇. 3-27に該当)と〔2〕

変動の認められる場合(F〔N〕-M〇. 9-26　に該当)

に分別される.自今a-Lg=-β.Lg例に就いては〔1〕

.C2〕が記別されるが,念の為に附記すれば,定義よ

り)自明の様に, 〔1〕.〔2〕とF(N) - F〔N〕間の所属

関係は任意である.源に〔2〕の特殊例として被吸除

Rprと残留Rpr両反応価の高低に従つてα-Lg-tit>

β-Lg-titの場合も発現し得るにとになる.是れがF〔K〕

と謂う訳で,是れをC3*】とする[F5項下に〔4〕が記

述されている〕.兎まれFlにはF(N)と　F〔N-KO

の両型が分別されている. 〔叙上の関係は慣述のF5.

F6- F7のF〔N〕.F〔K〕に就いても同断である.〕

F2:　-Fiに於ける　a-Lg(Dg)反応関与の全

Rprがα-β化に際して完全に吸除された場合と看

撤し得る形態で, F1と等しく特殊Rprの考慮を必要

としたi:い常態の様式である. F(N)型のみである.

F3 :ーa-Lg : Dg所見より, 1O〇〇C. 3〇M非耐性庶

系にして併も単一反応と解される場合に叙上〔1〕系

のa-Lg-β-Lg　が成立するものである.是れも亦

FCN)型のみである. 〔因みに本形態にRpr-H　単一
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F8は猶細分型に類別可能な場合が想察されると共に,

Fo-F8以外の実績所産の存在も推測可能な処である

実績の吟味に入るに先達つて以下是れ等の諸点に触わ

てみる.是れは結局実績検討の基準形態に資せられる

衰31.使用上の留意事項と謂う訳でもある.

3. F｡-F8各形態発現に際してのa ･ β内反応樺

成Rprの組み合わせは,夫Qとに所属の各Mo.刺(義

31.)に掲示される通りであるが,型形態判定には墳

にα ･ β内反応価の主体を成すRprの判別を要とす

る場合が勘くない　Major-Rpr�"Mm〇r-Rpr　の別は

当然として,前者が単一性でない場合は時に最高価弄

現RpT　の想定も要求されるのである.斯かる場合蓑

31.は次の規約下に引用されることになる.

a･ Rpr-LQ非介入の場合..　2種の場合に分別さ

れる岳〔1)はFiCN)-M〇. 27を以つて例示される太[

く,最高価示現Rpr　は〇l. 〇2･Rの何れとも決定

不能であるが,本例では何れが代表的　Rprであつて

も宜い訳である.但しa-L套=に於ける代表的Rprは

a-Dg･ β-Lg･Dgに於いても亦爾るべきにとが原貝l

的に要求される.無符のRprが是れに該当する. C2二

は伊且ば　F1〔N. K〕-Mo. 26を以つて例解すると,

Oi-mく･ > O2R-tサtに従つて夫JるF〔N〕舟FCK]型矧

の分立することは既述の通り,であるが,此の場合Mo

26の型形態をF〔K〕と解すれば〇1は必然的にa-L8

反応構成上の代表的Rpr　と解されるにとにたi:る.且｢

ちF〔K〕と解する場合に代表と想定されるものにL至
串

.Dg　を通じてO1の如く静符が附記されている.従

つて道に,無符の場合は　F[N〕と解された場合で,

く1)と等しくa-Lgでは〇2-Rの何れかが代表で遣

ると共に　a-Dg. β-Lg･Dg　に於いても亦同断なる

.ことが示されている.

b. Rpr-LQ介入の場合:乱の場合に準ずる訳で

あるが, Rpr-LQ阻止性介入の結果として次の如くに

なる. 〔1〕針C1)に対応せしめて例えばF6〔N'NZ〕.

Mo. 65を採ると, a-Lg反応に於ける代表　Rprは

LQ-〇2-Rの何れかで,是れは亦　β.Lg　の其れで

あることかC1)と同様であるが　6に-Dg. ♂-Dg　では

02-Rの)何れかと謂うことになる. 〔2〕 a-C2)に対

応せしめてF8〔N.NZォK*KZ〕-Mo.72を例に採ると
串

F〔N〕･FCK〕両塑に分別されること, a-LgLQ一
巻

.1の何れかがF〔Kコ該当の代表RpT　であること

等a-C2)と同様であるが, a-Dg　としての〔O1〇盟
*

R〕-titの申では〇1が一応代表的　Rpr　として考え

られる訳であるの

c.因みにⅧ.CⅡ〕以後復元処置なる術語が供任さ

所謂考察的基準現象型綜毘

芸

.■-..........　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

｣./1地形feiXLid　　　ヨ
峯　符

二　　　二二:

a(Lg) I a'(Lg)　　ネ　芯
ふ　*

ニ　b〕

れる.本処源に由来して衷31.に於ける叙上の静符附

記Rprの種別. a〔β): βの関係は変動するにとに

なる.細部に関しては該当項下に例示されるCⅧ･〔Ⅱ〕

-B-CB〕-3a.参照).

4a. G〇　GI-¥i属各Mo.群の示現する型形態

が夫QとFo�"Fi'へノF8と命名,而して〔B〕.CC〕ー1-

2.に既述の如くにてFi-F8が　F(N>F〔N･NZ〕. F

〔N･K〕.F〔N-NZ.旺.KZ〕に細別される場合の

あるにとは表3〇.lにも既に掲示の通り)であるが,蕊に

是れ等と既報42>{に於ける現象型No･ Di-Di2との関

係に触れると次の様になる. No･ Di-Diaが実績を

資料としての型形態であるのに対して, Fo-Fsは阻

止性RprーLQの)単一性反応或いは本Rprに支配され
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[註二]

1.現象型署符欄

Fo-Fs�"Mo. -F(N)- 〔N.NZ･K* KZ〕:一本文参照･

2･現象型図.抗原欄

3.　αCβ):β欄

以下F1〔N d K〕-Mo. 9を以つて2.並びに当3.項が例解される.

a.りaCβ):β　　　-a-Lg-titは是れを分析的に言うと　〇1-titに拠つて代表される場合と　〇2-titに由

つて爾る場合に類別される. (厳密な意味でのa-Lg-t　とは単純な　〇2-tit　ではなくC〇1+〇25-titである.

特にはaCβ): βと表苛己されている.然し表内では簡特にO1 1 〇2の何れかを以つて最高柵原が表現さ
*　*

れている.因みにM〇.21に於ける〇1〇2Rでは〇2�"Rゥ中何れがaの代表原であつても宜い0)であ
頼

る.) 〇2はM〇. 9-a-Lg,が〇2に拠つて代表されている場合を示す客符である.
溌4*

b. F〔N,K〕.韻1〔ォーLg)蛋->鞍BCβ-Lg> > :　F〔N. KlはF〔N〕.F〔K1の統合表現符であるが,

叙上のaCβ)くβ.静1く故2即ち概容的に言つてOg-tit< 〇i-tit CD場合には原則的にa-b-^a'-b'-〇-tit

と解し得べく型形器まF〔N〕と謂うことになる. F〔K〕はa〔β)〕β ･故1>故2･〇2･ lt>〇i-tit CD場合である.
｣Z!

Mo. 9-26の各型総べてに就いてF〔N〕のfけにF〔K〕の可能性が考えられるのであるが, >は其の場合

のa>βの関係が抗原別に比較されたものである. a.項記述の有串原:顛串原の関係に他ならない.

c. c　コ:一加熱原(Dg)化処特に由来して.Q〔 =JLQ)原自体の反応は消滅する.然し〇(-R)原反応阻

止性因子として関係している訳であるせ　L 〕はLQに由つて阻止された　〇(-R>亡itの意味である･

d.芸*昌　　図符(掛点)の位置別に由つてa-b a'-b'が示されている.栗源ま凝集

反応陽性と反尉茄比,点は反応陰性(1〇〇〇)を示すものである.

るRpr-〇-の1系単一乃至複合性反応の発現状態が考

察的にSchema　化された型形態である.総称的には

夫斗がD血F系統･同系型式の如くに記別される･両

系統の対応関係は表33.記入の通りである.

b. D系統に認められない形態がF系統に介7:〔する

にとはSchemaの構成上当然として,逆の大Eu.合も認め

られる.其の因として　Cl)はF系型式考特に際して

Rpr一K. Rpr-H関与の資料が除外されていることが

挙げられる･　C2)はF系に於ける統合的表現例えば

a-Lg>βーLg　なる所見に対して, D系では其の問の

程度の差に従つて　a≠Lg>β-Lgォa-Lg舞β.Lgの如

くに分解的表現が採られていることである,煩推の故

にF系Sc壬Iemaには省略されたのであるが,下記の如

くにて当然留意さるペき場合が恐察されるのである.

一般にD系,特にRpr-H. Kの除外されたF系では

簡りとされるが,実績上の形態にしてD. F何れの系

統にも完全な該当例を求め碍ない場合の存在し得るこ

とは,血清.吸収度.反応度に於ける各種RpT　の量

的関係,変異性,吸収処置の全.不全或いは非抗原的

槻転に由来する抗体減量, H系･正常系抗体の介入,

菌種株個性別.抗原種別に因ると想定される反応原性

耐性差(例之O-12,〔Ⅱコ参照), Rpr-K　の如き特殊

因子の介入等に起因して容易に考えられる処である.

叙上〔1). 〔2)何れの場合に就いても要に応じて〔Ⅱ〕に

一括する予定である.

5.猫背志さるべきは低下現象の陽.陰と資料に於

ける　Rpr-LQ　のF一A目u.陰とは常に必ずしも平行しないに

とである.要はLQの阻止機転に帰納される訳で,

Rpr-K等とは異なる槻序として, Rpr-LQ　なる対応

抗原(Dg) ･抗体の結合に由来するとの見解が採られ

ているのである.従つて血清.菌原の何れにLQが故

知しても本現象は発現不能な訳で,是れは資料に於け

るRpr-LQ判定上重要な条項に屈する訳である.叙

上に関して最も顕著な場合を器に挙示すると裳29･Bk

1 (M〇4 i)がある.表3〇31.に於ける　Fo(N>M〇.

1である.本形態はa-b-a/=b′=〔〇〕にして現象形

態を判定せむに由無菖全所見陰性例であるが,内容的

には重要な因子が包埋されている例である.先ず表

29.にa-Am-Rprとして附記の如く　a-LgO*Dg)-

〔〇〕例は57種の場合に認められる. aーRpr(l>へノ(16) <

Rz-Rpr〔2)-(8) - Cl〇)-〔16)に就いてのことである･

a.藷に57をα内Rpr別に整理するとα-Rpr(l)に

就いての14例, a -Rpr(2)-(8)に就いての24例〔Rpr

(2)-(4)aa.6 - (5X7) aa. 2-(8) 0],ォーRpr(9>
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(16)に就いての19例〔Rpr〔9)7<1〇X12) aa. 3-〔13)

-(15)a乱K16)〇〕と謂うことになるC表29-〔註〕参

P.者)).此の内容はa-Lg- Dg反応共に陰性の場合と維

も反応原との問に共通性Rprが存在しなかつた為の

陰性で抗体敏郎の故ではなく, 57例の内19例に関与の

a -Rpr(9)-(16)なる8種血清迄が　Rpr-LQ陽性血

清であることを示している訳である.亦表29. β-Am-

Rprとして附記のβ -Lg(==Dg>-〔〇〕例57種の場合

に就いても,内容的にも数値的にも,叙上同断のこと

が適用されるのである. β-血清は吸収処置を票つて

いるだけに原血清αに於けるRpr-LQ　保有の確率は

α.Am　を基準にする場合より原且舶勺には大なりとの

想察も一応許される処である.

b. a-Am-Rpr ･ β-Am-Rpr　としてのLg〔-Dg)

=〔〇〕各57例の内容を反応原別に整理するとR<2>

C8)に就いての3B例CR<2> 〔4) aa. 8- 〔5)-(7) aa. 4ォ

(8)2〕, R<1〇X16)に就いての19例〔R<1〇)-(12)

aa.4 ･(13)-C15)aa.2<16) l〕となる　Rpr-LQ陽性

塑としての反応原8例RzC9X16)に就いても猶Fo

塑の如き19例が認められることを示すものである.

〔Ⅱ〕実績に於ける塑形態考察並びに各資

料に於けるRpr-LQ　の陽陰想定

予報29)の如くんば,既報1)-5)掲載の現象関与全実

験例が当項下に検討さるべきであるが,表25.43>指示

例の範特に限定されている.故は既報に於ける難解例

の殆ど総べてが本義例中に観られる為と, LQ一因子血

清(Ⅶ.〔Ⅴ〕.Aー3b.参照)を資料とする実績所産を以

つて叙上例に替えむとする意図の為に他ならない.以

下〔Ⅰ〕所説に従つて血清種別に,表25.各箇所見を論

述すると共に,各資料(血清.菌原)に於ける現象支

配Rpr-LQの保有状態を追究してみる.

A Ma･c一defより,する判定

共通性既知Rpr陽性を原則とする血清･反応原問

に,所謂Rpr配合とは無縁に発現する反応と其の規

格が,現象支配Rpr想定の資料として先ず採択され

るにとは当然である.且つ器に其の最たる血清として

Ma. c-d e fが挙げられるにとも既往の話者察にI溜

述された処である.本血清列下反応には次の如き特性

が認められる　C既述と重複する場合も砂くないがⅧと

しての検討の為政えて蕊に再録される.他例同断).

〔A〕抗原的考察

1.先ずMa. c:No.1-13問に発現するtt-Lg膓

性反応の本態である.換言すれば両資料問に於ける共

通性Rprの存否と謂うにとになるが,免疫原はP.A

.R〔R〕なるR型原のことなれば少なくともS塑反応

原としてのNo. 1-Hに就いては原員舶勺にS型反応陰

性と言い得べく,陽性としてはR塾反応原としての

No･ 12- 13にR塾反応が考えられるのみである.爾る

処実績としてはNo, 1-11に就いても相当甑著な高価

反応陽性で,当然器に其のS-R所属の吟味が要求さ

れることになる.　然し乍ら　Ca)少なくもα-Lgが

Rpr-S-R反応何れとも解し得ぎること　Cb)並びに

是れに代つて未知のRprが想定可能なにとCⅦ-〔Ⅳ〕.

B.〔A〕ー〔例Ⅱ〕-4a. ; VH-〔rv〕-I-〔C〕-1-4. ) CO位.し

痕跡的反応に就いては爾く簡易にS. R所属の推断不

可の場合もあるが,兎まれ其の本態想定には入念なる

べきこと〔d)特にa-Dg. β-Lgに於ける微弱反応は

S. R何れとも断じ得ないにしても吸収処置の強化に

拠る陽性化可能との)見解が採択され得ることCⅦ-〔rv〕

-B-〔A〕.〔例Ⅱ〕-5b. ; d〇%B%〔C〕-5-6. ) (e)更にMa.

c-Lg反応はRpr-LQ単一反応と想定されるにと,

純粋単一たj:らずとも換言すれば　a -Dg　に微弱反応Ii長一

性なり)とも叙上想定には支障なきこと　CⅦ-〔Ⅳ〕RB-

〔A〕-[例Ⅱ〕-5b･ ; do-B-〔C〕-6. ; W-〔Ⅴ〕.E-1b.)等

は既に接述された処である.

2a.蕊に特に叙上(d)�"Ce)の場合を想定すると,

換言すれば表25-Ma. c(a)-def(β)内所見が全例

陰性化されている状態を前提とすると　Ma. c-Lg反応

は非耐熱原性単一反応と規定されるにとにたi:る　Rpr-

LQ反応である.表31.に叙上所見該当の塑形態を求

めると自ら　LQ　単一反応型としての　F3(N>　F4

〔N)の範囲に限局さるべく,形態的にはF4(N)と謂

うことに.なる.実績として厳存するMa･c- Dg-Ma,

d.e.壬-Lgとしての微弱反応に就いては各箇例別に以

下慣述される.

b. a.にLQ単一性反応と叙述されたものは　LQ.

H複合性反応としても当然成立し得る訳である.然し

少なくも表25･所産の範囲では主体を成すもけに非ず

との見解よりして, Rpr-H　介入の型式は対比基準と

しての義31.より除外されている.要あれば対比に際

して各実績例別に註釈される.

CB〕形態的考察

1. 〔No.1�"2�"5�"6�"8�"11コ

a. α.Dg　として1〇〇±(No･1�"2�"5�"6)�"　2〇〇±

(No. 8) - 4〇〇+(No. ll)の如き一般に動揺性の微弱

反応が全例に亘つて認められる.詳述は省暑されるが,
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叙上例に於ける　α.Dg　の本態として検討さるべきも

のには次の如きがある(1) Ma. c-def内所見充足

の条件である免旺原.全吸収厩.各反応原に共通する

Rprとして此の際先ず微量o〕王トRprが規定されるに

とは常道である. 〔2)所謂LQ　の反応原性にして

1〇〇'C. 3〇朋に対する漸減的耐性を保持するものとすれ

ば叙上の木態はRpr-LQとも看倣され得る処である.

〔3) SQfW-CV〕-LQ)の如きは畳も合目的存在とも考

えられるが未だ玄では採択不能である. (4)正常系抗

体としてCD微量　S-Rpr　に拠る解説も(Ⅶ-〔Ⅳ〕.B.

〔A〕.〔例I〕-7.参縣),藷では例えばN〇. 1�"2-Dg　と

No.5�"6-Dgとの本態は別種..任意のRprと解する

場合のことである)一応は考えられるが,是れは結

鼠　ォーDg　にはMa.d�"e�"f　内所見との俳立と謂う

条件が附随するので否定される. CD'〔2)が重視さ

れるが,既往に緯述の如くにて推断は困難であるの

bq　次に叙上反応原の内β-Lg所見が陰性化せず,

微弱乍ら陽性反応を示す例としてMa, f :No･5 (Bk

5f-Lg1〇〇+).Ma, d�"e･f:No.8 (Bk　呂d-8e-

8f-Lg l〇〇十)･Mae d :No.ll (Bk lld-Lg 2〇〇十)

が認められる. 3樺吸収原に於ける抗原配合の非関聯

性と浅田反応分布状態の非系統性を綜合すると,反応

が微弱なだけに　β-Lg　の内容判定は困難である.例

えば　Ca)βのLg㊤D-令Dg〇所見より,すれば〔以下aーDg･

β.Lg共に㊤と表現;後出のOは別種現象型用符とし

て記別さるべきものである)非耐性原としての正常系

H反応も疑える訳で,例えば　Bk5f　に於けるRpr-

H-5, Bk lid　に於ける　田　's-t　等是れである

〔No, 8茶所見はO型原所見として当然除外される)･

此の場合のa-LgはLQ.〇-R-H　と看られるが　β.Lg

を残留H反応とすれば,其れは反応原各自に任意な反

応で, ^--gとの関係も考慮の要無く,実在性も想察

可能にして兎まれ理解され易い想定である.然し乍ら

No. 5 ･ 8- ll-β-Lg〇の内容を～律にRpr-Hを以つ

て解説せむには,少なくも〇型原としてのNo. 8-Lg

所見との撞着あることより一応否定されることになる･

若し成立するとすればβ-LgがNo. 5�"11ではRpr-H,

No, 8ではLQ　と謂う如く多元性の場合であるが,

爾りとしても例えばNc.･ ll-H　に対して一応平行性が

期待されるMa. d･e.f　問所見の非平行性は理解さ

れ粟軌)処である. Rpr-H　が否定される時考察の対象

たり得るものはLQに限定されるにとになる. 00仮

りに　LQ反応原性耐性を1〇〇℃. 3〇M非耐性と観れば

残留LQとしてのβ-Lg㊤反応も考えられることは

Ca)の場合と同断である.此の場合のa-Lg内容の一

般的表特まLQ-〇-R〔Hは〔a)に拠り,除去)の源に, a一

Dgとβ.Lgの本源ま寧ろ異なるを以つて原則とすべ

く,亦吸収条件に由つてはβ-Lgとして　LQ　反応が

残留することも起り得る処である,因けにNo.5*8ォ

ll-β%Lg㊤の本態を総べて　LQとすればNo. 5�"8-

Lg〔LQ)㊤のMa. f内では　Ma. d　に就いてNo. 8

と共に　Lg(LQ)㊤のN〇. 11が同断所見であり.E発.て宜い

とも考えられる･所見低価にして実相は不明であるが,

実験期口を異にしての　LQ　の消長が先ず想察される

のである.兎まれ　Kpr-LQ　を否定するに足る所見と

ては無く,逆に原員舶勺には資料の抗原配合よりしても

最も疑われ得る　Rprである.

c.斯くて　a-Dg* β=Lgの内容としては夫々R･

LQ (a-〔1) ･ a-〔2)-b-〔b))が先ず想察されたにとに

なるが,猫a<-b.の他に次の場合が残されている.紘

論を先にすれば　α-Dg. β-Lgは　a-b.の如き考

察を要とするものに非ずして,本来共に陰性を其の定

型所見とする規格の反応には非ずやとの見解である.

木見解は(i)先ずα-Dg- β.Lg　としての実績値が

甚だ低価の源に,換言すれば一源に,特に起始管内

1〇〇×陽性の如き倣弱所見は幸〔〇〕≒〔〇〕系の動揺性を

示すこと砂なからず,微弱陽性と記録されている場合

と雄も実相は陰性なる場合が,其の逆の場合と共に,

考えられることから,採択され得るものである.実績

全例に於いてα-Dg･ β-Lg共に常に陰性所見を示す

となれば,LQ反応原性の1〇〇℃. 3〇M非耐性或いはa

. βに於ける共通性Rpr　の単一性判定等は共に甚だ

容易となるだけに,重要な見解でもあり亦次の如くに

進展せしめても考えられる.即ち(ll)例えばa-Dg

所見が陰性化する迄の反応原加熱処置の強化に拠つて.

亦β%Lgは例えば吸収処置増強の結果として,兎まれ

両所見共に陰性化する場合に就いても,唯反応原性耐

性値上昇等の改変が要求されるのみで,叙上〔i)の

内容は源にも適用可能な訳である.依つて先ず(i)に

就いて多少の考察が試みられる.

〔1コ　初けにβ.Lg㊤の実相考察であるが,蕊に1E

ず留意されるのは, β-d�"e-f×No.1-2-5･6.8申

11に際してのβ-Lg属16Bk所見の内β-Lg㊤: β.

Lg.は-5 : 11で,抗原的無縁の条件下に11/16例に

及ぶβ-Lg〇化の実例が認められると謂うことである･

陰性化の槻序は不明としても兎まれβ･Lg〇化を以つ

て定型と看撤すにとも許される所見である･次にα.

Dgに就いては　Ma,c-def　下に適例を故知するが,

Ma. iーjxNo* 6としてβーLge所見の例在すること

より是れを定型祝し得ることも同断である(当〔1〕に
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関する資特ま下に〔附記〕される).源に両者共に定

重りに於いて発現する場合即ちォーDgO - β-Lg昌C.β-

Dg〇)成立の条件を考察すると,足れはa-Lg　とし

ての反応がLQ単一性である場合より)考え得ないこと

になる〔因みに　LQ-H複合性反応の場合も成立し得

る処乍らMa. cノdefに関しては不要である〕.猶上

にはa-DgQ　β-Lg〔〕と記述されたのであるが, I｣Q

の反応原性耐性限界は厳源には未決定である.爾れば

I.〇〇'C. 3〇M処特に対して猶残留し得る場合を考慮に容

れると,ォーDg所見が微弱の場合に限られるが, a-

Dg㊤. β-LgBであつても〔1〕と同断される訳であ

る.是れは実績其のまゝの形態である.〕

〔附記〕第2報B)-第3表掲示特殊所見暴解

並びに〔1〕に関する資料追捕:一

意25.所産にはα-Dg. β-Lg巷共に,特に前者を陰

性と解し得る資料少例の故に他に是れを求めると既

報B)に際して難解所見として保留されたKep.皿B, :

T-3.内所産が在る(Rep.E25 : Iー6<5)p･343参照).

[a〕 Rpr･LQ　の存在を認容し得た現在よりすれば,

Rep.H記述が明示する様に,叙上の保留所見は総べて

I｣Q単一性反応と解されるものである.源に例えば実

験番号No. 1列下P.A-C反応所見をExp. No. 1-

{P.A-C〕の如くに暴記すると〔1) Exp. No. 4-

{Durazzo} (2) Exp.No. 6-C^J C3) Exp.No. 7

-tP.B) (4) Exp. No. 10- {DurazzfTl (5) Exp.

ISTo.13ー〔P.B〕等は是れに属する.特に(3)�"(5)の

如きは定型的なsc -Dg-β -Lff-C〇〕例であるが,本例

の実在より, LQの反応原性耐性は1〇〇'C. 3〇MC 〔B〕-

Dg ; p. 228参照)非耐性と一応判定されて宜いことに

なる.以降非対性として記述される.

〔b〕　亦少たj.くも(6)Exp.No. 1-〔P.A-C〕

(7) Exp. No. 2-〔P.AーC〕 (8) Exp, No. 4 -〔P.A-

C〕 (9)Exp.No. 4- 〔P.A--T>〕 C1〇)Exp. No･ 1〇-

〔p.A-C〕 Ql)Exp. No･ 12-〔P.A-D〕等はLQ一現象

と解されるものである. ｢.淫重みに例えばExp.No.1こ

2はRpr-LQ陽性型Osloに拠る夫々第1次.第2次

1染収β系血清であるに拘らず猶LQ一現象陽性を呈し.て

いるのは吸収不完全にして残留したLQ　抗体に帰結

される.

〔c〕 Ⅰ牙'-6-C55記述中に,其の凝塊性状･反応速

度等よりH反応との密接な関聯性が想定されているの

であるが,叙上所見の本源まLQ反応に帰せらるべく,

自ら亦Hに関する上記想定も是正されることになる.

猶反応(塊形成)速度に就いても多少の改変が必要で,

器に既述のCl)I(4) ; (3X5)系統の実績を資料とし

て是れに触れると, H反応に比すれば37〇C. 2H限所見

が凝塊量では梢劣ると共に,暁形成速度では既にR.

T.24H限所見と等価を示す例も認められるが,多く

の例ではO. H各反応速度の中間任所見として認めら

れるcDである.塊性状は既幸艮B)の通りである.

Cd〕序乍ら後述の資料として, LQの規格をRep.

E : T-3.に求めると次の如くに判定される. LQ現

象発現にはLQ抗原抗体の結合を条件とすることより

(Ⅸ参照),先ず血清P.A-Ci (==P.A-S〔C〕No･ 1 -

Ma. c表25. )�"P.A-C3〔-P.A-S〔C〕No. 3),反応原

P.A-C. P.A-D�"Dumzzo - P.B(-表25-No. 1 - 2�"

3･4)がLQ陽性型と判定される.次にLQ反応の消

失所見より,吸収原として0〕 Durazzo ･ 0∫lo -　Ch. ∫ui∫

C-表25-No. 3�"6 ; Sins')が同断に判定される.

〔e〕 Exp. No･ 13列下所見(血清: P.A-S〔C〕No･

3,吸収原: P.A--SfC〕)より吸収原性耐性は1〇〇℃. 1H

(洗聴〔Bw〕)処置に罪耐性と判定される. [是れ

に対して(血清: Rdg-S〔D〕,吸収原: Senfg-S〔C〕)

の間に得られた表25-Ma. m列下所見よりの判定は

1〇〇>C. 1HC非洗滑〔BC･〕)処特に耐性と表現される.

該差の成因が吸収原処置差〔Bw〕:CBC〕に在るこ

とに留意さるべきである.〕

〔f〕 Exp. No. 7-9に於ける吸収原Ch. suisR(non

-motile) ; Ch. ∫uis S (mo七ile)所見を比較すると,

LQ吸収能が夫々陰性:陽性の関係を示している. PA

-C1血清に就いてのにとなれば鞭毛性抗原とは一応無

関係と解さるペく,従つてR: S　由来の差異とも考

えられる所見である.然し乍ら直ちに斯くとは断じ得

ないものが表25.掲示のR型血清: S型菌, S型血清

: R型菌間所産に認められるのである(Ⅶ-〔IV〕.Bー

〔A〕ーC例Ⅱ〕-1..参照).

〔2〕扱て叙上〔1〕に対して,反応微弱なりとも是

れを陽島と看る場合,即ちa-Dg㊤. β-Lg㊤に於け

るa･Lgの一般的衰特ま　LQー〇･R-H. a-b.考察よ

りすれば一応LQ-R　に限定されて宜いにとにたi:るが,

何れにもせよ複合性反応である.従つて器にC1〕.

〔2〕を綜合すると, M乱.c-d ef×No.1･2.5･6

�"8-11に於けるaーDgG- ♂. β-Lg〇例(図表〔1)

42)符を以つて精記すれば　aョーbゥ- ♂　a'ゥーb>

.例)は単一性反応として解説可能と考えられるが,

Ma.c-def×No. 5'8 -11に散見するa-Dg㊤.β ･Lg

♂例に就いては一応複合性反応としての見地より今

暁さるべきにとが理由附けられたにとになる.

d4　源に表31.に該当形態を求めると単独反応とし

てはF^CN),複合反応としてはF8CNZ〕と謂うこと
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蓑32.　　　　LQ反　応　例

巽.關

番　号
反応原.吸収原

血清稀釈 ¥->GOO)｣S拭Ee対暁Hh〕^0｡CD〕舟OOO)K〕性
8.c〕8∈∃888…照状

供　試　血　清

Lg
2　H

24　H

P.A-scc>Lg No. 3 ton;

.什　｣十　十　-　ー　-　一

冊　-frf　-ff　　　　　　　　　　　　　　　　　-÷C)H

二二_発三...i.

"a

池

.

牡
:請
bl
くヽ

〇〕

⊂)

CD

en

ヱ=⊥L

I次吸収原

Lg2
24

Dg2
24

正次吸収原

Lg宝

*‥二三二

Ⅱ次吸収原

Eh

二至4二4二

供試血清

二三二三≡

--て二

‡次吸収原

L淫2
24

Dg2
24

Ⅱ次吸収原

.I.蔓二..

.二*〕*.｢発...

h日

活g

●　.

e,
Se
�"*サ

白
3.

N
宅,

No, 4

No. 1〇
*

二No*　5

No. ll
串

+　　-　　-　　-　　-　　-　　-　　-　　ー　　ー　　ー

｣+　｣十　⊥　ー　-　　　　　　　　　　　-　ー

P.A-SCC>Dg (100-C. 1H-4H) fBW^
*

+　　.

+騎　+*

≠T境･･±塘　　　　　-LQ

二♯
J　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

Gh. ∫uis Kunzendorf-R-'Lg (immobile)

.什　+　÷　±

廿　廿　≠　　　　　　　　　　　　　　　　-　LQ

Oslo-S〔C〕-Lg-Kunzendorf-S〔 KB 〕C mobile)
**

山　　　　　　　∵　　　　　　　｣　二=　　　　　　　.　.　　　　　　　-　二

....,　　　　　　.　　　　　　.4...　　　　　%..-　　　　...-　　　　.　.　　　　　　.....

......　　　　　　:l　.　　　　　　　　　.　　.　　　　　　　　...R..　　　　　　　.　.　　　　　　　　..　.　　　　　　　　.　.

ー　　　　　　　　　.亡

P.^-SCC>Lg No. 3 COH]

†什｣≠ ｣≠　仙｣廿｣≠　1十　+　⊥　ー　-　OH
什l　什｣4^　-Hf .w-　≠. Ill lト　+　⊥　-　OH

｣十　十十｣十　十　±　ー　ー　　　　　　　　ー　〇
｣≠ ｣≠　†什i# .什　+　-　　　　　　　　ー　〇

Odo-S〔C〕-Lg. SenfgーS[C〕.Dg〔1O〇 >C.IH)〔Bwコ･

P^-SCC>Dg(lOO-C. 2. 5H-4H) CBW;)
*

十1
.漁

｣十　｣十　+　十　　　　　　　　　　　　　　　　-　LQ

..
%

+　　_.　　ー　　_　　-　　　　　　-.

Durazzo-S [XT) -Lg

y　　　　　　　　-　　　　　　　　こ･ ｣..=　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

二
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〔註〕

1.実験番号:-第2報2)表3.の実験N〇.である.因みに,No.13-No.6の如く併記されてあるのは,
辞

両実験は同資料,吸収過程も同系統,更に所見も大暑一致するので統括されたものである.

但しNo.6の所見は+龍･±龍CD如くに記別されている.紳符に就いても同断である.
串

2. CBw〕 : -表34-C註〕参R　署解すれば加熟洗渦処置(第2報-B法)の意である(P.228参照)･

3, LQ塑凝塊: --〇H型類似塊で,簡特には軟性中等型額粒状塊と表現される.

になる　No.ll-a-Dgが硝高価(4〇〇+)である点を

考慮に入れるとLQの量的関係と相侯つてF8〔N〕も

採り得るにとになる. F8〔N-NZ〕と統括されるが

穏当と考えられる.細別形態との関係であるがF^CN)

は自らMo.28に限定されている. F8〔N-NZ〕には

M〇. 3〇 -66の別あり,其の何れに該当するかは血清.

菌原の規特に由るにとで蕊では想定不能であるが,

Mo. 38は最も想定され易い形態である　　F^CN) -

F8〔N - NZ〕の採否基準も厳密には未だ不明である

が,結局No･1�"2�"5�"6�"8�"11実績の範囲では想定

不能なLQ反応原性の耐性限界決定とMa. c-def各

供試血清の因子化処置を前提として全例に於けるF4

(N)型化の可能性が想定されるのである.此の意味

で,栗源ま定型的に発現しあらずと錐も一応F^CN)

が採択される様に考えられる.兎まれF-4�"F8の何れ

にもせよNo.1-2�"5�"6-8- 11はRpr-LQ陽性型と

判定されたことになる.

2. 〔No･4〕

β内所見放如の為型形態の想定ほ不能である.然し

No･ 4は前記No･ 5と抗原的に甚だ近縁の反応原である

こと, α-Dgl〇〇±は1.記載と同断に幸〔〇〕と解し得

るにと等を綜合すれば,足れを一応LQ陽性型と判定

するに大過無きやに想定される.型形態は叙上の如く

乍ら,同血清Ma･c-de王に就いてのことなれば敢え

てすればF4(N)とも解し得る処である.

3. -CNo.31-TNo.7�"9�"10j

No.3所見はFoCN)に該当,分析型はMo. 1に限

定される.然し本形態より,直ちにNo･3乃至Ma. cを

.LQ陰性型と断じ得ないことは既述の通り,である.

No.7�"1〇は夫々Rpr-Vi陽性.低価反応例にして判

定難の為, No, 9は未徐にして蕊でほ未だ触れ得ない

処である.

4.. 〔No.12-13〕

乱　表25-Ma. cxNo･ 12- 13所見は夫々表229>-Bk

153-154所見の転記されたものであるが,表2.〔註〕

A-2.記述の如く　Bk 153-154はLQ原陽性型P･A一S

CC〕処置に拠り) I｣Qが吸除されたP.A-R〔R〕系R-

因子血清に対する夫QるNo. 12 - 13所見に他ならない.

叙上より自明の源にNo. 12�"13両例に限定されてのに

とであるが(ⅦI〔Ⅴ〕-E-1b.参照)表25-Ma. c即ちa

規格の実相はβと謂う訳で,該R.因子血清内でLQ.堤

象の陽性に了ることは当然である.表25-Bk12cは未

検であるが,BklScに観られる通り,である･以下No.

12 - 13別に多少の註解を附してみる.

先ずNo･ 13であるが,念の為表25.記載の状態と

.しての該当型形態を表31.に求めると, β.Dgは未

検乍ら,原則特にはFiCN)に,堪敬〇-Rpr反応介

入の場合は　F1〔N〕 lに該当するにとになる　Mo.と

しては夫QとM〇.7 ; Mo. 14- 23等が最も対象祝さるペ

きものである. 〔因けに, C -E項下に吸収原性より)

再言されることを附記しておく.〕

次にNo.12は,叙上の如くNo･12供試Ma. cが

被吸収(LQ陰性化)血清であると共に未検例である..

依つて蓋25-Bk I2c : 12d該当の未配収血清内資料を

求めると表　S5)-Bk 16m〔ォ>: 15n(β)が記載されて

いる･本実験には実施Ⅰ.Ⅱ回別所産2種が獲られてい.

るが, Ⅰ所産ではC<z-Lg512〇〇. ±　ォーDg 512〇〇. ±)

: Cβ-Lg 256〇〇. ±　β.Dg C未検〕〕Ⅱ所産ではCα-Lg

256〇O.十　ォーDg256〇〇･ ±) : Cβ-Lg 256〇〇. ⊥　β-Dg

〔未検〕)で,此の両回所見を資料lにすると　fit-tit三･

β-titなる関係が観取されるのである.是れは夫々R型.

: S型としての　Ma. c一免疫原-P.A-R〔R〕 : Ma. d.

対応吸収原-P.A-S〔C〕の関係より,しても-応想定可

能な処である.蕊に　α-tit幸β-tit'該当の形態を表31.

に求めると,鋭上a.No*13に於けると同源にFiCN)

-Fl〔Ⅳ〕なる結論が得られるが,資料の純粋を前提

とすればFiCN)を定型とする形態と謂うことになる.

C因みにNo. 13の場合と異なつて　No. 12供試　Ma. c

は未吸収血清なるに拘らず現象陰性と謂う興味ある所

見に了つている.是れは,等しく　Ma.c　と表現され

ても表乱と表25.では免疫家兎を異にして夫々No. 1

(Ri ; Kー12)-No.2 (R盟; K-13)と記別される

別規格血清が供試されているにとに帰納される様であ

る(次記B･〔Bコ-6.参照).
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c.兎まれ蕊ではNo.12�"13共にLQ陽性型との判

定は附与され碍ないのである.然し乍ら亦, Ⅷ.〔I〕-

亡D〕-5.記述の如くにて未だu　陰性型との推断も許

され碍なし)のである.

〔C〕小括

資料に於けるLQ保有状態に陽陰多寡の差異あるに

とは3Rpr一Ⅰ地を基準にMa, cーdef列下所見が整理

された表28.よりしても想定に難くない処である.

QCA〕-〔B〕内容より次の如きが窺知される,

1.先ず血清であるが　Ma.cがLQ陽性型なる

ことは　FaB F8系形態多数例が其の列下に保有され

る事実に明らかである｡

2a･次に菌原であるが, No.1-13の内No-1- 2�"

4-5-6-8-11の7例は反応原としでの立場より一応

LQ陽性型と判定される.因けに叙上の中No,1�"6�"

11は,夫々吸収原P.A-SCC〕. Oslo-SCC〕 Stnfg-S

.｢C〕に該当するが,吸収源に於けるLQ保有は　Ma.

o-def所見発現に採つての必順条件の源に,吸収原

.の立場よりしても　LQ　陽性塑なるにとが立証されて

いることになる.

b. No.12 P-AーR〔R〕は, LQ陽性型血清Ma. c

rの免疫庶としての立場より,原則的には　LQ　陽性型と

の推断が,間接的乍ら附与される処である･叙上に因

むで器に留意さるべきは後述に於いてLQ陽性が立証

されるNo.13に就いても, LQ陽性Ma. cに対する

LQ=現象が期待されるに拘らず陰特に了つている理由

である.量れはNo. 12�"13供試P.A-R〔R〕No.2血

清に限つてのにとであるが, Ma･cはP.A-S〔C〕に拠

るR.因子化β.血清で,等しく叙上No. 2血清より,夫

々該当の吸収原処源に得られたMa. d�"e･f各β-血

清と同格のLQ陰性化血清であることに帰納される.

3, Ma. c-d e f内所見よりRpr-LQ規格検討の

資料として次の如きが認められる･

a. Ma･c:No･1.2甘4*5*6年8･11間各Lg-titは,

a-Dg　微弱反応〔1〇〇±-4〇〇十)の陽陰｡本態とは

無閲特に, LQ.titに由つて表現されてし)る.定型的発

現の場合はLQ単　Rpr反応と解し得るものである.

従つて既特に屡ノ令低下現象と記述された　Ma･ c内降

下所見は,器にLQ-gen自体の1〇〇>C. 3〇M非耐性或い

は漸減的耐性所見(3-c.参鼎)と改変さるべきである.

b.供試資料に夫々純S.-R性が附与される場合即

ち定型的発現の場合は, Ma･ c;No.1-11間共通性

RprはS.R系共に陰性にして　LQ陽淫　Ma.c:

No. 12�"13ではS系陰性lにしてR系のみ陽性と考えら

れる.正に自ら純化Ma.c Rpr配合はLQ-Rと規定

されるにとになる.従つて　LQ　の抗原的所属は既知

S-R-Rprの域外に想定さるべきで,特にR域よりま

其の汎在性とは逆行的に否定される様である.

a a.記載のNo.1以下8例に観られるα-Dg微弱

陽性を非定型所見と解すればMa･ c RprはLQ-R-S

の場合もあり得る訳であるが,其の本態をS′-Rと解

すれば痕跡的に過ぎず, LQと解すれば其の反応陽性

耐性に直結することになる. LQの耐性限界は未決定

の故である.然る処栗源に於けるα-Eg l〇〇±-4〇〇+

なる微弱反応の本源ま常道的にはRpr-Rと解される

処であるが, O.- R何れにもせよ兎まれα.Dgとして

の〇 -R-titはLQに阻止されての反応価の源に,非

阻止値(a内〇 -R-tit)としては,より,高価なものが想

察される訳である.然し乍ら資料純化の過程よりすれ

ば1),此のS.R性不純度は理解し難い処である.器に

例えばR〇　×S.g亡nに発現する反応を原則的にRpr-K

系�"R-titとする現行の判定様式に疑義が抱かれること

になる.証拠とすべき例は多々であるが, LQ一因子血

清に関する実績と共に後報の予定である･

d. Ma. c一def列下に認められる現象型は次の如

くに要約される. S型菌原(No･1-ll)に就いては,

未決の3例(No.7-9-1〇)が除外される結集, 7例

(即o.1-2*4-5･6*8�"11)にして主部を占める

F*CNX-FsCN ･ NZ〕)と唯1例(No. 3)のFo(N),

R型菌原(No. 12- 13)に就いては両例同一と想定さ

れるFi(NX-Fi〔N〕)である.内容的に最も.遏接す

るMo.型別を附記すればF4 - M〇.28�"Fs-M〇-38;Fo

-Mo. 1;FI-M〇7(N)-　Mo. 14-23〔N〕である書

B Ma.k-1m n　より,する判定

前記Ma.c-defに甚だ近似して多数例の:>F4(N)

系形態が観取される.然し乍ら形態的には爾りとも内

容的には比較検討を要する例もあれば,亦明らかに異

種形態例も介在するのである.
R,

I二A〕抗原的考察

1･蕊にMa.k(a):No.1-11問共通性S-Rpr陽

陰の関係をAnti淫enic schemaに-太めるとC1)〇-4-12

例〔No.4-5) (2) 〇.12例CNo･1･2.3･7･8-9-1〇)

〔3)並びに共通性RpT陰性例(No,6�"11)の3群に

分別される　Ma, l^--n(β)に就いての実績例は7例

CNo.1�"2�"3�"7�"　　〇 11　に止まるが,量れ

より) Vi塾1例(No.7)を除いた6例と叙上(1)

C3)の所属関係を求めると, (3)所属の1例(No.8)
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を除いた残り全例が(2)所属である.東に其の1例

(No. 3)を除けば残4例総べてがF4CN;>-F呂〔Ⅳ.

NZ〕に所属している.然る処下記の理由より　Ma. k

内0-12-Rprの存.否に就いて疑義が懐かれるのであ

る.以f署解される.

2.韮にRpr schemaを基準に言えばα-M乱kに

保有さるペき〇-12･｡i｡は,供試吸収原Senfg-S〔C-D〕

P.A-R〔R〕のRpr配合より,自明の如く,原則的に

は吸除不能のRpTである.爾るにも拘らず衰25.例示

cD如くβ内所見陰性のF生〔N)-F8〔N. NZ〕属例が判

然と観取されている. 〔因みにP.A-R〔R〕吸収L特に

O-12組成の残留を仮定すればβ-けに於ける陰性化

所見のみは解説可能としても, β-1mに就いては理

解不能である.コ叙上の関係より,観る限り,,是れ等F4,

. F8屈反応原の吸収前陽性反応即ちMa. k内反応の

本態を〇=12とは考え得ない処である.本結論はa列

下Bkに於けるLg : Dg差,換言すれば反応原性耐性

差より,しても-応は窺える処である.而してMa. k-

1mn列下諸反応は　Ma･c-def　に於けると等しく

Rpr schemaより言えば疎緑或いは無線の血清･吸収

原･反応庶間に,吸収原の型別より言い得る如くS I

R型別を超越して発現した所見のにとなれば,結論も

亦けに於けると等しかるべく,少なくもa-Lgの本態

としては既知　S--R-Rpr　の域外に所属せしむべき規

格cD Rprが,菰ではLQが,附与されても宜いと謂う

にとになる.従つてa内〇-12の存在はRpr schema

を基準とする場合の想定的陽性と謂うのみで, M乱

k〔a )には偶々保有されず或いは極微の如く〔Ⅶ.〔Ⅳ〕ー

B-〔C〕-6b.参照),従つて亦F4- F呂属実績例のみを

基準とすればa内所見はRpr-LQ　単一性反応とも解

されるのである.

3.然る処先に異種形態例として保留された1例

No. 8はβ- 1 m所見著明陽特にして是れが本態は原

則的には0-12とより解し得ないものである.然し〇-

12反応にしては爾余の　O-12保有反応原例との隔差

に過ぎるものが感ぜられる･此の場合〇.12系部分原

との関係が吟味さるべきは当然で,表26-A>2)を基準

に考察すればF4-F8属例中No. 1 - 2- 3 (7)は総べて

O-121を共通Rprとするのに対してNo･ 8は〇-12i-

〔1鮎〕である.即ちN〇. 8反応の本態を成すものは是

れを〇-12sと解すれば足るべく,亦抗原表では〇-12

に関してNo. 8と同規格のN〇. 1〇-ォーLg(4〇〇±)が

No･ 8-a-Lg 32〇〇+に比して遥かに低価なる理由は

両者間の〇-1鮎披陽特に帰結可能なにとが, Kep ll>

こT-2.記載の..1鮎血清列下被陽性差所見より,一応

理解されるのである.

4･以上を要約すると　Ma. kはRpr-O-12　陽性

であるが其れは〇ー12Bに就いてのにとで, 〇-121-8は

陰性か足れに近似の如くに想察される〔因みに本所見

の因は器に推断不能であるが, 〇-12部分原の抗体産

生皮に例えば試獣個性別差異の認められることは屡々

で,叙上の如きも既に経験されている例である〕.従

つて　Ma. cとはRpr-12丑に関して既に其の規格を

異にするが, Rpr-122陰性反応原に関する限り, Ma･c.

M乱k間には差異無き理にて,両血清何れに就いての

F4- F8属反応の内容もRprーLQ　単一性反応或いは

是れに近似の複合性反応なることが知られるのである.

然し兎まれ〇-122陽性血清のことなればMa. cーde I

列下とは異なつた所見出現の機会も想察可能な訳で,

No. 8所見の如き其の一例と謂うことになる.

猶叙上の1- (2)属例基準に対して, CD屈例を基準

とする場合にはMa. cとの問にO.4等に就いての差異

も生ずる訳である. 〔3)属例基準の場合と共に次項に

順次検討される.

CB〕形態的考察

1. ｢二No.1･2.1〇･11〕

a.定型的たi:場合を想定して判定すれば,全例がF4;

〔N> F8〔NZコ所属と考えられる. No.1･2に就い

てMa. c-Dg : Ma. k-Dg問に1〇〇± : 〔4〇〇±)の差異が

認められるが,表25-〔註〕記の如くにて(4〇〇±)の

実相を4〇〇±より,遥かに低価と解すればMa.c-def jに

於けると同軌の解説もて足るべく, 4〇〇±を実相とす

ればF8〔N〕に近接するにとになる.No, 1〇も同様にて,

C4〇〇±)く4〇〇±と解すればα.Lg≒Dgの低価例と化す

る為判定困難となるが, C4〇〇±)=4〇〇±と解すれば

明らかに他例に準ずるものである.

b.叙上より上記菌原全例は　Ma.k一1mけに就い

てF4(NX-F呂〔N. NZ〕)を示現するLQ陽性型と

判定されることになる. M〇.所属等Ma. cに於ける

と同断である.

2.　LNo*　6J

未検了例乍ら〇-12sと考えられるMa. 1サm.りに対

するNo･ 6.β -Lg - Dg反応は一応陰性と想察される処

である.亦β所見故知乍ら菌原.血清のRpT配合より,

No. 11に準ずるF4(N>-F8〔N. NZコと想定される

もので兎まれa内所見のみよりしてもLQ陽性型と

判定される例である.

3. CNo. 8J

a･ 〔A〕に既述の如くβ内反応の本態としては〇.
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l22より,考え得ない例である.定型としてはLQ単一

性と想定されたMa.c系βC-def)内所見との間に著

差が認められる　Ma.k-Imn内型形態を図表〔I)4

符に置換すると　a;b-a':b'-2:1で相似形を呈し

a:a'-2:1である･ a:a　差は僅徽にして其の因と

しては(1)α-β化に際しての抗体の槻械的逸散C2)

β血清濃度の柿発..T重.e化等が考えられる卓〔3)抗原抗体反

応としての低下は吸収原がSen地-S〔C-DJなること

より原則的には無視され得る処である.依つて例えば

CD�"(2)等の場合を考慮に容れると実相の判定には原

態復帰を要すること当然である.即ち事例ではβ-Lg

.Dgを共に2×してa-Lg-tit-β-I*.ならしめる場

合である.本処特ま以降復元と署称される〔因みに復

元塑採用の太E.合には蓑3la価代表Rpr (鞍附記)の

軒別, aCβ): βの関係等に改変を要する訳である

CⅥ正-〔韮〕-[C〕-3c.並びに後記Ⅷ.〔1I〕JC.〔B〕一5a-b.

: D〇-D{Å〕上2b=〔註記〕参照) 〕.斯くて蕊に塑形態を

表31.に求めると先ず非役元性形態としてはF5〔K〕が

3宮-られる.然る処F5CK〕はβ内LQ-Rpr陽性例で,

例えば叙上1.〔No,1･2.1〇.11二l解説に際してのβ内

RprーLQ陰性なる考察と相容れない処である.復元型

としてもF5〔N〕一Mo. 33�"F5〔N〕 -Mo.47等が最も

近似する処であるが, β内　LQ-RⅠ)r　の介在に関係し

て採り頁..ない処である.尤もLQの吸除不完全にして

β内に残存する場合にiに白β内共に低下所見陽性であ

り｢｣'.ること,換言すればF5CN〕類似形態の存立し得

るにとは期待されるが, a･β両血清内Rpr-LQの量

的関係より推して原則的には現象度がa>βであるべ

きことより此の場合も除外出来る訳である･依つて他

に是れを求めるとF6が存在する,然しF6〔N〕(復元)

むF¢ 〔K〕 C非復元)何れの場合にもβ-Lg>β-Dgの

点で完全には一致しない.此の　>b'の解説は既述29)

cに)如く此の場合唯〇Rl2の反応原耐性に拠る訳である

が,其の因を0-12に置くとすればa内a>bの由来

を必ずしも　Rpr-LQ　に求める必要は無いことになる.

斯くて玄にF1CN〕･ F1CK〕等迄が想定されるにと

になる. [因みに例えばNo. 8に就いて復元型が考慮

されたとしても,爾余の例に就いては必ずしも本処置

を必要としたj:い専　β列下所見と謂つても反応原に由つ

ては別回次調製のβ内所産が記入されている場合もあ

る為である. Ma･ b.j　等他種血清列下所見に就いて

も同断である.〕

b. Ma. c-def内で顕著な降下歴とF4･ F8系形態

を示したN., 8が, O-122の陽陰を別にすれば殆ど同

格と想定されるMa.k-1m n内で降下度せ型形態共

に叙上の如くなる理由の解説は未だ不能である.乱所

説の如く判定対象はF1〔Ⅳ〕.F1CK〕 ;F8〔Ⅳ〕.F6

〔K二lなるべく,而してFi:F6の別は直ちにLQ陰

. F染目,-の差を生ずる訳であるが, a内現象度すら低度に

して叙上型式の採否は甚だ困難である.蕊ではMa･

cに於けるを参考にLQ陽性系統のF6〔K〕を最も近

接の該当型式と判定しておく.然し是れをF1と解す

るにしてもNo. 8を直ちにLQ陰性塑とは断じ得ない

こと既述の通りである.

4. 〔No.4〕･〔No.5〕

a･加熱菌免疫血清内所見としてRpr-H　系反応は

一応否定さるべく,両例とも0-4�"I2i-2を共通性Rpr

とするものと想定される･此の際β-Imn内所見未検

の為型形態は不明乍ら,少なくもNo.4は其のa内現

象度より,して一応LQ陽性型と判定され得るものであ

る.足れに対してNo.5はNo.4と等しく　a-Lg>a-

Dg乍ら其の度弱く前記No. 8所見を参酌すれば未だ直

ちにLQ陽性型とは断じ得ないものである.

b. No.4�"5の抗原的近陽性より)すれば, No･8所

見とは無関係に, I｣Q陽陰何れかの両者に共通する判

定も考慮さるべきであるが,克では実績lに拠る判定のノ

みに止めておく.

5. 〔No.3〕.〔No.7-9〕

Ma. c-defに於けると同断である.

6. 〔No.12-13〕

a. "別試"1)に際してBk 12k-Lg 4〇〇･ Bk 13k-

Lg 32〇〇等の如き部分的所見も獲られてはいるが,

No.12�"13はMa･ k　に就いて未検了例である･幸い

にNo.12は吸収度として供試されているので,此の

立場より其のLQ保有性を吟味してみる.

b. Ma. c-def列下所見考察に際して既述の如く

(A参照　Ma. c一免疫原としての　P.A-R〔Rコは当

然LQ陽性型なるにとが想定されるに拘らず,蓑835)

-Bk lfimに於ける反応原としてのP.A一R[R〕所見は

α -Lg : Dg-512〇〇･ ± : 256〇〇±512〇〇. ±を示して現

象陰性に了つているのである.此の免疫原.反応原な

る基準別に認められる非柏陽牲がMa.m (表8-): Ma,

c (表25.)間に於ける供試血清別(No･ 1) : (No･ 2)

-Ri : Raに,換言すれば免疫家兎別(K-12):(K

-13)に帰結せしめ得る所見でもあることは既にⅦ-

CV〕-E-2b.にも論述された処である.従つて免疫原

P.A-R〔R〕自体のLQ原保有量は僅微なれど,偶Qる.栄

兎K-13 No. 2の個性に由来して高度のI｣Q免疫が獲

られたものとも解され得る処である.然る処Ma.k-n

列下所見として吸収原P.A-R〔R〕のLQ　抗体吸除
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効果よりすれば,此の立場よりする　LQ原保有量は

i相当高度と想定されるのである.叙上の非相関所見を

柏陽性であらしめむ為には　P.AーR〔R〕はLQ原陽

性にして,免疫原性.吸収原性共に充分,蘭ればMa.

c-def-Ma. k-1mn列下所見の解説も亦容易と謂う

条件を必須とするが,蕊に本条件許容の為には叙上の

想定とは全く逆にK-1.2 (No.1)に於ける　LQ免疫

度が偶々不充分であつたと解される婆あり,木見解に

拠る時総べての所見は一応理解されることになる.〔此

の場合K一12 - 13に就いての免疫術式.時期等は総べ

て等しく,免疫条件或いは菌原に於けるLQの時間的

消長に由来しての差異とは考え難いことを附記してお

く.猶此の他正常系I｣Q抗体の存否.量的差異がノー因

として挙げられる. K-12に就いては　LQ　陽性とし

てもLg l〇〇O以下なることが想定可能で(表8-Ma,

m〔N)内所見参照),足れは叙上想定に一応平行する

所見であるが, K-13に就いては実績敏郎の為比較不

能である.〕兎まれNo, 12は一応LQ陽性型と判定さ

れる. 〔因みにP.A-R〔R〕がLQ　原陽性なること

は後述のMa. a-b　所見よりしても肯定される処で

ある.〕

[C〕小括

1. Ma.kがMa.c同様にLQ陽性型なるにとは

叙上の諸考察に明らかである　Ma. l*mサn〔β)は,

M乱d-e-fCβ)がRpr-R或いは量れを主体とする近

似血活.であるのに対して, 〇-122或いは罷れを主体と

する近似の規格を持つものと想定される.

2a. Ma.k-1mn内所見考察に由つてLQ陽性型

と判定された菌原は,反応原の立場よりするNo. 1-

2-6-1〇 ll,吸収原の立場よりするNo.12である.

此の中No･ 1〇 ･ 12は本項考察に於いて始めて陽性判定

が附与されたものである.

b. Ma. c�"Ma. k内所見を通じて玄にNo.1�"2�"

地　5�"6�"8�"10�"11�"12なる9/13例迄がI｣Q陽性型

と判定されたにとになる.然し猶No.3-7-9-13に

は梱れ得ていない訳で,以下逐次Ma･ a-g.i内容

に是れを求めるにとにする.

3. No.8所見より自明の如く,定型的形態を主体

に模型化された蓑31.記載Schemaに実績と一致する

形態の求め得ない場合のあるにとは当然である.成因

は多々であるが　i-cn〕.[C〕-4b.参照),其の一つは

β内反応支配抗原の反応原性耐性に左右される場合で

ある. O-12の如き特に留意さるペきである.

C Ma i-jよりする判定

原則的には前記Ma. k　と高度の抗原的近縁関係に

在る血清にして,考察別に異種.同種何れとも解され

る型形態を示しているもけにMa, iがある.

〔A〕抗原的考察

1. Ma. k-1mn･Ma. i-j両列下所見を反応原別

に対比すると,殆ど全例に亘つて形態的様相を異にし

ている.然る処抗原的に観ればMa.i�"Ma. kは甚だ

近縁関係に在り,亦No.1-11との共通性Rpr　も

Antigenic schemaよりすればMa. k　の場合に殆ど

全く一致すること蓑26-A.掲示の如くである.更に

吸収原に就いてもMa. i�"k　問に夫Qと　T一R〔RB〕.

P.A-R〔R]の別はあれどR型原なるにとに差異は無

いのである.従つて両血清列下には一応同軌.同型所

見が期待されるに拘らず異相形態の観を呈しているの

である.

2.然し乍ら他面に於いては次の如き見解も一応成

立するのである.器にMa.i.k問の顕差と謂えば両

系β血清内反応の夫々Ae長エ･陰に帰納されることになる

が　Ma. !�"mサn　所見陰性の因は既述の如く　Ma. k

内反応を, No.8以外の(下記参照)実績例総べてに

就いて　Rpr-LQ単一性反応と解し得ることに求めら

れるものである.此の際仮りに　Ma. i｣　に於ける

α･Dg. β-Lg, β-Dg l〇〇±-+　を佳徽反応として

陰性祝してみると,其の形源まMa. k-1 m nに於

けると甚だ近似するにとになる.特にNo･4-5-8所

見を例に採ると,先ずMa. k-〔a).Ma. 1�"m�"n

cβ)何れに就いてもNo.8はO-121.2を共通性Rpr

として反応陽性( An七i酢nic s血ema　の上では　〇.

121-2,実績考察の結晃一では, 〇-12s, B-〔B〕参照),

No. 4*5はβ内所見放如乍ら〇-4-121.2を共通性Rpr

としてNo.りに大暑類似所見の期待されることはB-

〔B〕%5.に既述された処である.叙上に対してMa. i(a )

Ma. j(β)内所見を通覧すると,M年.k叫1mnに於

けると同源に〇-12i.2(No･ 8).〇-4'12i.2 (No. 4- 5)

を共通性Rprとする同格所見が憩察されるのである.

以下1.2の内容を各箇例に辿つてみる.

CBコ　形態学的考察

1.　CNo.6J

F4.〔N)に全く符致する形態であるが,本来共通性

既知Rpr陰性のNo,6反応のにとなればォ-Lgは一応

LQ単一性反応,形態は定型的　F^CN),従つて亦

LQ陽睦型と判定される. [因みにRpr-H反応に就

いても成立する形態なることは自明であるが,既述の
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如く本例には一応無禄として除外される.〕猶序乍ら

a-Lg即ちijQ-tiを　Ma. c:k:i問に比較すると

=16〇〇± : 16〇〇± : 4〇〇+で,是れは各血清内Rpr-LQ

の量｢fノ)]関係想定に関する-資料である.

2. 〔No.11〕

共通性Rpr陰性型として叙上No.6に準ずる所見

が期待されるに拘らず異相形態が認められる.本例に

就いては　Ma. g-h下に一括解説されるので, .量に

はF6〔K〕〔｣娼〇. 31), LQ陽性型なる判定のみ記述さ

れる.

3. CNo.1�"2･3〕

F4(N)-F8〔N- NZ〕. LQ陽性型にして　Ma,

def×No.1-2に於けると大暑同断の所見である.唯

β内に微弱乍ら耐性原所見の認められる点を異にする.

器に此のβ.Lgの本態であるが　Ma.d�"e�"f(β)×

No.5�"8�"11-Lgとしての微弱反応の内容が　Lg㊤>

Dg㊤の関係より, LQ　の残留反応とも一応疑い得られ

たcDEに対して, Ma. j(β)ではLg㊤=Dg㊤ (共に

1〇〇O)なる耐性所見より　LQは一応否定されるとし

ても, Ma.j(β)はS系統の血清乍ら反応徽弱なだけ

にRpr-O.R何れとも考えられる処で, β.Lgの内容

は糜El-不明である.然し初頭の塑形態. LQ膓i陰に関す

る判定に改変の要は無いのである.叙上例の中No･3

のみは　a-Lg; β-Lg　比にも自明の様に形態不明確

なるを辞み得ない.次項4.けに追記される.但しNo･ 3

は現象皮相-ーの数値化平均値所見より,,嘗て(Ⅷ%

〔Ⅰ〕.〔A〕.3乱)現象陽性例と解されたものであるにと,

並びにE-〔B〕-4b.に至れはF6〔N〕と判定されるに

とを附記しておく.

4. 〔No骨1〇〕

a. No.1〇所見に合致するものはF6〔K〕であるが,

量れをβ内容にRpr-LQ介入の形態として一応除外

すると,近似形態としてF¢〔K〕が挙げられる.実績

はβ-Lg; β.Dgの放に全くは一致しないが,共通性

Rpr-12i.2系反応の故に考え得る処である.次に

aーLg : β-Lg-16〇〇+ : 8〇〇+程度の減少であれば復

元型として考えると, Oーl2反応原性耐性に就いての

考慮は蕊でも必要であるが,兎まれF8〔Ⅳ〕とも解し

&ないではない.蕊ではMa. k×No.8に際しての所

特に準じてF6〔K〕が先ず採択されるが,何れの場合

もLQ陽性型.との判定に差異は無い訳である.

b. 3.既述のNo･3所見はNo.1�"2系としても亦

N〇.1〇系としても一応の解説は附与される.抗原的に

ま前例に準ずべきこと当然乍ら,形態的には後例に準

じてF6〔K〕 早 LQ陽性型とも判定され得るものである･

本稿では3.の判定に従つておく.

54　〔No.4�"5�"8〕

a.先ずNo,4に就いて解説すると,共通性RpT

は〇-12i.2�"4 : H-1の源にa-Lg 128〇〇±なる高価反

応は〇型ともH型とも解され得る処である.然る処a

-β化に際してLg 32〇〇+に低下するRprは,吸収

原の抗原配合より推して〇ともHとも解し得ない処で

ある.次にRpr-RであるがMa. iはS型血清の故

にα-LgをR-th　と観むには高価に失するものがある.

従つて残るRprはLQであるが,直ちにα-Lg　を

LQ-t　とも断じ得ない処である.1器に兎まれNo.4所見

該当の形態を表31.に求めるとFefK〕以外には存在

しないのである. M〇.としてはMo. 31-72の中吸収

原がR塑である場合の例特に求められる(Mo. 39

52-53･6〇　61�"69�"71�"72�"73以外の型式と謂うこ

とになる).以上の如くにてNo.4はLQ陽性型と判

定される.扱て器に叙上a-Lg-ti支配Rprの本態で

あるが, F¢〔K〕に就いては次の条件が要求される.

例えばM〇. 51であればa-Lg反応価がLQ-Rの何

れかを以つて表現されるにとを必要とする.自然亦血

清Ma. iにせよ反応原No.4にせよ,其の規格として

高度のLQ-R-Rpr保有が要求されるにとになるが,

Rが甚だ高価を示す場合は本例資料としては採択され

得ない為,自らLQに限局される訳である･ Mo. 31

であればα-Lg 128〇〇±の本源ま当然LQと謂うこと

になる.然し乍ら此の場合厳密に言えば,例えば

Mo. 31-Lg･titはRprLQ-〇の, M〇. 51-Lg-titは

Rpr LQ-〇.Rの複合反応価であるが,後者に於け

るR-titは叙上の如くにて高価発現のRprではあり,

得ない為,概容LQ-Oと表現される訳である.此の

LQ: Oの関係即ちLQ>〇はF6〔K〕の条件(表31.

参照)より生ずるにとで, Lg 128〇〇±は一応64〇〇+

とも解し得る所見であればa一Lg 64〇〇+ : β-Lg32〇O

+の関係に於いて復元化すればF8〔K〕はF8〔Ⅳ〕に

移行すると共に,叙上のLQ>〇たj:る関係は逆に

LQく:〇化することになる.併もLQ陽性塾なる判定

に改変の要が無いと同時に,　α-Lg 64〇〇としての形

態はNo.5 (FeCK〕･LQ陽性型)と全く一致するこ

とになるのであるが, No.4�"5の抗原的近縁関係より

推しても寧ろ両者は斯くあるべき様に考えられる.節

くてa-LgはI｣Q-t!に非ずして〇　　a-DgはLQ

作用を豪つた〇�"ttt, β.Lg･ DgはLQ-nin陽性化C吸除)

後の〇Q叫　α -O-tit>βー〇-titは吸収処特に由来する

β血清の稀薄化を因と為すと謂う如くに解されるので

ある.要するにNo.4はF6CK〕.LQ陽性型と判定さ
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れることになる.

b. No･5はα内現象度低弱と謂う他にα-Dg-β.

Lg- Dgなる所見に由来して難解となつている.然し,

α-Lg128〇〇 : β-Lg 32〇〇-4 : 1にして其の復元化に

一考を要した叙上N〇･ 4所見l･に比すれば復元化も許容

の埼内に在り,亦従つて, No.4の基本型とも看られ

る理解容易な形態である.実績所見其のまゝにF6〔K二

として,復元型F6〔N〕の場合同源に, LQ陽性型と

判定される訳である. M〇. 31-51等に代表さるべき

ものであるが,復元型に拠る考察即ちβ血清濃度稀薄

化の為の実績所見とする見解より, N〇.4の場合同様

に表31.記載とは異なつて, α-I*.の代表RpTは

o, a(β):βはLQ<〇と解さるペきである.

c. No. 8所見は,叙上のα内現象度低弱CNo･5)･α

瓜g : β-Lg-4 : l(No. 4)なる所見の特に,LQ一現象に

採つてはα-Dg-β =Lg (N仇4-5)より更に不適

なa-Dg; β-Lgなる関係に由来して, N〇.4-5-8

例中最も難解な形態と謂うことになる.器に表31.

S血emaに該当形態を求めるに際して先ず復元化する

にとなく考察すると,ォーLgはRpr-R-titではあり,得

ないにと自明の源にRpr･LQ:titと解されるのである

が,斯くては, CQa-Lg: α-Dg-2Mなる過少阻

止性と(2)α-Dg> β-Lg所見の発現概序が全く不明

な訳である.然る処器に復元処置を試みると, & -Lg

: β･Lg-4 : 1一般にα-Lg>β-Lgの機序はN〇-4- 5

同源に真相不明乍ら, CO-(2)は一応理解される訳

で,蕊では結局復元化考察よりNo.4 - 5と同軌所見と

解して, F6〔Kコ. I｣Q陽性型なる判定が附与されるに

とになる.序乍らNo. 8に於ける共通性RprはNo.4-5

と等しく〇-12i･Bの故に,其の耐性に由来するもけに

留意さるべきであるが,何れに就いても特筆所見は無

い様に考えられる.

6. [No.9:

共通性Rpr-〇-121-2　の反応原性耐性の影響に留意

さるべき例であるが,兎まれa-Lg-tu: a-Dg-u　に認

められる著差よりしてLQ陽性型と判定されるもの

である. β内所見放如の為型形態は不明であるが,抗

原的に近縁のNo. 1〇. β所見を基準にしても叙上の想

定は附与され得る棟である.猶現象度数倍化所見より

現象陽性例と判定されたものであるにとを附記してお

く　CⅧ.CⅠ〕{A〕-3a.参照).

7.　fNo. 7J

Vi型菌として猶保留される.

8. CNo.121�"LNo.13J

No･ 13に就いてのa-Lg(16〇〇-O - a -DgC8〇〇+)

は不明瞭な反応乍ら　C表254望,.〔註〕参照)原則的に何

れもRpr-R反応と解されるものであるCRpr-LQの

存在を基にする場合,当然Rpr-Rに限定されること

なく是れをI｣Qと解する場合の考慮さるべきにとは

Ⅷ-〔]K>A-〔C〕-3c.に既述された処である.然し本.

例ではa.-Lg-tit :.ォーDg-t　なる反応原耐性所見より,香

定される〕. β･Lg. Dgの陰性化は吸収原との関係よ

り,当然である.器にMa. iがI｣Q陽性型であること

ばNo.1�"2�"6�"11所見より明白な処で,亦従つて

No･ 13が吸収原の立場より, LQ陽性型と解され得る

にとも当然である.爾ればMa.iはRpr-LQ･〇-CR)

血清　Ma. j内所見はNo. 13処源に由来するRpr-LQ

-CR)消失所見と解されるにとになる.従つて亦本形

態はF8CN〕に該当, M〇. 38等は其の代表と考え得る

訳で,器にNo. 13は微弱所見を資料にしてのにと乍ら,

反応原の立場よりしても一応LQ陽性型と判定され

たにとになる. 〔等しくR型菌であるがNo.12は来観

例である.〕

〔C〕　小括

1. Ma. iは叙上所見より) I｣Q陽性型と判定される.

Ma. c系所見考察に際して　Ma. i免疫原該当の反応

庶No･ 4に想定された処と符致する訳である.

2. Ma. i一l.所見考察に於いて, LQ陽性型として

No.3-9�"13が吟味追加される結果,未決定はNo･T

のみと謂うことになる.

D Ma. a-bより,する判定

〔A]抗原的考察

1. Ma. a-b列下所見を通覧すると2種の形態が

認められる.

乱　衷26.掲示の如く被検例に於ける共通性Rprは

全例を通じて〇.12である.時にO. 1或いは〇-2-H-a

の共通する例も散見するが,兎まれ成一Lg内容は,

H-a関与のNo.3 (No.1- 2未検)を除いて,一応

〇･12-1-2反応が考えられて宜い例である.吸収

原はR型菌の故に原則的には叙上共通性Rpr反応に

は無縁の理にて,従つて亦α.Lg≒β-Lgが期待され

る訳であるが実績も亦是れに準ずる所見である.

b.然る処tf-Lg≒βーLgの関係を細別すると

〔1>=　βの場合CNo.5-8)と(2)a<βの場合(No･

4-7-1〇)に分別される.

2a. α=β属例は同時に　α.Dgくα-Lg-β-Dg=

β-Lgの関係を示しているが,是れ.はRpr-LQに視
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する諸型式中量も解説容易な形態でF6〔Ⅳ〕に該当す

るものである.

b.　　β属例に於ける叙上の関係は,Noォ7を除列

する場合, a-Dg<a-igくj9-Dgくβ.Lgの如くで

あるが,兎まれαくβなる所見は例えばRpr-LQが

Lg (生菌原)反応をも阻止する等の特殊性能が決定

されない限り, β血清稀釈度との甚だ緊密な関係を示

唆するものである.復元型式が要求されるのであるが

斯くて得られる形態もF6〔Ⅳ〕と謂うことになる.

〔註記〕 Ma. a一b列下反応に就いての復元化は,既述

のMa. i一j等に於けると異たi:つて, a<βなる関係

に自明の如く仮りにa..βを=1こ2とするとβ-tit

を%化することになる･ a-β吸収処源rに際して抗体

濃度がαくβの如く濃厚化されることは,木器に於け

る資料.術式の規格より,して理論的には一応除外され

るのであるが,一般的に言えば吸収時の条件差其の他

.に従つて吸収後の反応価上昇に遭遇することは蘭く勘

くはないのである,倍数稀釈法に於ける2Jへノ%x程度

の復元処置は許容の範特に置かれ得る処である.

[B〕形態的考察

1. CNo,5�"8j

叙上の如くにてF6 4N〕.M〇.としてはMo. 31等

が最も合致する形態である. LQ陽性型と判定される

2. 〔No.4�"1〇〕

復元処置を採れば既述の如く　F6〔N〕. LQ陽性型

と判定される. No.1〇ではβ-Lg>β.Dgであるが,

共通性Rpr-O-12i.8の耐性を以つて解説しておくこ

とにする.朋〇.も1.同断と解しておく也

3, LNoo7J

反応原の立場より,のRpr-LQに関する判定は困難

である･唯参考に迄次の如き考察を附記しておく.蕊

に先ず復元処置を採ると(β-ヒitの%化;Lg 8〇〇. Dg

16〇〇),ォ: β内各Lg･.Dgの関係は全く同所見となる.

a内でDgはViの不活性条件下に〇'titの真価を発

揮せむとし, LQは足れを阻止せむとして均衡した状

悲での　a.D針titが16〇〇±であるとすれば, LQは既

に殴除され自ら叙上の均衡も破壊されたβ内所見とし

ては, βーLg 8〇〇は不動なるも　β-Dgに16〇〇以上の

反応価上昇が期待されても宜い訳である,木見解より,

すればMa. a×No, 7は低下現象陰性とも解されること

になる. 〔因みにa-Lg8〇〇±が吸収後β-Lg 16〇〇+

化する所見を,仮りにⅠ地のLg (生菌原)反応に際

しての)阻止性肯りに帰するとしても,叙上の見解と判定

に改変は無いのである.コ

4. 〔No.3〕

共通性Rprは〇-2 - 12:H-aの故に　α-Lg32〇〇

はH-titの場合も,亦Lg : Dg比並びに反応原性耐性に

関聯して〇-12の場合も想察される.更にa内現象庶

微弱･ β内反応歇如の為,型形態は当然としてLQの

陽陰も菰では判定され得ない.

〔Cコ　小括

1. Ma. aがLQ陽性型なることは/觀上反応原例所

見より明らかである.畏れは亦Ma.aが　Ma.cに

就いての)吸収原性よりしても　Ma. c･k.iに対する

反応原性より,しても, LQ陽性型と判定されたP.A

-S〔C〕を其の免疫原とするにとよりしても原則的に

理解される処である.

2. Ma. a-b列下所見考察に際してもN.･7に於け

るRpr･I｣Qの陽E二陰は未だ決定不能である.

E Ma. g-hより,する判定

〔Aコ　抗原的考察

1.'Ma. g-h列下被検例cD範囲で言えば,陰性を以

つて原則とするNo. 11を除いて蘭余のNo･ 1-5は何れ

も〇.12を共通性Rprとすること,亦aーLg≒β-Lg

であるにと,吸収原はR型にして原則的には共通性

S-Rpr陰性と看撤し得ること等前記M乱a-bに於

けると甚だ類似するものが認められる.然し内容的に

は異なる例が包容されているのである.

2･因みにMa. g×No.1-11としては表25.掲示例

の他に既にRep･ I" : T-2. (121-123血清列参照)

記載の別次所産があるにとを附記.しておく.

〔B〕形態的考察

1. 〔No.4〕

〇-l21を共通性Rprとする定型的なF6〔N〕屈で,

Mo, 31の如きは最も適切な該当例と思惟される.当然

LQ陽性型と判定される.

2. 〔No.11〕

a.形態的にF6〔N〕C-Mo. 31>LQ陽性型なる判定

が附与されることは上記No.-4と同断である.然し

内容的には甚だ異なる規格が想定されるのである.衣

来Ma.g : No. 11問には共通性既知S-Rprは存在し

ない訳である･亦吸収原はR型の故に少なくもβ内に

Rpr-R反応は残留せぎるを原則と考えられる.併も

猶実績にはβ-I*: β-Dg-8〇〇± : 8〇〇±なる耐熱屈

性反応が観取されるのである･斯かる場合存立し得る

Rprと謂えば,例えばMa. g内正常系抗体として既
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存したNo.ll (Senfg)系〇-1*3- 19より)考えられな

いにとになる. No. 4とは明らかに共通性Rprの種

別を異にすることが想定されるのである.

b.先にMa.i-j項下に保留されたN〇. 11所見も叙

上と全く軌を一にするものである.唯α-Lg> β.･Lg

にしてF6〔K〕の形態を示しているのであるが,復元

処置を施せば明白にF8 〔Ⅳ〕の形態を示現して叙上

Ma. g×No･11所見に符致するにとになる. Ma. g

内所見に対しては,実績に従つてF6〔K〕 C-Mo. 31) -

LQ陽性型なる判定を附与しておくにとにする.

3.  〔No･ 5〕

既述の各種所見より血清･菌原共にLQ陽性型な

ることが既に認容されているに拘らず,現象陰性に発

現した定型的FiCN)例である. M〇. 3屈と想定され

る　Rep. I-i> :T一2.所産fit-Lg: a-Dg-｣〇〇:4〇〇

を以つてα内所見が放りに置換された場合を基準にす

れば,既述と等しく　C M二a･aIb×No. 5所見参照)

F¢〔N〕 C-M〇- 31)なる判定が附与されるにとになる

が,現象皮微弱なるにとゝ共に置換例として断定の資

料ではあり得ない.

4. 〔No. 3〕.〔No. 8〕

a.形態的にはF5〔N〕に全く合致する.然し原則

特にけにはRpr-LQの残留陰性と考えられる本例の

源に一応除外される.因みに本例所見はMa･ k-linn

:No. 8の復元型と全く同一形態で, F1〔Ⅳ〕なる現

象陰性型と解されること,条件に由つてはF古〔N〕と

解され得ること等同断である.玄では,ォーLg>ォーDg

の因を共通性O-12の耐性に帰結して, F1〔N〕と解

しておく.

b. A-D立臣びに叙上a.に記述の如くにて　Ma. I-j

内所見を除いては何れの血特に就いてもNo. 3をLQ

陽性型と推断するに足る形態は認められなかつた訳で

ある.依つて器に=別試"白焼中に適例を求めると

a cp･AーS 〔C〕 -C〇1 〔表Q 85)〕)×No. 3 CDr#0-+Lg

16〇〇± ･ Dg 2〇〇エ; β CC〇1且Senfg-ァCC〕-DgC1〇〇〇

cQ1‡‡C非統派)〕)×No. 3→Lg8〇〇　-Dg 8〇〇+の如

きが認められる.是れは明らかにF6〔N〕.L地陽性

型と判定されるに足る型形態であるC且:吸収符).

c.供試血清がP.AーS〔C〕.No･ 3にしてMa. gと

は異なるのであるが,表32.にNo.3*8の定型的な低

下現象例が示されている. No･ 3はF7CK〕, No. 8

はF7〔Nコと判定される.兎まれNo.3-8共にLQ

陽性型であり得ることは明白であるCⅦ･〔Ⅱ〕.A.

〔B〕 - 1C.-〔附記コ参照)･

5.　CNo. 1 - 2J

a.先ずNo.2であるが, β-DgC8〇〇±)を8〇〇×陽

性と解すればNo.4と等しくF6〔Ⅳ〕と判定さRれる.
〕

然し4〇〇×以下を実相なりとすればC表2542) -〔註記〕･

参照) F5〔N〕の場合も考え得るにとになる.叙上

No. 3の場合と等しくF5〔N〕を一応除外してF6CN〕

と解しておく.然しF5〔N〕･ F6〔N〕何れとするもQ

LQ陽性型の判定は附与され得る訳である.

b. No.1もNo. 2に類似する処乍ら, α-Lg>β.Lg

なること, β-Dg(4〇〇+)の実相(=4〇〇->4〇〇)に

支配されること等の条件が重複するだけに型形態の判

定は更に困難である. β.Dgが=4〇〇+か>4〇〇に従

つて形態的には夫々F6〔K〕 ･ F5〔K〕が一応成立す

る.復元型式を採れば上記の場合は夫々F6 〔N〕. F6

〔N〕と謂うことになる.何れの場合もLQ陽性型の

判定は附与され得る訳であるが,玄では実績形態に従

つて一応F8〔K〕と解しておく.

6.　CNo･ 13〕

a. No. 13は実績故知例であるが次の如くに考察し

てみる　Ma.g一けに関する被検例に就いてa-Lg: β-

Dgの源ノ落を求めると, 5.記述の如くNo.1-2に於け

るβ-Dg(4〇〇十)･ (8〇〇±)を夫々4〇〇十. 8〇〇±とす

る場合4j6例迄は¢-Lg-tit-β-Dg-titである.少たj:く

もNo･4�"5�"11では是れが確実である.此のaーLg=‥

β.Dg所見の実在よりしても或いは亦斯く在り得る

条件成立の為にも吸収原　l RCR皇〕 (-No･ 13)紘

I｣Q陽性なるととを必要とする.型形態は不明である

が,叙上の如くにて, No.13は吸収原としての立場よ

り, LQ陽性型と判定される.因みに現象度�"ttf- -の数

値化平均値より)No. 13がNo. 3 - 9と共に現象陽性と解

されたにとはⅧ.〔Ⅰコ.〔A〕-3a,に既述の通りである･

b.器にNo.13をLQ陽性塑とすれば当然Ma. ex

No. 13所見にⅠ舟現象陽性が期待されるに拘らず,寛

源ま現象陽特に結果している理由に就いてはW-A-

〔B〕-5b. Ma. c-de王項下に既述された処である.

7. 〔N〇.7〕

a. No. 7は未検例であるが,免疫原としての立場

より,触れてみる.叙上1-6.考特に際してLQ陽性と

の判定は多数例に附与された訳であるが,現象度顕

著と看得る例は寡少なだけに,一応は正常系Rpr-LQ

のみに其の機転を求むべきやにも考えられるのである.

然し乍ら兎まれNo.2�"4の如くft-Lg-tit: a-Dg-titに

判然とした差異を示すもあれば,亦No.1�"11の如く

α.Dgに於ける( )内価の実相如何に由つては

No.2-4に準ずるものも実在することであれば,蕊で

はMa. g内Rpr-H〕の由来を免疫原T2-Sに求めて,.
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No. 7をLQ隆属一性塑と判定しておくことにする.

h｡因みに,本稿には省暑されるが,"別試"としての

幾多の自験,例えば(1) a(,0901 WMDH〔No･ 155〕)

x&fe ; β(a旦T2ーS-Dg〔100｡C. 1H〕>/fcfe (2)

a(0901 W-OH〔No.158〕>/fcfe ; A(a旦T2-

S -Dg〔100｡C.1H〕)x&fc (3) aGP･AーS.O〔No.

81〕)x/)r之O ; β (a且r^-s-Dg〔100｡ C- IH〕)xZ)r;〔o

等の諸実験(上記の100｡C. 1Hは何れも非洗聴〔B

c〕処直,｡且は吸収処置符)に得られた現象陽性所見

よりしても,換言すれば吸収原としての立場よりして

もNo.7 To-SはI8陽性型として判定され得るこ

とを附記しておく.

〔o〕　小括

1･叙上諸例考察よりMa. gは一応LQ陽性型と

判定される.

2. No.7はMa. gーh内所見考察に於いて始めて

LQ隆長一性型との)想定が附与され得たことになる･

〔Ⅳ〕　供試資料に於けるRpr一昭保有状態

供試血清.菌原に於けるLQ保有状態の大要を

〔Ⅲ〕-A-Eの内容より次の如くに想定してみるs

蕊に例えばNo*3形態が"乱c.k一　　　　別に夫

JそFo(N)｡Fo(N)･FァCN> ? -F!〔N〕の如く

Rpr-LQ関与｡井関与の両種現象型を以って発現する

場合に,其れが唯1種血清内所見に過ぎずとも,兎ま

れI･Q関与F4(N)型を示現したNo.3がLQ陽性型

と判定されることは当然である.更にLQ陽性菌原と

の間に所謂I一Q一現象を示す血清か　或いは同菌原に拠

る吸収処置に由来して其の阻止性能を喪失する血清が

I一Q陰性型と判定されることも同断である.従って叙

上5種血清内No. 1-13所見を総括する時は供試菌原

.血清の)全例がI一Q 〔属.性型と判定されることになる.

〔因みにNo.3｡7｡9の如く実績例寡少且っ概して現

象度低弱にして向後の精査が要望される例も包容され

るが,兎まれI1Q陽性型としての)判定は附与され得る

ものである.猶No.7に於ける如くRpr-K･LQ共存に

酷しての現象型態に就いては不日別報の予定である.〕

A　菌原はこ於けるLQ

l. No. 1-13に於けるI一Q保有状態判定の為の)塞

準血清としてF4CN)型発現頻度の大なる程合目的な

ことは自明である.韮にF*(N)型示現血清と謂えば

朋a. c｡k.iの)3例であるカi､,其の優劣比較の果.此

の3例各箇に就いての実績を持ち,且っ少なくも何

れか一つの血清に就いてはF4(N)を示す反応原例を

求めると, No･ 1.2･3-6-8-11の6例或いは型形

態鞘不明確の汲に　No･3 ("乱iーj参照)が除外さ

れる場合の5例である.該反応原例の範囲で血清別に

F4CN)型数比を求めると　Ma.c:k:iは叙上6*

例の場合で-5:4:4, 5*　例の場合で-5:4:3であ

る.少数例に就いてのこと乍ら既往に於ける想定と概

略*或いは全く**一致する順位が得られるのである.

〔参考に迄型形態既決の全実践例を血清別に整理する

と表33.の如くにて,更に是れをRpr-LQ関与形態

(F呂-F8)の範囲のみでF*CN)を基準に比較する

と　Ma.c:k:i:a:gに於ける各型形態の)配合は

Ma, c-F4-5フ与(100%) -　Ma. k-F4Bフ(83%) 〔F6

1/6〕 Ma. i-F4}io (40%)〔F㊦与io｡F81フio〕. "a｡ a

-F4o/4そ〔F¢9/4〕 "a･　-F. Qフ一〔F64フ皇〕の)如くで

ある.〕兎まれMa. okが一応優位と勇日､察されるカi,

此の両者は其の　RpN　配合よりして,換言すれば

Ma. kが少なくもO-4-12i.2:H-l 也 2の如き錯雑

性を示すの)に対して　Ma. cはLQ-Rの程度に過

ぎず反応原がS塑であればI｣Q単一性反応が期待さ

れること,重言すればLQ属子血清としての可能性よ

りしても, "a｡ cが先ず採択されて宜い訳である.

2.依って蕊にMa.c内所見を主材として,"乱k.i

内所見を参考に, α-Lg-i,を基準として, No･ 1-13の

LQ保有]E田位を想定すると大略No. 8〔帖〕.11〔≠〕(LQ

3200 ㊦) ; No. i 〔≠〕.2〔榊〕.5〔昔+〕.6〔榊〕 (LQ 1600-

; No.- 4C+>10CアXLQ400-2000 ; No. 3fCf]

(100㊦)の如くに整理される　LQ-utU-Lg-uO順位

と現象皮符の関係は〔榊〕～〔0〕として附記された如く

にて,概略的には反応価順位との平行性が認められる.

然し是れは参考資料に止めらるぺきである(〔註記〕).

〔註記〕 Rpr-LQ保有庶比較に原則的には所謂現象

度符が採択され難い理由として次の如きが挙げられ

る. 〔念の)為に附記すれば当項下ではf月象度表現と

現象度符表現とが峻別されねばならない.〕 LQ -日i

-.性と看倣され得るMa. c内所見　a-L針tit (LQ-tiO

がLQ判定基準として採択されることは至当である

が, α-Dg-tiとの関係に於いて規定され,従って亦

a-Dg-titの)規格に支配される現象庶(降下度)なる

ものが基準として不備なることは自明である.略解す

れはMa. cにはa -Dg 100-400㊦としての耐熱原性反

応が認められるのであるが,本所見の抗原的内容を反

応原耐性に開聯せしめてRpr-LQと解すぺきか或い

は既知Rpr-0-R　と観るぺきかは未定乍ら,仮りに

後者が真相であった場合を考えると,所謂現象度の程
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Ql:〕

1. Ma. c-d�"eォf欄を仮りて例解すると

〔l〕　Ma.cは　　d-e-fほ3種のβ血清.

〔2〕: aの免疫原はS型脹　β該当の吸収原ば夫々S I S a S型菌.

〔3〕 : aの免疫原ほP.A―R〔R〕,

〔4〕 : 〔3〕は反応原Rzとして供試のNo.12と同一菌なることを示す.

LQ: --4BEまLQ一現象陽性にして関与の菌原･血清が共にRpr―LQ陽性型なることを示す･十はα

-β内所見不明確-故如の為原則的に形態未定乍ら現象ほ陽性なることを示す.

No. D :一一F系現象形態と対比の為記入される既往oOD系形態No. Dユ"D12である.

2―　株-鞍1か株B:―夫々反応原性･吸収原性･抗体産生性性能より　LQ陽性型と判定されている例｡

株3 :一復元処置例(本文参脹]い〕.

株4 :一夫検其の他o〕理由で本稿以外の,或いは体表内のIt別試"所見が資料とされている例.此の場

合判定は反応原性に拠るを原則とするが,株1 ･株Bの型式が採用されている場合もある.

株5 : -立-―資料より削除される例(本文参照〕･

軸: ---各種の理由で多様の形態が液言い察される為,特に判定難に看える例.

r二Hみに,表31.記-―株のSchemaに完全には三致しない例も認められる. O-12の耐性規格に関聯す

るものと解されている(本文参照〕.

蓑　33―亡附蓑〕　LQ保有度判定用基準菌原(王〕.血清〔Ⅱo選定資料としての表33.改組所見
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( 〕 :-〔4〕･(k〕･(株Oの如き( )附記例ほ型形態の判定が未だ正確には附与され難いもの.
〔 〕 :三例えば〔3〕･〔i〕申〔静o等とあるは型形態不明確なもの.
〔〔〕〕 : -〔〔No. 13〕〕 ･ 〔〔株〕〕ほ資料より削除されるもの,理由に就いては本文参脹
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度なるものは被阻止O～Rの質量的規格に支配される

ことが想定される為である〔質量的条件に就いては後

報の予定である〕･因みに叙上は,非因子化血清内複

合性反応に於いて如何程著明な現象庶が認められる場

合と雄もLQ保有度の比較は不能と謂うペく.特殊

な条件が成立する場合は別として, LQ保有庶判定

に採っての当該因子血清は不可軟の条件なることを意

味するものである.

3. No. 3は"a･ i内現象度(Lg-tit : Dg-tiOの)みより

すればNo･ 1. 2と大略同格所見で, 3者相互の抗原的

関係よりして寧ろ斯くあるべき桂想定されるのである

が,蕊ではMa. cなる特定血清に拠る比較判定所見

として2.の如くに解しておく. No.7�"9�"12-13の

順位は当報では決定不能な訳であるが,唯No｡ 12に就

いては多少の考察が次項B-3.に追記される.

B　血清に於けるLQ

l. Ma.a�"c�"g�"i�"kに於けるRpr-LQ保有度判

定の)為の基準反応原選定型式として次の如きが類別さ

れる.

乱　Fァ(N)を基準とする場合: -前記Aと同軌の型

式である.即ちAに於ける=反応原,,を=血清"なる術

語もて置換すれば足りる訳で,署述すれば次の)如くで

ある.先ず『L-CN)塑示現菌原と謂えばNo･1-2-4

･5-6-8-10-11であるが,該全例に就いての実績

を持ち,其の内少なくも1実績のみはF^CN)を示現

する血清を求めると, Aの場合と等しくMa. c｡k.i

に限定されること当然である("乱cではNo.10所見

政如).此の)血清例の範囲で菌原別に, F4CN)型数比

を求めるとN仇1(3例)｡ 2(3)- 4(1)- 5(1)･ 6

(3)･ 8CD-10(1)･11(2)にしてNo･i�"2�"6;Hに

拠って其の上位が占められている･依って順次足れ等

主要反応原を基準としてMa. c:k:iに於けるa-Lg-t

(-LQ-tit ; +' ±は終末価塊度; 〔仙〕～〔±〕は現象

度符)を比較すると, No.1�"2�"6�"11基準に夫々次

の如き数値が獲られる.

CONo. 1 :- 800+〔≠〕 : 1600+〔+〕 : 800+〔±1

(2)No. 2 : -=1600±〔昔〕〕 : 1600±〔+〕 : 400±〔+〕

(3)No. 6 : -1600±〔柵〕 : 1600±〔昔〕〕 : 400±

〔>++〕
*

(4)No. ll : -3コ00+〔♯〕 : 1600+〔廿〕 : (^800+

O:一　復元型)　　　　　〔>±〕)

既往に於ける現象度符数値化所見(表28.)或いは

Fd-CN)出現頻度(A記.逮)等よりは一応Ma. c→k.

i～c→k→iなる順位が附与されたのであるが,
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韮にLQ-titを以ってすると叙上の)如くにてMa. iの下

付は不変として　Ma. okは一応同格とも,部分的に

はMa. k→cとすら看倣され得る所見である.現象

形態･現象度待とLQ-tit - LQ保有度は当然非平行性

でもあり得る訳である.然し乍ら唯1例に過ぎずとも

No･ 11列にMa. c : k-3200+ : 1600+なる所見の実

在することは"乱cが優位に置かるペきを示すもの

で,既往と等しく　Ma.c�"k-iなる順位が附与され

ることになる｡因みに本判定に一見撞着するかの}No.

1列所見に就いてはNo. 1 :No. 2間に"乱c�"k*i

所見を対比すると自明の様に, No.1-2は同格と看撤

し得ぺく亦従ってMa. c-Lg800+ : M乱k-Lg 1600+

を以ってMa.k優位とも解し得ない処である. 〔序乍

らA同様に参考に迄LQ関与型(F呂-F8)屈総実績例

に就いてF4(N)の発現率を観ると,衰33-〔附衷〕掲示

の)如くにてNo･ 6(3/3例M GO- 2 GO･11サ4> 5OO

iooO'4oo-8aoである.本順位は形態系で

LQ保有度系順位に非ぎること勿論であるか　上位例

に関して言えば多少とも次項に聯繋ある所見である.

b. LQ-titを基準とする場合..一本来血清との間に既

知共通性Rpr陰性の反bm原が基準原として最適切な

ことは自ら明らかである.此の意味で選定されるもの

はNo.6･11と謂うことになる.該両反応原の"a･?

.k･i内に示す所見と謂えば結局a｡項記述の(3)･

(4)に他ならない.而して前記型式との差異と謂えば,

判定基準原がNo･ 6- 11のみに限定されたてとに帰結

するが,本型式の意義は既述の如く　Rpr配合上無縁

と謂う資料の規格に自明の様に,其の判定確率が前型

式より上位に置かるぺきことに存する･扱て蕊に本型

式に拠る場合の判定であるが,明らかにMa. c�"k�"i

の順位が示されているのである.

2.以上の如くにてl-a-b.何れの型式よりしても叙

上3種血清に就いての順位は同一結論下に判定された

のであるが,残例"a･ a-g 2種血清に就いての判定

は本稿では不能である.唯間接的考察所産にして描検

討を要することは当然乍ら次掲〔附記〕に註釈の如く

Ma. c→k→i→a→g少なくもMa. c→k-i･ a･gなる

順位もー応附与され得ることを附記しておく.

〔附記〕複合性反応例間に於けるLQ保有度比較

に現象度符適用の可能性ありとすれば,現象型形態･

被阻止Rpr種が同一,亦反応価が同価か近似と謂う

場合等是れに属する.克に"乱a.g両者に業績を持

っものはNo.4･5であるが,共にF㊦〔N〕 (表33.)'

o-12i (表26. 42>)･ a -Lg.tit 1600-800にして叙上条

件を充足する例である.今No.4-5別に　Ma. a:Ma.
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g間に於けるLQのO-12i反応阻止度差を現象度符

を以って表現すると, No｡4では=〔+〕 : 〔+〕,

No･ 5では=〔>+〕:〔一〕となり,亦形態不日月("a･

g)月一つLg,近接せぎる例乍らO-12L8を共通Rpr

とするNo｡ 10に就いての=〔+〕 : 〔±〕(Ma.g所見は

〔III〕.E.〔A〕.2.記述の如く　Rep. Il} : T-2.参照)

所見等も参考になるか　兎吾か表28.11田位に一致して

Ma.aが多少とも優位に置かれる椋である･然し殆ど

全く同格と看倣される面倒である.次にMa. c�"k�"i

3例中の最下位なるMa. iとMa.a｡gの比較であ

るが資料不足である.唯No, 6 -F4(N>LQ-tit 0-〕条件

に於いて比較可能なMa. i:Ma. gに集るとすれば

-LQ 400｣部- :LQ IOO± (Rep･ Il':T-2.)なる関

係より, Ma.gはMa.iの下位に就くペく　Ma.gに

近似のMa. aも亦同断或いは同格と解される｡従っ

てB-la-b.内容と叙上を統合すれば"乱c;k;i;

a;g少なくもMa.c;k;i�"a�"　の如き順位も一応

附与されることになる.

3.因みにLQ.nir保有度に関して附与された"a｡

c･k.iなる順位よりして,夫々の免疫原P.A-R

(No.12)｡ Rdff-B(No. 5)�"Ods-S(No. 4.)該当

の各反応原に,免疫原の立場よりする一応のLQ-ge.

保有度順位を想定すると, No･ 12は一応No｡4. 5の上

位に更〔かれても宜いことになる.倒し乍ら免疫獣の個

性差等に開聯して,叙上が必ずしも常に成立し得ない

ことは当然である.

c LQ-KTifnSf

血清.菌原に於けるRpr-LQ保有庶決定の為に先

ず望まれるものは当然1Q一因子血清である.然る処

任意の菌種.株に就いて例えば免疫壕｡反応原として

のLQ陽性型分離は容易であるが,吸収原としての

I1Q陰性型分離は至難にして既往自験の範囲では未

だ達成し得ていない.従ってLQ破壊菌原に拠る吸収

果抗原抗体結合暁よりのLQ抗体分離法其の他幾

多のLQ一因子血清化法が検討されることになる. I一o

を基準とする各種変異菌型の分離法に就いても同断で

ある.是れ等に関しては一括続報の予定である｡

Ⅸ　hQ現象の機序

既に随所に暴述された処であるが,当報に於ける凝

集価低下現象所謂I一Q一属象の)機串は次の)如くに要約

される.

1.本現象の支配RpTはI)Qであるが,現象成立

の為には反応系に於けるLQ抗原. I一Q抗体両因子の

同時存在が要求される.条件の第Iである｡何れの因

子が故知してもLQ一現象は発現しない.

2. LQ抗原の阻止性能は, UQ一保有反応sが所謂加

熱処置原の状態で供試される場合に発揮される.第Ⅲ

の条件である･ 〔因みに生菌原保有状態に於ける阻止

性能の存否に就いては精細には未決定である.然し性

鰭+8一性としても甚だ微弱で,状態的性能差には顕著な

ものが認められる.猶商原加熱処置の雑則.限界等は

未だ精査し4一5ていない.本稿では100oo･ 30"処臣己を

基準に記述されていることを附記しておく｡〕

LQ抗体に於ける現象関与の)性能は,少なくも血清

非働性化処置の有果　防腐剤添加の防除,血清保存呈出

の長短等とは無関係に保持される.

3.被阻止文一､j･象のRprはO. Rである. LQ一現象

と明確に判定される抗原的状態はO～R反応価がLQ

反応価と等価か是れを凌駕する場合である. LQ>0

～Rの究極はLQ一現象と類似形態は保持されるがLQ

単一牲反応に他ならず,亦I一Q<0-Rの究極はO～

R単l一睦乃至複合性の常態型反応でLQ一現象は陰性

化することになる.正鵠を期せむには適切な中間的状

態に誘導さるぺきで条件の第IIIとも謂わるぺきもので

ある. 〔因みにRpr-RはO同様に被阻止対象と解さ

れているのであるか其の被阻止度に就いてはO : R

問に差異が有る様に考えられるのである｡是れが決定

は精査迄保留される･次にRpr-H反応に対する阻止

性の有無はま是れに直結する実験的検討に侯つぺきであ

るか　本稿では其の反応度性非耐性規格との関係より

判定難として除外されている.然し此の際留意さるべ

きはO-R-H型反応系内に於いてもLQ由来のO～

R閉止槻作と所見は起り得ていることである. H>0

～Rの場合の判定には先ずH系反応の除去が条件であ

局.然し所謂LQ- Minusvariantの分離難とH原非耐

性の故に叙上の如く一応保留の状態に置かれている.〕

4.所謂低下現象とは,例えば被阻止対象をOに採

るとLQ-0型血清に対する　LQ-0 -;更生菌反応原価と

同型血清に対する同型加熱反応原価比較に於ける後者

反応価の降下所見であるが, l.-2･より自明の様に,

LQ抗体と加熱原保有LQ抗原の結合に伴なうO系

反応暁形成抑制所見と謂うことになる〔因みにO抗原

抗体結合が阻止されていないことは其の吸収性能より

観て明らかである.〕従って供試血清よりLQ抗体が

吸除される時低下現象の消滅することも自明である｡

5.次にLQ･現象に関聯して多少の留意事項が附記

される.

a.本稿資料の範囲よりする現象支配革pNとしては



S. pamtyphi Aの抗原構造に関する研究

-ー応LQに限定されたのであるが,本報には無関係

として保留されたSQの如きも介在することなれば,

I･Qの部分原的構成或いは同属異種抗原の存否等も猶

一応は向後検討さるペき様に考えられる.

b.現象の支配Rprには非ずとも,現象の陽陰.徳

弱判定に際して留意さるべきO原としてO-12が挙げ

られる.他種O原に比する暗反応原性弱耐性を想わし

める例が砂くない為で,明確な耐性限界が決定さるペ

きである.

c. LQ一現象に類似してLg-ti舞Dg.tit所見屡々なる

ものに所謂粘液性変異型菌反応がある47)48〕.然し,

LQ一現象は粘液型菌であることを必要としない.而

して該型菌には,汎在性･O～H阻止性陰性の)所謂

Mucoid antigen　呂〕が保有されるが,最高反応価を

Slime･ ;lutmm-titer : LQ.nin-titer cて)間に比較する

と概各-160:6400の如き著差が認められる.特に

】二月)月象に於いて対応抗体の存否.反応庶処置の有

頗.現象の陽陰間に発現する平行性の如きは粘液原系

現象には認められないことより容易に鑑別されるので

ある.猶反応原性耐性.非特異性の点で向後比較研究

Rを要するものにAnaerobic antigenがあるが,阻止性

能に関する資料を所持しないので克では保留される.

互　Ⅰ～Ⅸに関する概要

無処置生菌原凝集価に比較して100｡C. 30M処置死菌

原価が相当冏､著に低下する例はO系統の反応系に際し

ても屡々経験される処である.本所見はO塾反応原耐

性に関する例外的存在.個性差所見等として,或いは

成因不明の偶発例.凝集反応に於ける常態的所見等と

して看過されている場合が砂くない様であるが,本現

象に対する抗原的解説には未だ接し碍ないのである.

本稿は該分野に就いての考察的所産である･

本稿資料として採択された既報ト5*29一昌4-35-36-4S)

掲示の実績は,其の研究課題に自明な様に,本来叙上

現象の機序解明を直接の目的としての業績には非ぎる

為貯曲を経ている場合も観られるのであるが,兎まれ

概.要を記すれば第6報29)より当報前半に至る総論的

考察部並びに後半以後の各論的考察部の2部より構成

されている.

1･蕊に先ず総論部内容を要約するに,第6報29)で

は現象支配Rpr追究の為低下現象はH原型　0-1原

型｡ O-12原型. R原型･ Q原型の抗原別5分.型に類

別きれ,吟日和こ伴なって先ずRp〕H- 0-1- 0-12が

対象国外に削除されている.次いでRpr-Rの本態的

意義のi自賛に移行しているが.鼻a1,とは別はこ督料に於
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けるS. R純度の爾後の考察価値に対する甚だ緊密な

関係が恐察される為先ず是れが第7 84〕･1035) - 11粥)ト

報に亘って論究され,爾る後其の考察所産より逆行し

て,是れ亦支配Rprより除外されると謂う結果にな

っている.現行の所謂S-R一因子血清なるものの規

格に言及されたのも此の間のことである･扱て最終に

残されたRpr-Qの意義であるが,第12報42)より当

報に至る検討の結果として現象支配Rprとしての性

能が本Rprに於いて始めて認容されている.従果

低下所見を抗原現象とする見解の下に,其の支配Rpr

に対してLQなる名称｡規格並びに其の阻止槻痒が附

与されていたのであるか本稿に於けるRpr･Qは叙上

LQとの規格対比に拠り明確に同定され,本稿に規定

される内容の低下現象支配Rprとしては現在の処一応

LQのみで解説可能なことが識られたことになる.

2.叙上に継いで各論部に入る訳であるが,先ず各

種規格の附与されたRpr-LQ.O. R間に,各様に構

成されるRpr配合に際しての現象型形態が基準型と

してSchema化されているのは,考察様式の簡易化と

各実績形態に於ける抗原的構成の判定基準に資せむが

為である.斯くて各真横に就いての各論的考察が進め

られているが,其の目する処は既成の叙上I一Q機序

を以って本稿掲示全実績所見(表25.)の解説果して

可能なりやの検討に他ならない.要約すれば何れの実

績所見に対しても適用可能と謂う結論が附与されてい

る.叙上考察には血清別各実績の逐一吟味と謂う型式

が採られているが,其の所産として供試菌原･血清に於

けるLQ保有度順位が附与されている｡稿を結ぶに

当ってLQ現象槻序に関する見解並びに聯繋ある諸

事項が責めて集約されている･

綜　　括

LQ (系凝集価降下)一現象に関する要約

O型血清内凝集反応に際して, 100｡C.30M加熱死菌

反応原(Dgと略称)価が無処置生菌反応原(Lg)

価に比して高価を示す場合のあることは,例えば所謂

E抗原現象として衆知され,其の槻作も亦既に解明さ

れている. -邑れに対してOH並びにO型血清に観られ

る通例の反応型と謂えばLg-th〕Dg-tit (ti反応価)

の場合であるが,其の機作に就いては不明な点が残き

れている様である.例えば-H-titがO-亡itを凌駕する

様な血清･菌原の組み合わせの場合は, 100｡Co処置に

基づくH抗原性の消失を以ってLg-tit>Dg-tiの槻序.

が理解されるが, O型血清とO-OH型菌或いは,

叙上例とは逆に, O-titがH-tuを凌駕する様な血清･薗.
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原組み合わせの場合は,所謂O抗原の耐熱性よりする

-限り理論的にはLg-tit-Dg-titであるペく, I定･:it>

D針t1t　としても両反応価問に著差が有ってはならない

訳である.然る処実例としては相当な隔差の認められ

る場合も掛くはないのである｡聾者は従来本現象に対

するに凝集価低下現象(LQ一現象〕なる名称を以って

したのであるが, LQとは加熱反応原化に伴なう反応

価降下の機序解説の為に現象支配抗原抗体(Receptor,

RpTと略記)に附与された勇日､定的樽殊Rprの略名であ

る. 〔因みにLQとは別に後掲の如くQなる略名が

使用されている･畏れは叙上　LQ　以外の現象支配

Rpr　の存否換討を意図して,下記資料間に発現する

低下現象の支配RpNに仮定された名称である.然る

処Rpr-Qの)規格は2種のRprとして分別され得る如

き所見も僅少乍ら観取される為玄に本見解を採ってみ

ると,其の→つは現象支配Rprとして従来のLQに

同定されるもので,新たなる支配Rprとては無く,

次記される如く　LQの存在と現象槻序が本稿実績に

拠って更めて確実化されたことになる.従って以下

Rpr名はLQと統一されるカi､,本稿に規定される低

下現象もRp=名に因むで既述の如く　LQ-C原型)覗

象と総称される訳である.他の)一つはSQと略称され

るが,其の阻止睦も未だ不明確にして汲弱且つ本稿実

績解説には殆ど不要な　Rprとして保留されたもので

ある.序乍らLQ｡SQは夫々LabileQ･ StabileQ

の意味で附与された略名であるが,蓋し両者間に反応

原性耐性差が介在する為に他ならない.〕

扱て蕊に,既往に於ける想定的Rpr-LQの存在と

意義が本稿考察を通して確立されるに至った実験と所

産を要約すると次の様になる.

〔来観様式〕　供試菌原は免疫原.吸収原･反応原と

して各様に配分された11 Salmonella member属22例,供

試血清はOH｡O型血清.Hα. O一因子血清としての免

凝血清33例並びに家兎正常血清12例より成る45例であ

る.猶此の他にも各種血清が適宜供試されている.実

験内容は叙上血清.菌原より各様に選定された非吸収

｡吸収各血清と反応原I定. Dgの)問に交錯的に或い

は各種組み合わせの下に実施された凝集反応で,此の

問に認められた低下現象例が考察の対象に資せられて

いる.現象陽陰の判定には24H限所見が供せられてい

るが,一般に実験術式は常法に準ずる処乍ら細部に入

れば何れの場合にもー定の様式が採択されている.特

に吸収術式に就いては爾りとする.

〔資料〕菌原(反応原.吸収原.免疫原).血清の

種別は下記の通りである.

1.　S型菌原19例

Paratyphi A 1015 (P.A-S〔A〕 ･ S〔B〕. S〔C〕.

S〔D〕 - P.A -S〔Ⅲ〕)

Paratyphi A var. duraヱヱo (Drzo-S〔C〕)

Paratyphi B var･ odense 8085 ph｡2 (P.B-Ods-

SCKO)

Reading *>h-2 (RdgーS〔D〕)

Cholerae suis var. kunzendorf 1350 (Sui｡s～S〔K2〕)

Oslo ph-α (Oslo-S〔C〕. 〔D〕)

Thompson var. berlin 2988 (Berli｡n-S〔C〕)

Trαhi｡ T2 (rfl-S〔K3〕)

Thαhi 0 901 W (0 901 WーS〔D〕)

Enteritidis 1891 (Entis-ァCCj)

Rostock CRosk-S〔K4〕)

Senftenberg 3007 (Senfg-S〔C〕 ｡ S〔D〕)

Mloese 1236ph<2 (Ms-S〔C〕)

｢二叙上U〕他に表34-〔註〕掲載のD Group i-2 (Ta

Entis�"Nilsを除く)�"　Worthington 29�"Narashino

等の20例も供試されている.〕

2. R型菌原　3例

Para. A 1015-R non-m°tile (P.A-R〔K6〕㊦

･-P.A-RCR])

Kunzendorf 1350-R non-motile (Suis-R〔R〕)

Typhi R2 rough (7"-R〔K㊦〕 =r-R〔R2〕)

3. S型菌免疫OH血清12例

P.A-SCA>No. i ; P.A-SCB>No. i - -No. 2 ;

P.A-SCC>No. i - -No. 2�"-No. 3 ; P.A-srDi

-No. 1 ; P.A-S〔III〕-No, 1 ; Drzo-S〔C〕-No. 1 ;

P.B-SCKO-No. 141 ; o 901 W-SCD>No. 155 ;

T2-S〔K8〕-No. 1

4. S型菌免疫O血清　6例

p.,4-SCA>No. i. -No. 2 ; P.A-SCC>No. i -

-No･ 2 ; P･A-S〔Ⅲ〕No･ 81 ; Rdg-S〔I)〕No. 84

5. S型菌(1% Formaldehyde処置)

免娃H血清　2例

P.A-SCM>No. 296 ; Nils-SCC>No. 220

6. R型菌免疫ΦH血清　2例

P.A-RfR>No. 1�"-No. 2

7. O一因子血清　8例(�"=一代用血清)

0-1 : -P.A-S{C}-0-No. 1 ; O-2 : -P.A-S

〔c〕-O-N°. 1 : P.A-S〔Ⅲ〕-O-No. 81 O-i2s :
*

-0 901 W-OH-No.155 ;O-i2i.3 (Vi. 9 : d)
*

-r2-oi〕No･1 ;O-128 (Vi.出d) :　α
*

OH-No｡ 1 ; O-12畠(1�"2 : a) : -P,a-S〔C〕･0H
*

- No. 1 ; 0-i28(l ･ 2) : -P.a-S〔III〕-No. 81
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8. H一因子血清　4例

H-a : -P.A-SCC>OH-No. 1 ; P.A-SCD>OH-

No. 1 ; P.4-SCIO -OH -No. 296;

H- 1�"5 : -5<?r/m-SCC>OH-No. 14 4

9.正常血清12例

III｣-l-K-12 : - P･A-S〔A｡ BサC.D〕免､Ij一供試家

兄正常血清

10.各種免疫血清(省暑)

叙上菌原.血清の)内重受一な資料に就いては,其のS

｡R.H純度に関して特に慎重な実験.考察が進められ,

所謂S-R一因子血清なるものの規格･定義に関する検

討等も行われている.

〔成績〕叙上の資料間に認められた所見を要約する

と,反応価差の程度は各棟乍ら概峯Lg･tlt>.-.<

Dg-出なる3塑に類別可能である.因みに実績諸例中

には琴丘行のSalmonella Antigenic schemaを以っては

理解困難な反応が多々認められる. Dg反応価降下の

機序考察に際して先ず留意されるのは,既知抗原とし

てのH系時にO系抗原耐熱性に関する再検討の要であ

り,亦同時に抗原自体の示す反応抑制作用の有無であ

る･此の意図に従って,既述の低下現象が抗原別にH

原型｡O-1原型　0-12原型.R原型.Q原型現象

の如くに分別され,各分野より考察吟味された訳であ

るが, Q(XQ)原型.現象O)場合を除いては,耐熱性に

関しても, 0-12に関する従来の耐性規格に対して多

少の不審が残される他には異常無く,亦所謂K抗原等

と職序を等しくする阻止性作用の如きも認められない

O〕である.此の)問の)考察に基づいてLg･ it>Dg-tit化o)

槻序解説にRpr-LQ,の介在を不可避とする結論が誘

導されたことになるか　不幸にして本Rpr性状の細

項決定に迄は未だ及び得ていない.依って蕊では既往

実績考察の範囲はこ収め得たRpr- I一Q規格の概要記述

に止まることになるが,一応次の如くに要約される.

1a. LQ原のS･R所属は未だ決し得ていない･後述

の如く其の菌種.菌型に亘る汎在性よりすればR系な

る如く,亦逆にI一Q保有度顕著なりともI｣Q隆一睦と自発

凝集性とは一般に平行せざる例をS型菌に求め得るこ

とよりすればR.系には非ぎる如く,全く迷惑する処乍

ら爾余の考察をも統合すれば,既知O特にH. Rとは

別格の抗原として独自の分野が附与されても宜いもの

の様に考えられる.

b. LQのS. Rに於ける分布状態を検して, Kun-

zendorf 1350系S (motile) : R (non｡motile)に/哉

I,､て=LQ㊦ = IJ〕㊦, Paratyphi A IO15系S (motile)

: R(non-motile)に就いて=LQ㊦ : I一Q㊦なる所産
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が獲られている. S ･ R｡H-PhaseとRpr-LQ問の

相関は是を以って一応否定され得る所見である.

2a. LQは非特異性抗原としてSalmonella speciesに

就いて高度の汎在性を示している･未だ実験例寡少乍

ら,敢えて言えばGenus (Salmonella�"Shigella)に跨る

Tribe (Salmonelleae)一非特異性とも,広くFamily

(Enterobacteri･aceae~)-非特異性の)如くにも考えられるの)

である.更に　Vibrio cholerae等にも認められる場合の.

あることから, Genus Salmonella - Genus Vibrioが夫々

所属する各Order (Entsrobacteriales ･ Pseudomonadales)

に就いて非特異性と謂う可能性すらも-応は考えられ

るのである.約言すればSpecies ･ Genus - Familyに止

らずOrderに及ぶ普遍性が一考されるのである.

b.鑑述の)供試資料(S･R･0-OH型属Salmonella

member 22例.仝免疫血清18例)は,其の保有度に各

様の差異はあるが,兎まれ全例が　LQ陽性型と判定

されている.因みにLQは反応屈性･吸収原性･抗体部

産生性何れの性能よりしても判定可能な　RpNである..

猶亦,未換了のことであるが既往の所産を統合する

と,常態の菌株保管条件下に比較的頻回に且つ容易

にLQ保有魔の消長が反覆されている様に考えられ

る.是れはI一Q保有度判定に際して留吉､さるペき事項

である.

3. LQの抗原性に就いては未だ精査し得てない分

野も多々であるが,一応次の如くに要約される.

a. 〔反応原性〕は100｡C. 30M (非洗瀬〔B〕)処置

(Ⅶ-〔V〕-C-l.参照)に非耐性と判定される･耐性

限界は未だ決定し得ていない.因みにLQ一因子血､着

と看撤し/得る血清内で　Dg-tit- 100x程度の痕跡的反

応が残留する例も捗くない.然し足れは混在の耐性尿

反応でI｣Qの)耐性とは無関係の所見である.

b. 〔吸収原性〕は100｡C.2H (非洗渦〔BC〕)処

置に耐性, 100｡C. 1 H<洗源〔BW〕)処置に非耐性と

表現される. 〔B〕.〔BW｣何れの場合も耐性限界未

験了である･因みに乱b.c.何れの場合にも言い得るこ

とであるが,抗原性の消滅は抗原性組成の破壊か　間

組成の細胞体よりの離脱か　或いは叙上両者の合併に

帰納される.耐性限界判定上の-要項である･

c･ 〔抗体産生性〕は100｡C. 2.5H C非洗場〔B〕)処

置に際して漸減的耐性を示している.概署100｡C.3H二

を耐性限界とするやに想見されるが未決定である.序

乍ら生菌細胞に於けるe抗原並びに当該e抗体と,.

加熱死菌細胞に於けるLQ抗原並びに当該LQ抗体との

問には成る程の状態的性状差の存在が想察されるので

あるか未だ言明の域に到達し得ていない.不日稿を
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更にする予定である｡

4. LQ抗体の耐性に就いては全く未検である.蕊

では唯非働性処置(56｡C 30M) ･防腐云Ij添加(石炭酸

Merthyolate) <性能保持期間(氷室)等に関する態

度に於いて,既知抗体と差異無きことを記述し得るの

みである.次項に触れる如くにて,因子血清化条件

不備の為,嘗てLQ抗体分離の目的を以って一部の血

清に就いて施行された60-C. 60M処置に対しては耐性

として記録されている.

5｡因子血清分離術式であるか　常法としての配収

試験法は実績に観る如くにて,特定の資料に就いての

偶発的所産を期待し得るに過ぎず,亦当術式に不可政

の条件である所謂　Minus variantの分離例無く,読

いは亦I･Q原組成の人工的除去も爾く簡易ならず(吸

収法を採るとすれば,常に必ずしも成果を期待し得な

いカ5, LQ陽.也-鞭毛陰性-S-R塾生菌免睦血清室

当該免疫原菌の100-C.60M (流派〔BW〕)処置原を

以って吸収する型式が最も簡峯である),更に亦抗原配

合関係の介入は特に多大の)障碍となr1て,一般的には

適用不可と解される術式である･ LQの如き非特異的

存在に対しては任意の資料に適用可能な分離術式が特

に希望されるが,実施容易にして所産確実な術式とも

なれば爾く多々には在り得ない様である･術式別比較

検討所産に就いては続報の予定である.因みに本稿供

試血清の中R型生菌免疫血清p.a-R〔R〕 N°- 2 (義

25-Ma, c) cて)抗体配合はI｣Q.Φで, LQ一因子血清に準

ずる規格の血清であったことを附記しておく.

6. LQ反応に於ける最高価.反応速度.凝塊性状

･凝暁量等は次の如くに集約される.

a. LQは家鬼正常血清にも保有される.然し其の)梶

有度は僅激にして最高例で　400x,多くは100x以下

を常態とする如く観察される･少数例に就いての所見

.に過ぎないが蕊に附記しておく.

b. Lg-tit 51200-Dg-tit 12800を概署長高とする生菌

免睦家兎血清群(OH-O型)に於けるI)Q抗原抗体

最高反応価としては一応6400xが基準とされる. LQ一

凝塊性状は, O～Φ -Dg-tit 100-200を包容するがLQー

Lg-tit 1600-3200を示す叙上Ma. c血清内凝塊所見を

以って表現すると,所謂定型的O～Φ型微細額粒状.

H型粗大雲架状の何れにも非ず,亦例えは､生塩水内自

発性凝集塑極汲粒状とも全く一致しプ:a:いものである.

概署的には所謂　O)i塊の移行型ともう謂ペき規格で,

硬性雲架状と謂わむより寧ろ軟性輯粒状と形容さるペ

く,塊形態･集団は振畳紳挫された場合の)H型に,読

いは所謂O型に,類して孤在睦の,而して定型O型塊

に比すれば硝大形の中型塊である.従って簡暑には軟

性中等型縣粒状塊と要約されるが,血清､強度の濃淡に

従って多少の変貌あることO; a.H塊と同断である｡

抗原抗体結合速度は未検であるが,興味あるは叙上凝

塊の規格に平行する地形成速度即ち反応出現の時限的

関係である｡原則的に言えばH原反応に難して37°C｡

2H限には既に陰性所見が認められることである.此

の場合暁星は反応価に応じて未だ多量ならずとも其の

存在は明確である. 2H限価にして既にR｡T. 24H限

価に達する例も,或いは亦殆ど全く反応陰性の例も稀

には認められるカi,殆ど全例が24H限fi長一性皆の)糸1､]半数

位以下に止まるものである.終末価を獲むにはR.T,

24Hを待つか37-C. 8H処置に保つことo原反応に一

致する.反応出現状態も亦O. H塑の中間位的性格を

呈しているのである｡ O. H原塊量は外観的｡形態的

にO<Hの)如くに観ゆるが常態である　O:LQ塊量

比較は正確には未換である.然しLQ<Hなる外貌

は明瞭に観取され,先にも亦前記塊性状差に準ずるも

のが認められるのである.

7. LQ系低下現象の)織序は既知o〕所謂0-H一阻止

現象より峻別さるペきもの)である･ LQ一現象は無処

置反応原(Lg)が100oC.30M処置原(Dg)化された

状態に於ける　LQ抗原とI1Q抗体が結合する際に発

現するO～Φ阻止現象.である.以下聯繋事項を列記し

てみる.

a. LQ一現象は,叙上の如くにて, LQ抗原(Dg)'

抗体両因子の結合を条件とする.従って人工的に(例

之, LQ抗体取除)或いは自然に(例之,LQ原動描),供

試菌原.血清の何れかに　Rpr-LQ　が故如する場合等

現象は当然陰性にI睦果する訳である.因みに,叙上㊦

如くなれば,現象陽性と資料(菌原.血清)に於ける

Kpr-LQ陽性が常に平行することは自明なれど,現象

陰性と謂うことと両資料に於ける　Rpr-LQの)+i+一睡と

は常に必ずしも平行しない訳で,資料はこ於ける思陰判

定に際して留意さるべきことである.

b.抗原は上述の如く加熱原であることを必要とす

る.然し加熱処置の限界例えば温度種別と加熱時間の

各種組み合わせに於ける　LQ　の質.量的消長等総べ

て未検了である.本稿は100°C. 30Mが基準とされた場

合の)所説である. LQ現象は血清内Rpr配合がLQ-ut

<oo　Φ>titの場合に最も判定容易で, H-tit>0.tit或

いはLQ･ t>oo　Φ)等の)条件介入に従r)て判定困

難と成る.斯かる場合は先ず判定妨害藍子が除去され

ると共に叙上cD LQォJなる条件下に誘導さるべきで

ある･ 〔匪みにLQ原保有母体が加熱菌細胞と謂うこ
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とよりすれば, LQ阻止性能なるもo〕の)本態として単

なる機械的機序もー著される処であるカi,例えばLQ

抗体の吸陰に伴なう現象陰性化繊転の解説等は不能と

謂うことになる.母体が加熱菌細胞であるペきことの

解説に迄は未だ到達し得ていない.

c. Rpr-LQの阻止性能はO原の種別を問わず同格

に発揮される.然る処被阻止対象にO : Φの別ある時

はO>Φなる関係に於いて被阻止度に差異あるやに観

取される｡決定は精査迄保留される.

d･被阻止対象がOである場合を例に採ると, Lg

･(-0).tit>DgC-0>tiなる如く　Dg化に際してのO

反応価の降下はあれど, O抗原抗体結合性自体は阻害

されていないことか　O原の吸収原性健在所見よりし

て立証される.

e.吸収血清内無処置菌原反応価( β-Lg)が吸収前血

清内同歯垢価(α-Lg)を凌駕する場合があるが,此の

上昇所見を,術式に誤謬鰯きものとして考察すると,

mQの阻止性能は生菌原反応に際して既に発揮され得

ペしとの見解も-応は成立する訳である.比較的屡々

遭遇する例であるか　足れも亦精査迄保留される.本

稿では一応復元処置(Ⅷ-〔III〕B.〔B〕-3.参照)を以

って解説されている･

f.既述1-2-3.項に関聯して夫々S塑属菌体性.

非特異性100｡C.30M非耐性とされるものに小川教授

のAnaer°bic antigenがある. LQとの間に一致す

る点も認められるか其の他重要な所見を示す抗原と

して留意さるぺきものである.然し其のO一難凝集性

(Anaero. antigen)と　O-阻止性(LQ)とは反応内

容と機序を全く異にするものと解される･亦O..難凝

性を示すもので,形態的には類似する場合もあるが,

反応発現の機構を異にする　Mucoid antigen　更に亦

o-阻止性の形態.機序を異にする所謂Capsule乱ntigen

ともLQは区別さるペきものである.

8. Rpr-LQが追究される所以を例解すれば次の如

きが挙げられる.

a.例えばRpr-ViとRpr-LQに於ける阻止槻序と

発現所見は互いに逆行性のものである.蕊にVi-LQ

が共存する場合を考慮すると,既往に於ける例えば

Rpr-Viの耐熱性.被瀞性延いては其の他の性状に至

る迄一応再検の)婆あるやに思惟されるのである.未だ

実験中なるもSalmonella - member Typhi - Vi�"Ballerup

.･member Ballemp -Vi間に存する所見差に就いてLQ

作用が考慮される自験例のあることを附記しておく.

b.抗原～抗体の反応原耐熟性検索は温度･処置時

間を夫々変数とする各種組み合わせの下に施行される

が,被検反応原;供試血清に於ける　Rpr-I一Qの存否

に従って,少なくもRpr-LQの耐溶性の)範囲に於い

ては,抗原.抗体が自己本来の耐熱性限界を示現し得

ぎる場合あること想察に難くない処である.是れは例

えば加温に関係ある実験術式･生物学的製云I｣等に就い

ての-資料として留意さるぺきである.

b.に+定聯して猶重要なことは現行の　Salmonella

Antigenic schemaに対する疑義である.例えばH-a

因子血福一分離の-8�>一はParatyphi A - OH型血清O)

100｡C. 2H加熱当該免疫菌原処置に拠って獲られる訳

であるか　許容の熱処理に拘らず,供試資料に於ける

Rpr-I｣Q保有状態の在り方に由っては"H-a- LQ"な

る非単一睦規格の吸収血清が分離されることになる･

併も此の) LQ反応塊はH型雲架状の性格を其の一部に

帯びること,反応価としても6400×の高貴に達し得る

こと等は既述の如くにて,叙上非単一一睦血清はH-a

純一性因子血清として看過され易い訳である.猶叙上

はI一Qに関する留意が主としてRpr-Hに限定される

かに感ぜられる内容であるが,亦LQ塊性状は定型的

なH塑塊と謂うに非ずして例えばO塊と共に在れば足

れ亦判別至難と謂う規格のもの)であれは､, O属子血清

に於けるI一Qの介在も, H-a血清の場合同様に留意を

要する処である.現行のRpr s血emaを以ってして

は難解な所見に遭遇することも捗くないのであるか

其の一因は既に明らかにI｣Qの)介入に在ることが立証

されている･幸いにSalmonella各種因子血清には調製

術式としての)吸収過程を通してLQ喪失の)機会は多々

与えられている訳であるが,既往の自験に従えは兎ま

れ汎在性I)Qの存在を基準に　Rpr-O.H雨域に亘

って現行のSalmonellα Receptor s血emaは再検討の要

あるやに考えられる･ S血emaに於けるRpN種別の改

変とRpr配合の簡易化が想定されるのである.敢え

て言えば木見解はEntero占αctenaceaeに迄適用さるぺき

LQの意義を想わしめるものである.

Ⅲ　第115-13報6O)に関する要約

9.　　　はRpr-I｣Qに就いての)記述であるが,

蕊に一応当事削こ至る迄の全稿l~5'29-31-34-36-42'50)

内容を参考に迄要約すると次の如くに整理される.

Paratyphl A　を資料に分析し得たReceptor種別は

企業報を通じてL･Vii> -Z2).O2呂) ･､G14-29-〔0) ･

FFSD.LQ (SQ) 285-503に達している　Gi.SQ等

に就いては殆ど全く未検であるが,爾余のRprに

就いては一応既報の如き所産が認められている訳で

ある.是れ等Rpr間の性状差は稿未掲示の性状一覧
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〔註二〕

晶: -供試血清種別であるが, OH型免疫原の生菌(Lg〕･加熱死菌(Dg)に拠る免疫血清が夫々

L針OH凸Dg-0〔HI o型免疫激こ拠る夫々がLg-0 - Dg-0と表現されている.

如紳. c ･ ㊨ :一―---一株‥ -被検Receptor〔Rpr〕 F家H]―吐血清で適材であるもの. -=｢反応価よりすれば株例に労

るが,抗原配合の関係よりして株血清より優位に推さるべきもa〕. o :-被検Rprの産生陰性

にして資料たり碍ないもの勺･ 〓未検0〕もの(他例同断)である.

十株.株+ b十株株o一株:一--+株:一反応原性は猶保有されているが,多少の低下が認められる場液

株　　　株ではあるが,処置が強化されても十株所見以下にほ低下しない場液+株株‥一抗体産

生性は描保持されているが,漸減性で生菌原性能に及ばない場合.一株: =体表に於ける+--

は激こ阪.陰表現符である(程〓類〔就いてほ本文参照〕.唯多少の影響が疑われるPhenol処置

と100×痕跡的屋性反応に,善いてのみ体符が附記されている.

(株〕血〔株〕 :-反応原処置が夫々〔株〕 :一加熱.壷沈(〔BC〕系型式)の場合[株〕 ‥ -加熱�"ftい;J傾･遠沈

〔〔BW]系〕の場合,是れ等参照符無言己の+--は無処L屋(〔N〕系〕或いほ加熱処置〔〔B〕〕系の

みの場合である.

株1 : - loo℃. 2.5Hカ口熱色遠沈処置原CBC〕に拠る吸収型式

株2 : I　株1を原則とするが,時に遠JL､処置省暑の蘭液〔B〕に血清が直接混和される必要もあった吸収

型式の故に記別されている.

故呂: ｢　Pipette潰拝下100℃. 2.5H処置匂洗場原〔BWO｣に拠る吸収型式.

舶:-　鰯処置生菌原〔N〕に拠る吸収型式･
(株1) .

(株g).　加熱時問を夫々異にするだけの株1･株3である,株ユ｡ : -100℃�"2H, c株8) : -100℃D1脹

〔〔註記〕参照o.

〔註記〕株空中(株1｡の型式で因子血清化することは不能である｡亦(株8｡の型式では常に心ずしも成功しない.
間^-rfn〕吉JE,謹聴J/i鰐cゝH一文主立U ir三重―T-いir ^h　ヱ
L'―-I J JJ｣　　　　―′■　―OJl｣立J ｣｣-｣―■―い11UヽlJソu　― l入1､―――ー　　　J=　･-――　′1―　V　⊂･ノ.

株　　　Complex antigen O-1署属Partial antigenとの関係も-応疑われ得るのであるが未決定である･

然し独自性を示す性格も亦砂くない.

株　　　FFには反応原性100℃- 10M非耐性･100℃v 60M耐性の部分原的構成が一応疑われ得る所見も観

取されるが未決定である.表記入のFFほ後者である.細胞内在性ooS型原でR型化と共に消

滅するものの如く想定されるが未決定である. FF反応は非運性菌の100-C. 60M処置原に於い

て,生菌原以上の明確庶を以って陽性所見が認められるので既知H抗原自体ではあり得ない･

fi原反応の併現がFF反応判屋こ不利を来すことば当然であるが,逆の側より非雲賀状暁形成

の0原反応も除去さるべきである.血清としては現過程ではH一因子血痛反応原としては運動

類性S型の100℃. 10-60M処置厭か運動陰性S型の生菌原特に加熱蘭原が供試される雪がある.

株T : -〓〓+を細は殆ど全く未決定である.

株8 : --I-｢株8-株10何れの場合も検例寡少であるが,其0〕規格より推して一応Species ･ Genus- S=特異性と

芸冨.　想定される様である由

株10の如きにほ広義に解するとOrder-非特異性かとの見解を採り得る所見も包容されている卓

株1ユ　　　FF反応阻止性因子の存在等考えられる所見もあるが未決定である.

株1望: - H叫9 0一共に従来の阻止性現象とは其の槻序を異にする.夫々Gi-現象　LQ一現象と峯称される.

株13 :ーOH:O〔H〕差に就いてほ〔晶〕欄参脹

株　　　　37℃.朶持後R. T. I〔放脹　当初より算して24H限の意である.

株1S : ｢　稀に,反応陰性(o〕或いは殆ど全く24H限価に一致する例あることを示す由

株18 : - 24H限反応陽性菅数を2n,其の半数相当の陽性管がnと表現されている.

株17一遅延型は37℃｡2-6Hの問著変無きもの,迅速型は類こ37℃･2Hより時間と共に反応価の上昇

か･;ことJ)ら:iLるもv).JBJ長いJUI'I〓/.二(.いォトは/-Il'-in榔希釈w精oiか大々⊥Li|-|--‥｣'Il---a_)丸1Ml･J;

態を示す場合･
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*is : -*18は運動陰性型,無符例は運動陽性型.

*19　-各個例としては下記P.A ｡Dura之JてOの如くにS型の間で,亦Kun脚dorfに於ける如くS = R盟の
*20　　　間で陽陰差の認められる場合があるが,此の因は他に求むぺく菌種.株本来の性状とは考え難.

い.例えば^20 Durazzo-S - Kunヱendorf-R-所見の)如き是れである｡ FF反応に関する*8と対

比さるぺきである.

^21 : --Group 1 :　Salmonella 〔P.A - P.B 6617 - P.C "Hirschfeld" - Muenchen - Ty T2 - ^nteri･tidi･s.

Niloese〕. Bailer坤107,

Group　2 : -Salmonella 〔Shangani 5630�"Selandia�"Rubislaこu 193�"carrau 34�"Hvi･ttingjoss ｡

Ki･rkee - Cerro　415,. Minnesota　22�"　Tel-aviv　- Urbana　-　Adelaide ･ Inverness <

Champaign.

Group　3 : -綜括-I - 〔資料〕 - 1-2.掲載の!) Salmonella member 22例Cて)中P.A-S〔Ⅲ〕 - Berlin�"

Niloese　3の例が除外された残り全例が包容される.

*22　　　Shigella ¢u. type 1 ･ Vibrio cholerae以下,各Genus所属memberに就いて不安定性乍ら兎まれ

LQ陽性例が検出される　FF-I｣Q等の不安定性に就いては本文に記述の通りである｡

〔附記〕　未検の分野も砂くなく爾余の関係所産を基に推定的に規定されている項目も含まれている.中間的

整理の為一応叙上の如くに要約された訳であるが,不備に就いては慣次追補されることを附記

しておく･

表の如くに記別される.猶叙上何れの　Rpr　も所謂

Mucoid'--Slime antigen�"Capsule - Masked antigen

Anaerobic antigen　等より判別可能なことは夫々の

規格対比より明らかであり,其の一部に就いては既に

解れた処である.

10.抗原配合既定の標準株Paratyphi A IO15の)如き

を資料にして猶叙上の如き未知原追究が敢えて為され

た所以のものは.抗感染免疫原としての菌体性組成の

分離に際して所謂抗菌原性組成の介入を可及的防止せ

むことに在る.嘗て　Paratyphi Bを資料とする菌体

分屑分離に際して(未報)1呂),化学的処置以前に於け

る各種抗原性組成の免疫学的性状其の他に関する確認

の必要を識り得たことに其の基礎が置かれている･資

料としてParatyphi Aが採択された主なる理由は其の

抗原配合が比較的簡略なことに在するか仔細に検す

れば　9.に既述の如くにて錯雑たるものが認められる

の)みならず,其の)間I一Q a)如き重要な存在が副産物的

に立証されたことになる　L.Vi�"Z-Oa (倉田1〕～s)

は　A. FELIX & R. M. PITT*サ> (1936)のP.A-Vi

r-viに対応せしめて実施された,抗感染免疫原に関

する研究に際して分析実証されたものであるが,其の

他抗菌原免疫の)分野に於いても現行法に拠るO -1.

O -2一因子血清の純發〔t｣定に,或いはO.2の構成

(Complex antigen : Partial antigen)検討に資せらる

ペきRprである.続く　Gi(倉田4).高橋29) 〔未報〕)

は, H原故乏に由来する従来の所謂H.阻止現象とは

其の本態を異にするH一阻止性,換言すれば例えばVi

系　O.阻止現象に対応して特殊抗原の介入を槻序とす

るH.阻止現象の追究資料,として留意さるぺく,更

に亦一例を挙ぐれば所謂H.因子血清に対する100｡ c･

60"加熱原化非運動性菌と謂う如き条件下にすら党

規する非特異性異常雲架状凝塊形成の支配原として想

定されるFF (田中3D)は所謂O : Hの定義にすら直

結する規格のRpNで,未だ不明の分野は多しとして

も追究されるに足るものである.

要するに既にReceptor schema認容の資料と雄も.

是れを仔細に検討すれば各種未知Receptorの分析さ

れる場合もあるペく,亦該Receptorにして抗菌性或い

は抗毒性免疫の各傾城に想わぎる意義を示す場合のあ

ることが,本稿全業績を通して留意されるのである･
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Summary

I Synopsis on the LQ-phenomenon and the connected items.

The higher O titer with bacteria killed by heating at 100•Ž. for 30 minutes (abbreviated

as Dg) as compared with the titer with untreated living bacteria (Lg), occasionally seen in

agglutination with O sera, is widely known as the so-called K antigen phenomenon and its
mechanism has been clarified. In contrast to this, the mechanism of the usual reaction with

OH and O type sera in which the Lg titer is higher than the Dg titer has not been fully

explained. For example, with a serum-bacterial combination in which the H titer is higher than

the O titer, the mechanism for the higher Lg titer may be explained on the basis of the loss
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of the H antigenicity due to treatment at 100•Ž. However, in such serum-bacterial combination
as O serum and O•`OH bacteria, or that in which contrary to the previous example the O

titer is higher than the H titer, provided that the so-called O antigen is thermostabile, the Lg

titer and Dg titer theoretically should be equal and, even if the Lg titer were higher, the
difference should not be remarkable. Actually, however, considerable differences are not

infrequent. The author has termed this phenomenon the titer deterioration phenomenon or LQ-

phenomenon, and LQ is the abbreviation for the special antigen and antibody postulated for the

explanation of the mechanism of this titer deterioration with heating at 100•Ž. for 1/2 hour.

The experiments and results leading to the postulation and to the conviction of existence
and significance of the LQ are summarized.

•kMethods•lThe experiments were done on the 22 strains belong to 11 Salmonella members

served suitably as the reactinogen, absorbent or agglutinogen, and the sera of over 45 cases in
all, within which Salmonella OH•`O immunesera, H•`O factor sera of 33 cases and rabbit

normal sera of 12 cases are contained. The methods are the agglutination tests inquired

between the reactinogens (Lg and Dg) and the sera (unabsorbed and absorbed), under the

form of cross-agglutination or the uncrossed style. For these tests, the Lg and the Dg

reactinogens and the unabsorbed sera were selected respectively from among the members and OH
•`Oimmunesera above mentioned, and the absorbed sera were prepared through the combinations

of the foregoing immune sera with the suitable absorbing strains. Absorption tests has been
described as the "Method A" in the Report I. Reprinting here summarily, a 18•`20-hour agar

plate culture is emulsified with saline (1gr:10cc.); kept for 3/4 hr. at the ascending tempera-
ture from 37•Ž. to 100•Ž., continuously boiled for 21/2 hrs., pipetting intensively during the

heating (1st washing); then centrifuged, and washed again in saline equal to ca. 30 times
amounts of the bactetria cells (2nd washing); the measures of 2nd washing repeated once

more (3rd washing; thrice in all); lastly centrifuged after addition of heterologous cultures
f or the removal of all unnecessary O and H agglutinins. The boiled and washed bacillary

sediment from which the supernatant was separated, is the absorbent •kBW•l. Then the

diluted serum (1:12.5) is poured over the sediment, and throughly mixed. The mixture

of serum and bacteria is centrifuged after absorption of 2•`4 hrs. at 37•Ž. followed by

standing for 22•`24 hrs. at refrigator temperature (2•Ž.), exceptionally at room temperature.

The absorbed serum is preserved with 0.01% merthyolate (1.0ml. of a 1.0% stock solution

in distilled water to every 100ml. serum). The evaluation of the deterioration phenomenon

was based upon the 24-hour findings which were read after the test has stood for 2 hrs- in

the 37•Ž. incubator, and then overnight at R. T.

•kMaterials•l The strains (for reactinogen, absorbent, agglutinogen) and sera are as

f ollows:

1. S form strains: 19 cases (+20cases)

P aratyphi A 1015 (P.A-S•kA•l
・ S•kB•l ・ S•kC•l S•kD•l; P .A-S•kIII•l)

〃 〃 var. durazzo (Drzo-S•kC•l)
〃 B var, odense 8085

ph.2 (P.B•`Ods-S•kK1•l)

R eading ph.2 (Rdg-S•kD•l)
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Cholerae suis var. kunzendorf 1350 (Suis -S•kK2•l)

O sloph.ƒ¿ (Oslo -S•kC•l ・ S•kD•l)
Thompson var. berlin 2988 (Berlin -S•kC•l)

Typhi T2 (T2 -S•kK3•l)

Typhi O 901 W (O 901 W-S•kD•l)

Enteritidis 1891 (Entis -S•kC•l)

Rostock (Rosk -S•kK4•l)

S enftenberg 3007 (Senfg -S•kC•l ・ S•kD•l)
Niloese 1236 ph・2 (Nils -s•kC•l)
Worthington 29, Narshino and others (20 cases)

2. R form strains:　　　3　cases

Paratyphi A 1015-R non-motile (P.A-R〔K5〕Θ～P.A-R〔R〕)

Kunzendorf　　　-R non-motile (Suis-R〔R〕)

Typhi R2 rough (T -R〔K6〕 ～　T-R〔R2〕)

3．S form immune OH sera：　　12　cases

P.A-S•kA•lNo.1 ; P.A-S•kB•l -No. 1．2; P.A-S•kIII•l-No.1;

P .A-S•kC•l-No. 1・2・3； P .A-S•kD•l-No.1 ; Drzo- S•kC•lNo.1 ;

P .B-S•kK1•l-No.141; T2-S•kK3•lNo.1 O 901 W-S•kD•l-No.155

4. S form immune O sera:

P .A-S•kA•lNo. 1・2; P.A-S〔C〕-No. 1．2;

P.A-S〔III〕-No.81;　　　Rdg-S〔D〕-No.84

5. S form (formalinized; by 1%) immune O sera:　2 cases

P.A-S[III〕-No.296;　　Nils-S〔C〕 -No.220

6. R form immune φH sera:　　2　cases

P.A-R〔R〕-No. 1・2

7. O-factor sera:　8 cases (*: -substitutes)

O-1: (-) : P.A-S〔C〕 -O -No.1

O-2: (-) : P.A-S〔C〕 -O -No.1;　　P.A-S〔III〕-O-No.81

O-122 (-) : O 901 W-S〔D〕-OH-No.155
*

O-123 ( 1・2 ) : P.A -S〔III〕 -O-No.81
*

O-123 ( 1・2 a) : P.A -S〔C〕-OH-No.1
*

O-123　(Vi ・9 : d) : T2　-S〔K3〕OH-No.1
*

O-121.3 (Vi ・9: d):　　　T2-S〔K3〕OH-No.1

8. H-factor sera :　　4 cases

H-a:P.A-S〔C〕-OH-No.1;

P.A-S〔D〕-OH-No.1;P.A-S〔III〕-OH-No.296

H-1・5 : Berlin-S〔C〕OH-No.144

9. Normal sera :　12　cases

K-1～K-12 :　P.A -S〔A・ B・C・D〕immune tested rabbit normal sera

10. Other various types of immune sera : (omitted)
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Of the above tested strains and normal immune sera, the more important ones were given

particularly careful consideration with regard to the S-R-H purity and the definition of the

so-called S and R factor sera was reviewed.

•kResults•lTo summarize the findings on the above sera and bacterial agents, the

reaction titer is variable but may be classified into three types: the Lg titer is either higher,
equal or lower than the Dg titer. In addition, reactions were noted which can not be

explained by the present Salmonella receptor schema. In considering the mechanism of the

lowered Dg titer, the first point to be noted was the need for the review of the thermostability

of the known H antigens, in particular the O antigen, as well as the need for the determination

of whether the antigen itself has a reaction-inhibiting activity. For this purpose, the previously

mentioned titer deterioration phenomenon was analysed, antigenically, into H type, O-1 type,

O-12 type, R type and Q type phenonena and studied from various approaches but, except

for the Q type phenomenon and some doubt on the existing standard stability of antigen

O-12, there was no abnormality in heat stability and no inhibiting action similar to the

mechanism of the so-called K antigen could be demonstrated.

1. (a) The association of the LQ antigen with S-R has yet to be clarified. As will be

mentioned later, its wide distribution in various types and strains of Salmonella suggests that

it is a antigen in the R-line. On the other hand, however, the fact that the LQ positivity in

all of the S-form Instances, even though it is LQ positive with a high content, is unrelated

to the so-called spontaneous agglutinalility, seems to indicate that LQ is not a R-lineal antigen.

Thus, the determination is very difficult but when viewed in association with other various

considerations, it seems to warrant an independent position apart from the known O antigens,

in particular the H and R antigens.

(b) Summarization of the findings S-form (motile): R-form (non-motile) = LQ

positive: LQ negative for Kunzendorf 1350 and S-form (motile): R-form (non-motile) = LQ

positive: LQ positive for Paratyphi A 1015 apparently indicates that there is no correlation

between the Receptor-LQ and the various S-R-H phases.

2. (a) The LQ agent is non-specific, being present widely (Omnipresence of the LQ)

in the Salmonella group. Though the number of cases is small, it is felt that it may be

ubiquitous even to Enterobacteriaceae, beyond the Species•EGenus•EFamily and Order.

(b) The test materials mentioned above (22 of the S-R-O-OH-type Salmonella strains

and 18 of all its immune sera) vary in LQ content but all have been demonstrated to be

LQ positive. LQ is a receptor as determinable by its agglutinability, agglutinin-binding capacity
or agglutinogenic capacity.

3. Much remains to be studied with regard to the antigenicity of the LQ agent.
However, the following generalizations may be made:

(a) The reactivity is labile to treatment at 100•Ž. for 30 minutes (non-washed; the

treated bacterial cells, abbreviated as •kB•l).

(b) The absorbing power is stable to treatment at 100•Ž. even for 2 hours, however

without washing (non-washed; as •kBC•l), but labile to heating with washing, for 1 hour only
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under the same temperature (washed; as a modified •kBW•l*).

(c) The agglutinogenicity shows gradually decreasing stability to treatment at 100•Ž.

for 2.5 hours (non-washed; as •kB•l). It appears that the limit of stability is in general 3

hours at 100•Ž. but remains to be confirmed. The LQ antigen in living bacterial cell and the

LQ antibody due to living bacterial immunity appear to differ in state and nature from the

LQ antigen in bacterial cell killed by heating and the LQ antibody from immunity of heated
bacteria but this remains to be confirmed also.

4. The resistance of the LQ aggiutinins has yet to be fully investigated. It will be

mentioned only that there is hardly any difference from known antibodies with respect to

the behavior in response to treatment, heating at 56•Ž. for 30 minutes (for the inactivation) or

at 60•Ž. for 60 minutes, and to addition of preservatives (phenol, merthyolate), or in connection

with the length of time its characteristics are maintained in refrigerator at 2•‹•`4•Ž.

5. For preparation of factor sera, the absorption method is not applicable since it

has not yet been possible to obtain the LQ minus variant. As a substitute for minus variant,

an absorbent from which the LQ constituent had been artificially removed may be substituted

in which case the most simplest method would be to absorb LQ-positive, non-flagellated,

S or R type living bacteria immune sera with its immunogenic bacteria washed at 100•Ž.

for 60 minutes (•kBW•l*: modified Method B), but this method is not necessarily always

successful. The preparation of LQ factor serum, along with several other kinds of method,

will be presented in a later paper.

6. The maximumreaction titer, velocity of the clump formation, nature and amount

of the agglutination clumps, etc. in the LQ reaction may be summarized as follows:

(a) Though LQ agglutinin is contained not only in immune sera but also in normal

rabbit sera, it apparently is present in very small amounts in the range of 400•~ and frequently

is less than 100•~.

(b) In a group of rabbit immune sera with a maximumO(Dg)-titer of 12800 and

OH(Lg)-titer of 51200, the standard for maximumLQ seemes to be 6400•~. The nature of

the LQ agglutination clumps was intermediate between the fine granular state typical of

O-type clumps and the coarse floccular state typical of H-type clumps. The agglutination

particles appeared very similar to H-type dumpings that had been broken into somewhat

smaller clumps by mild aggitation. Therefore, they may be described as rather soft granular

medium-sized clumps slightly larger than O-type or more simply as OH-type-like agglutination

clumps. With regard to the rate of reaction (rate of agglutination formation), although there

are rare cases in which the values are the same as the R.T. 24-hour titer as early as in 2

hours at 37•Ž. or in which the value is almost completely negative, the majority of instances

show positive findings in about half of the tubes in 24 hours. It is less marked than the 2

hour titer of the H-reaction but in general is much higher than for the O-antigen reaction

that is negative in 2 hours at 37•Ž. For the evaluation of the final value for LQ, it

must be the same as in O•`H-reaction being 37 degrees 8 hours or 37 degrees 2 hours•¨

R.T. 22 hours (24 hours). In general the H-agglutination is greater than O-agglutination,

and as well in the case of the LQ, although a comparison between O and LQ is difficult.
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Synopsis : Antigenic Differences
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evidently the amount of H is greater than LQ. Thus, both the rate and amount of aggluti-

nation are parallel with the nature of the clumping and are intermediate between O-H.

7. The deteriolation phenomenon due to this antigen may be considered to be one

type of inhibiting phenomenon but its mechanism is different from knowninhibiting phenomena.

This is the O～φ inhibiting reaction that it is most marked when the agent agglutinogenized

(Dg) by heating at 100℃. for 30 minutes combines with LQ agglutinins. The evaluation of

LQ test is decided by contrast of the readings between the raw untreated agent (Lg)-titer and

the above treated (Dg)-titer of the same one. Next, associated items will be listed.

(a) As mentioned above, the LQ phenomenon depends upon the binding of LQ (Dg)

antigen and antibody. Therefore, when LQ is absent in either the bacterial agent or sera in

natural form or in artificial form, the phenomenon naturally should be negative. If this were

true, positive phenomenon and LQ positive of the test material (bacteria and sera) should

always coincide but in reality negative phenomenon and LQ positive or LQ negative of both

materials are not necessarily parallel. This should be kept in mind in attempting to evaluate

the LQ content of the test material.

(b) As mentioned above, it is necessary for the antigen to be a heat-treated agent.

However, the respective limits of temperature degree and heating period which are the factors

of heat treatment, and the qualitative and quantitative effects upon the LQ, which may be

given variously by these factors, both of them has not been investigated at all. Consequently,

the discussion presented in this paper is base upon the condition at 100℃. for 30 minutes.

LQ-phenomenon may be most readily evaluated when LQ-titer<O (～φ)-titer and becomes

increasingly difficult with the addition of such conditions as H-titer>O-titer or LQ-titer>O

(-φ)-titer. In such instances, the factors which interfere with the evaluation must be removed

and the situation must be modified so as to satisfy the above condition LQ<O.

(c) The O-inhibitory ability of LQ is manifested equally regardless of the type of

O antigen However, when O is compared with ƒÓ, it appears that there is a difference in

the degree to which they are inhibited; It is inhibited greater in O than in ƒÓ. The final

conclusion awaits detailed investigation.

(d) To cite a case which the inhalt of reaction is composed of Receptor-O and

Q only and O is inhibited, there must be naturally perceived the relation Lg(O)-titer>Dg

(O)-titer, and, although there is reduction of O-titer at time of transformation to Dg, the intact

absorbing capacity of O antigen proves that the O-antigen-antibody binding capacity itself is not
disturbed.

(f) Among the S-form O antigens, the so-called anaerobic antigens are similar to LQ

in that they are non-specific to the Salmonella group and non-resistant to 100℃. for 30 minutes.

However, dissimilar characteristics have been found, and discussion of the differentiation will

reserved until the next report.

8. The reasons for investigating the Receptor-LQ are presented below:

(a) For instance, the inhibitory mechanism and the inhibited morphology in Receptor

-Vi and Receptor-LQ are contrary to each other. When the situation in which both Vi and
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LQ are present together is taken into consideration, it seems that such findings as, for example,

thermostability and agglutinability of Receptor-Vi and, in turn, all other characteristics

must be reinvestigated. I also wish to add that the LQ action should be taken into considera-

tion with regard to the difference found between Typhi-Vi and Ballerup-Vi although this still

being investigated.

(b) Investigation of the agglutinogenic nature and heat resistance of antigen and

antibody will be done on different combinations of temperature and time. However, depending

upon whether LQ is present or not in the material, it is possible that antigens and antibodies

may not be able to manifest their inherent maximumheat torelance. This should be kept in

mind with regard to experimental methods or biological preparatory techniques involving the

application of heat.

(c) In association with (b), even more important is the doubt entertained concerning

the present Salmonella antigenic schema. For instance, one method of separation of H-a factor

sera involves treatment of Paratyphi A-OH serum by its immune bacterial agent heated at

100℃. for 2 hours. However, depending upon the Receptor-LQ content in the material, a-LQ

i mmunesera which is not of a single standard may be separated instead of so-called H-a
factor sera. Moreover, as mentioned before, the LQ agglutination (-clump) partially

demonstrates a H-type flocculence and the reaction titer is as high as 6400•~. Therefore,

the above sera which is not of a single character may easily be mistaken as pure H-a factor

sera. Similarly, evaluation is difficult when LQ clumping is present together with O

clumping, and therefore this situation likewise may be said to be present for O-factor sera.

It is not infrequent that findings are obtained which can not be explained on the basis of

the present schema, but one of the causes for this has been shown to be contributed by LQ.

By the consideration of LQ, improvement of the receptor classification in the schema and the

simplification of the schema may be expected.

II Synopsis on Report I ～ Report XIII

9.    Receptor-LQ was discussed in sections 1 to 8. Next, the interim summarization of

the presentations made from the first report up to the present report (13th report) is as

follows: The types of receptors separated or postulated for Paratyphi A in this series of reports

are L. Vi, Z, O2, Gi, FF and LQ.  The difference in the characteristics of these receptors

are presented in the list at the end of this report. Moreover, all of these receptors may

be distinguished from O�"H�"R in thepresent schema as well as from so-called K(V�"M�"Vi)

antigen and anaerobic antigen.

10. The reason why I had ventured to undertake the exploration for such unknown

receptors as mentioned above on such material as standard strain Paratyphi A 1015 of known

antigen structure is for the purpose of avoiding as much as possible the inclusion of so-called

antibacterial substances during the separation of the somatic components from the bacterial

cells to be used as anti-infection immunogens. Receptor-L.Vi, Z, O2 serve as anti-infection

antigens to P.A separated to correspond to P.A-Vi, T-Vi of A. FELIX and R. M. PITT but at
the same time they provide findings which serve as information in the examination of the

purity of O-1 factor sera and structure of O-2 antigen (complex antigen: partial antigen).



288 is m & m

The nature of the so-called H-inagglutinability in Typhi, etc., depends upon the absence of

flagella but the Receptor-Gi in this report is assumed to have a significance corresponding to

Vi in O-hypo-～in-agglutinability. Unfortunately, separation of the antibody has not yet suc-

ceeded. Receptor-FF is considered to be the controlling agent in the Salmonella non-specific reaction

between H-a factor sera and non-motile type of P.A treated at 100℃. for 60minutes. Separation

of this antibody in its pure form has not been successful yet but the reaction with this antibody

is characterized by the formation of abnormal soft flocculent clumps similar to clumps in

so-called precipitin reaction (mixture test). The nature of Receptor-LQ has been described

above. In this series of reports, it has been noted that the detailed observation of even material

for which the antigenic schema is known may result in the separation of an unknown receptor

which sometimes have unexpected significance in the field of antibacterial-antitoxic immunity.

Although studies are not yet complete on any of the above receptors that have been separated,

the findings obtained so far have been summarized here. (Author)

R eceived for publication November 21, 1961.


